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さよならの言い方なんて知らない。
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　　　プロローグ






　香か屋や歩あゆむが最後にトーマの声を聞いたのは、中学三年生の八月だった。

　ちょうど日づけが変わったころ、遅い時間に遠慮のないコールが鳴った。その電話の相手がトーマだった。こちらの眠たげな雰囲気は伝わっていたはずだけど、もちろんかまわずトーマは言った。

「ライトフライヤー号が初めて飛んだのは、何月だったと思う？」

　真夜中の電話にはふさわしくない話題だ。

　香屋はあくびをかみ殺す。

「さあ。それ、答えないとだめ？」

「どっちでもいいけど、さっさと答えた方がこの電話は早く終わるよ」

「じゃあ、二月」

「おしい。一二月だよ。でも冬なのは合ってる」

「それはよかった」

「ちなみに、夏だとは思わなかった？」

「いや。どうして？」

「だって、そっちの方が似合うでしょ。最初の飛行機が飛んだ空は、真夏の突き抜けるような青空がいい」

　どうだろう。香屋には、人類で初めての飛行機に似合わない空を想像できなかった。季節なんていつでもいい。青空でも曇り空でも嵐の中でも、夕焼けでも朝焼けでも夜空だって、みんなそれぞれ格好いい。圧倒的な主人公は、どんな背景でも絵になる。

「どうして、二月だと思ったの？」

　尋ねられて、香屋は答える。

「ただの勘。でも前にみた写真で、ライト兄弟がスーツのボタンを留めていた気がするから」

　暖かい季節ではないのではないか、と想像していた。

「やっぱり君は、考え方の筋がいい」

「でもけっきょく間違える」

「どうだろう。これがもっと大切な、たとえば命を賭かけた問題なら、正解してたんじゃないかな」

「それはない。そもそも答えない」

　命を賭けた問題なんて、なんとかはぐらかして逃げ出すに決まっている。

　香屋の答えを聞いたトーマは、電話の向こうで楽しげに笑う。

「秋あき穂ほなら、正解できたかな？」

　香屋、トーマ、それから秋穂栞しおり。三人は小学二年生のころに出会い、長い時間を共に過ごした。

　秋穂は三人の中でいちばん知識が豊富だから、ライトフライヤー号が飛んだ日づけを知っていても不思議ではない。一方で無愛想に「知りませんよ、そんなの」としか答えないような気もする。香屋はいちばん想像がつきやすいひとつを答える。

「きっと正解するよ。その場で、スマホで検索して」

「ああ。かもね」

　そんな、彼女のドライな一面を、香屋は気に入っている。きっとトーマも同じだろう。

　電話の向こうの声がトーンを落とした。

「ともかくライトフライヤー号が空を飛んだのは、一二月なんだよ。一九〇三年の、一二月一七日」

「そう。それで？」

「飛行距離は一二〇フィート、浮かんでいたのは一二秒間だった」

「君はウィキペディアを読み上げるために、こんな時間に電話をかけてきたの？」

「その一二秒に憧あこがれるってことを、話しておきたかったんだよ」

　一二秒、と香屋は眠たい頭で反復した。半分は翌朝の起床時間のことを考えていた。夏休みの期間中ではあったけれど、高校受験に向けた夏期講習が入っていたのだ。

　妙に恰かっ好こうをつけた、だから子供っぽく聞こえる声でトーマは言う。

「その一二秒が始まるまで、飛行機というのはフィクション上の存在だった。ジュール・ヴェルヌが『征服者ロビュール』で書いたみたいな、空想できても現実にはないものだった。でもその一二秒間で、人類はフィクションに出会った」

　トーマは、こんな奴やつだった。普段は滅多に電話なんかかけてこないくせに、ふいに真夜中に騒々しくコールを鳴らし、どうでもいいような話を始める奴だった。いちいち台詞せりふが浮ついた奴だった。そして、そんな台詞が妙に似合う奴だった。

「たいていの物事はフィクションから始まる。そのフィクションに現実が出会う瞬間に、心の底から憧れる」

　なんてことを一方的に喋しゃべって、電話が切れた。

　香屋は再びベッドに横たわり、眠りにつく前に、トーマに一通のメールを送った。

　──意味がわからない。

　と一行だけ。

　翌日、トーマからの返信が届いていた。返信も一行だ。

　──ようやく生きる意味がみつかりそうなんだよ。

　なんだ、それ。トーマはいつだって理解できない。

　そのメールには画像が添付されていた。笑顔で、白い封筒をこちらにみせつけるように手にしたトーマの写真だった。


＊



　香屋を残してトーマが消えたのは、この電話から一週間ほど経たった日だ。あいつの母親から連絡があっても、なにが起こっているのか上う手まく呑のみ込めなかった。

　その八月の朝、香屋はひとり、近所の公園まで歩いた。

　ベンチに座って顔を上げると、空はよく晴れていた。突き抜けるような青空。トーマが頭の中でライトフライヤー号を飛ばしたのは、こんな空だったのだろう。

　一二秒間に比べればずいぶん長いあいだ、その空を見上げていた。青があんまり鮮やかで、涙がにじんで雲の輪郭をぼやかした。やがて足音が近づいて、隣で止まる。その音につられて視線を下ろすと、秋穂が立っていた。

　連絡を取り合ったわけじゃない。でも彼女がそこにいても、不思議だとは感じない。もう七年も一緒にいるのだから。不思議なのはトーマがいないことの方だった。

　秋穂は香屋の隣に腰を下ろして、手にしていたスプライトに口をつける。

「行かないんですか？」

　と彼女は言った。

「どこに？」

　本当に、秋穂の質問の意味がわからなかったのだ。

　でも彼女はそれ以上なにも言わずに、ゆっくりとスプライトを飲んでいた。香屋はトーマと最後に交わした会話を思い出していた。そのことを、なんとなく口にする。

「あいつは、フィクションに出会う瞬間に憧れるんだってさ」

　小さな声で、秋穂が笑う。

「なんですか、それ」

「さあ」

「ずいぶん、今さらですね」

「うん」

　香屋と秋穂、それからトーマ。

　三人が親しくなったのは、ひとつのフィクションがきっかけだった。「ウォーター＆ビスケットの冒険」というタイトルの、古いＴＶアニメだ。あまりメジャーな作品ではない。でも三人とも、そのアニメを愛していた。きっとそれぞれ異なる感情で。

　香屋は目を閉じる。まだ、飛行機が似合う空が浮かんでいた。

「なのにあいつは、わざわざ電話をかけてきて、僕にそう言ったんだよ」

　あれが最後に聞いた、トーマの声だった。

　そう思っていた。


＊



　トーマのメッセージには続きがあるのではないか、と思い当たったのは、あの日から二年も経ってからだった。

　高校二年生の秋、一通の手紙が届いたのだ。白い封筒に奇妙なマークが印刷された手紙だった。差出人は架か見み崎さき運営委員会となっている。

　その手紙は、どうやら招待状のようだった。

　こんな内容だ。




　拝啓　秋麗の候、ますますご清栄のこととお慶よろこび申し上げます。

　厳正な審査の結果、世界平和創造部の企画・運営の功績を讃たたえて、香屋歩様を私共が運営するゲームにご招待することが決定いたしました。おめでとうございます。

　もちろん参加料などは一切いただきませんし、ゲームの勝者には価値のあるプレゼントも用意しております。

　なお、本状にご返信は必要ありません。下記の日時に、会場までいらしてください。ぜひご参加いただけますようお願い申し上げます。


敬具　







　　　　　記






　日時　一一月一日（日曜日）　一五時

　場所　〇〇市〇〇町　一二─一七　スカイハイツ七〇一号




　同封する鍵かぎでご入室の上、係員に本状をご提示ください。




　書面にある通り、手紙には鍵が同封されていた。

　香屋は封筒に記載された奇妙なマークに目を留めた。やや捻ねじれた卵のような楕だ円えんの中に、何本かの斜線が入ったマークだ。

　架見崎運営委員会なんて知らない。招待状は怪しくて、まともに相手をしようという気にならない。でも、封筒のマークには見覚えがある。

　二年前、最後の電話のあとで届いたメールには、白い封筒を手にしたトーマの写真が添付されていた。

　あの封筒についていたのも、香屋に送られてきた招待状と同じマークだった。









　　　第一話　あなたは架見崎の住民になる権利を得ました










　　　　　１






　休み時間は机に突っ伏して過ごす。

　そのままだと机が低すぎるから、頰の下に鞄かばんを敷いている。

　中学生のころからだいたい同じで、昨年の春、高校に進学したときには枕にしやすいことを第一条件に鞄を探した。

　別に眠るわけじゃない。少し眠いけれど近くに他人がいると眠れない。休み時間に独りきり背筋を伸ばしているよりは、寝たふりでもしている方が自然なように思ってそうしている。香か屋や歩あゆむに友達は少ない。クラスにはひとりもいない。もう一〇月も半ばを過ぎたこの時期に、今さら新しい友達を作ろうという気にもなれない。

　鞄を枕にして目を閉じていると、周囲の声がよく聞こえた。流行のアプリゲーム、昨夜のバラエティ番組、今朝のニュース。高い声があり、低い声がある。太い声があり、細い声がある。なのに不思議と、どの声も同じように聞こえる。ゲームのイベントも政治家が起こした不祥事も、この教室では同じ包装紙でラッピングされている。

　その中にひとつだけ、色合いの違う声があった。

　──本当に、あると思う？　世創部なんて。

　小さく、硬く、ざらついた声だった。

　香屋は右目だけを薄く開ける。

　斜め前の席にポニーテールの少女が座っている。その向かいにダークブラウンのボブカットが立ち、ポニーテールにスマートフォンの画面を向けている。香屋からは、その画面はみえなかった。でもそこになにが表示されているのかはわかった。

　世創部──正式には、世界平和創造部。それはたしかに実在する。でも、都市伝説じみた話ではあった。名前のわりに小規模な、この街だけで知られている噂うわさ話ばなしだ。

　世創部はある日、一方的にメールを送りつけてくる。タイトルは決まって「世界平和へのご協力のお願い」で、だから「お願いメール」なんて呼ばれたりもする。

　メールの本文は、簡単に言ってしまえば受信者が行った悪事の羅列だ。だれそれをこんな風にいじめているだとか、恐喝の常習犯だとか。犯罪行為全般が対象になる。ともかく事実を羅列して、「世界平和のために、この行為を改めるようお願い申し上げます」という一文で締めくくられる。そのメールに従わなければ──つまり罪を改めなければ不幸な目に遭う、というのが噂の全容だ。

　世創部がただの都市伝説と一線を画すのは、ふりかかる不幸が具体的な点にある。たとえば悪事の証拠が印刷されて学校中にばら撒まかれたり、どこからか教師や両親に知らされていたり。過去には世創部の告発で警察が動いたこともある。現実的で社会的な制裁が下されるぶん、たいていの呪のろいよりも身近な恐怖を受信者に与える。

　香屋は騒々しい教室の中で、ポニーテールとボブカットの会話を聞き取ろうと耳に意識を集中させていた。でもふたりはずいぶん小さな声で喋しゃべるから、聞こえてくるのは断片的な言葉だけだった。

　なんにせよポニーテールとボブカットは、ふたりとも「世界平和へのご協力のお願い」と題されたメールを受け取ったのだ。香屋がこっそり片目でうかがっていると、ボブカットの表情が険しくなるのがわかった。ポニーテールの方は、香屋からでは顔がみえない。ふたりは険悪な様子でなにか言い合っている。

　やがて、それまでよりも少しだけ大きな声で、不機嫌そうにボブカットが言った。

「偽にせ物ものだよ。こんなの」

　──いや。本物だよ。

　胸の中だけでそう答えて、香屋は目を閉じる。

　この街には大勢の世界平和創造部のメンバーがいる。年齢も性別もばらばらな彼らと、その連絡網が世界平和創造部の正体といえる。だが現在、「お願いメール」を送る権限を持っているのは管理者のふたりだけだ。その一方が香屋だった。

　間もなくチャイムが鳴り、ボブカットは自分の席へ戻っていく。ポニーテールは机の下でスマートフォンを握りしめている。数学担当の教師が教室に現れ、香屋はようやく鞄から頰を離した。

　教師が板書しているあいだに、香屋は注意深く、自身のスマートフォンを確認した。

　世創部はｗｅｂサイトを持っている。装飾のないトップページに、デフォルメされた地球のアイコンがひとつ、ぽつんと置かれたサイトだ。地球のアイコンをクリックすると文字入力画面に切り替わる。そこに自身の名前かメールアドレスを打ち込めば、本当に世創部からメールが送られたのか判定できる。

　ポニーテールとボブカットは、それぞれサイトに自身のメールアドレスを入力したようだった。

　この街にいじめはない。皆無ではないが、生まれて間もなく消えていく。

　世界平和創造部は正常に機能している。


＊



　帰り道にはたいてい、秋あき穂ほ栞しおりと一緒になる。

　約束をしているわけじゃないけれど、先に学校を出た方が決まったルートで寄り道をして、もう一方がその後を追う。学校から二〇〇メートルほど離れたコンビニにいなければ商店街の本屋に、商店街の本屋にいなければその先の公園に、という具合で。

　今日──一〇月二一日、水曜日。香屋が秋穂に追いついたのは、商店街の先の公園だった。彼女はベンチの真ん中に座り、すました顔でファンタオレンジを飲んでいた。

　秋穂は制服を着ていなければとても高校生にはみえない、背の低い少女だ。ふたりが一緒に帰る約束をしない理由の半分は彼女の身長にある。もう半分は香屋自身の身長だ。香屋も高校生としては身体からだが小さい部類で、秋穂と並ぶと似合いすぎる。中学生どころか、小学生のカップルのようにみえる。ただみえるだけなら構わないけれど、そんなことでクラスメイトたちにあれこれと囃はやし立てられるのが面倒で、学校では距離を置いている。

　香屋は声もかけずに、秋穂の隣に腰を下ろす。彼女の方も挨あい拶さつもなく、軽く眼鏡を押し上げて話し始める。

「やっぱり、疑問が残ります」

　秋穂の声は外見に似合わず低く、大人びて聞こえる。そもそも秋穂は外見の他のすべてが大人びた少女だ。顔つきも、ふとした仕草も、休日に着ている少し子供っぽい服やいわゆるおかっぱに切りそろえられた髪さえも。自分を客観視してもっとも似合う服や髪型を選んでいるのだろう。無理に背伸びをしないのも、大人の資質のひとつのように思う。

　彼女は続けた。

「今回のメール、早すぎじゃないですか？」

　秋穂栞は香屋にとって、唯ゆい一いつ同じ学校の友人と呼べる相手だ。

　そして彼女も香屋と同じく、世界平和創造部の管理者を担当している。

「無視は充分、陰湿ないじめだよ。それに彼女たちが態度を改めれば、もう世創部はなにもしない。誰にも不都合はない」

「私にまで建前は必要ありませんよ」

「本音だよ」

　そう断ってから、香屋は補足する。たしかに秋穂に誤魔化すようなことを言っても仕方がない。

「でもそろそろ、世創部を動かしたかったというのもある」

「おや。権力を握ると使わずにはいられないタイプでしたか」

「動かし続けなきゃ、噂話なんかすぐ消えちゃうよ」

　世創部はもともと、自衛のために作った。香屋たちにとって不都合な相手を、できるだけ低いリスクとコストで大人しくさせるためのものだ。メール一本で相手を黙らせる今の形は理想に近いけれど、残念ながら、ローコストだとは言い難い。

　世創部が正常に機能するためには、街中に協力者が必要だ。香屋たちに無関係な悪事まで見張っているのは、その協力者を得るためでもある。協力者の多くはかつてなんらかの意味で「被害者」だった。世創部は他者を救い続けなければ、機能を維持することが難しい。好奇心で参加しているメンバーもいるけれど、そちらにだってほどよく達成感を与えた方がいい。

　でも秋穂は不満げだ。

「もうずいぶん安定しているでしょう？　この街に世創部を知らない中高生なんかいませんよ。二、三か月は放置しても問題ないと思います」

「だとすれば次に警戒するのは身内の暴走だね。実際、冤えん罪ざいをでっちあげるメンバーも出てきたみたいだよ」

　不特定多数を使う以上、想定していた問題だ。偽の悪事であれ数の力で押し切れば真実のようにみえる。ちょっと気に入らない程度の相手でも、大勢に見張らせれば弱みのひとつくらいみつかる。

「どうするんですか？」

「冤罪じゃないやつに、確実に対処するんだよ」

「ああ。それで」

　今回の加害者はクラスメイトだ。依頼内容が真実だと裏を取るのが簡単だった。

　秋穂は喉のどを鳴らしてファンタオレンジを飲み、それから眉まゆを寄せる。

「でも、それじゃ根本的な解決にはなりませんよね？」

「だから自浄作用ってやつを作る。メンバーをチームわけして相互に見張らせるのがスタンダードかな。でも上う手まくやらないと内部で争うことになる」

「へぇ。大変そうですね」

「君がやってよ。僕より上手いでしょ」

「すぐには無理ですよ。今、攻略中のゲームがあるんです」

「これもゲームみたいなもんだよ。それに、トーマと一緒に作ったものを壊すのは、なんだか悔しいでしょう？」

「私は気にしませんね」

「これだからビスケット派は当てにならない」

　世界平和創造部には、三人の初期メンバーがいた。香屋、秋穂、それからトーマ。この長ったらしくて非効率的な名前をつけたのが、トーマだ。

　三人とも「ウォーター＆ビスケットの冒険」というアニメの大ファンだったけれど、ウォーターに憧あこがれていた香屋、トーマと、ビスケット派の秋穂のあいだには多少の意識の違いがあった。香屋とトーマは些さ細さいなことでもすぐに意地を張り合い、競っていたが、秋穂は達観したように傍観者でいることが多かった。みんな過去形だ。三人でいられたのは二年前、中学三年生までのことだった。

　トーマの名前に反応したのだろう、そういえば、と言い訳みたいにつぶやいて、秋穂が鞄のサイドポケットに手を伸ばす。

「これは、どうしますか？」

　彼女は一通の封筒を取り出した。表には宛名と、奇妙な丸いマークが印刷されている。香屋の元に届いた手紙と同じ、謎なぞの「ゲーム」への招待状だった。

　──世界平和創造部の企画・運営の功績を讃たたえて。

　という名目の招待状であれば、香屋と秋穂、双方に同じものが届くのはわかる。でも、背筋が震える一文だ。誰にもふたりが企画者であり運営者だということまでは知られないよう注意を払ってきたはずだから。

　秋穂が封筒を裏返す。送り主の名前は、架見崎運営委員会となっている。

「これは、カミサキと読むのでしょうか」

「たぶんね。でも、検索してもヒットしない」

「偽名ですか？」

「だとすれば、向こうには身元を隠す事情があるんだ」

「ま、そうでしょうね。いたずらかな」

「これまで世創部からメールを送った相手が手を組んで、僕らを罠わなにかけようとしているのかもしれないよ」

「それにしてはずいぶん大げさなやり方じゃないですか？　こっちは、正体がばれてしまえば取り囲まれるだけでギブアップですよ」

「大げさだから怖いんだよ。ただの仕返しじゃ満足できないのかもしれない。だいたい集合場所がおかしい」

　招待状には一一月一日の日曜日に、スカイハイツというマンションまで来いと書かれている。そのマンションが実在することは、ウェブで確認した。香屋の封筒にだけマンションの鍵かぎが入っていたけれど、それが本物なのかはわからない。

「得体のしれないマンションなんかに入ったら、向こうのやりたい放題じゃないか。命の危険まである。こっちに鍵を開けさせるのだっておかしいよ。僕たちが不法に侵入したことにして、正当防衛を主張するつもりなのかもしれない」

「たしかに他人のマンションなんか入りたくないですね。なんか不潔な感じがするし」

「とはいえ無視もできない。相手はこちらの住所を知っている。この招待状が偽物でも、僕たちの注意を惹ひいているあいだに本当の計画を進めているのかもしれない」

「それはさすがに考え過ぎですよ」

「考えすぎか、そうじゃないかなんて、誰が証明してくれるんだ」

　香屋歩は臆おく病びょう者ものを自任している。知らない人に話しかけられるどころか、すれ違うだけで少し怖い。看板の下を通ると落ちてこないかどきどきする。道を渡るとき右をみて左をみて、もう一度右をみたあとさらに左をみない理由がわからない。止めどきもわからない。

「僕はね、世創部を作ったときから、いつか復ふく讐しゅうされるんじゃないかって毎日怯おびえているんだよ」

「胸を張って言うことですか」

「臆病なのは僕の誇りだ」

　だって死にたくないし、痛いのも嫌だ。なら勇気なんかいらない。

　秋穂はファンタオレンジを飲み終えて、空き缶をベンチの片かた脇わきにあったゴミ箱に放り込んだ。

「で、あの招待状はどうするんですか？」

「参加するよ。もちろん」

「一応、理由を訊きいていいですか？」

「放置する方が怖い。それに──」

　最後にトーマから届いたメールの、添付画像を思い出す。あの写真には間違いなく、香屋たちに届いた招待状と同じものが写っていた。歪ゆがんだ卵型の中に、何本かの斜線が描かれたマークの封筒が。

「それに？」

　と秋穂が先を促す。

「通算じゃ、あいつに負け越してるんだ。このままだとやっぱり悔しい」

　なんてことは、本当はどうでもいい。トーマはなんだってできたけれど、そんなの別に悔しくない。ずっと、あいつから最後に届いたメールの文面が気になっていた。

　──ようやく生きる意味がみつかりそうなんだよ。

　なんだよ、それ。もしもあのメールが噓うそではないなら、その続きを知りたい。

　呆あきれた風に、秋穂が笑う。

「じゃあ、怯えて震えて過剰に準備しましょうか」

「臆病者の準備に、過剰なんて言葉はない」

　呼び出しを受けた日まで、まだ一〇日ほどある。

　やるべきことが決まっているなら、多少は恐怖心も紛れるものだ。
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　やがて日が暮れかかり、ふたりは公園のベンチから立ち上がる。

　帰り道はたいてい秋穂が一歩先を行く。彼女は背筋を伸ばして歩く。身体の小さな女の子なのに、力の強い獣が自身の縄張りを見回りするように、堂々と。

　彼女の後頭部をみつめていると、香屋は少しだけ安心する。あからさまに怪しい招待状のことも、その他のあれこれも、忘れはしないけれど気が紛れる。

　前を向いたまま、なんでもなさそうに秋穂が言う。

「あの招待状」

「うん？」

「トーマがいれば、大喜びで参加するんでしょうね」

「あいつはゲームが好きだったからね」

　というか、おそらく自身の能力を全力で試せる場所が好きなのだ。トーマはなんだってできた。なにを始めても、すぐに上手くなった。だからだろう、少しだけ、毎日が退屈そうだった。

　秋穂はこちらに顔も向けずに、小さな声で笑う。

「違います。貴方あなたのことです」

「僕？」

「もしトーマがいたなら、貴方は奇妙な招待状だって楽しめるんじゃないですか？」

　どうだろう。わからない。

　トーマがいたころから、香屋は今と変わらず怖がりだった。

「この手の面倒事は、とりあえずあいつに押しつけていた気はするな」

「でもトーマは、間違いなく貴方を巻き込みますよ。貴方だって、それを断りはしないはずです」

　秋穂がなにを言いたいのか、よくわからなかった。もうトーマはいないのだから、意味のない仮定に思える。

「それで？」

　と香屋は、短く尋ねる。

「別に」

　と秋穂の方も、簡単に答えた。

　そのままふたりは口を開かずに歩く。普段であれば、彼女の無言なんて気にも留めないのに、今は少し気持ちが悪かった。まるで句点を打ち忘れたテキストみたいに、宙に放り出されたような感じがした。

　次の信号に引っかかって、ふたりは足を止める。

　秋穂が話題を変えた。

「夕焼けって、なんだか苦手です」

　香屋の方も、無理にトーマの話を続けようという気にはならなかった。

　何気なく夕焼け空を見上げて応こたえる。

「たしかに、物がみえづらい時間は気持ち悪い」

　だから、黄昏たそがれ時どきが嫌いだ。夜の闇やみの方がもっと嫌いだ。みんなクリーンに見渡せていて欲しい。なんであれ、わからないことは怖い。

　秋穂はまっすぐに、赤信号をみつめていた。

「私は、そういう意味で言ったわけじゃないけど」

「じゃあどういう意味なの？」

「なんだろう、これを綺き麗れいだっていうのは、変じゃないですか」

「そう？　僕も、夕焼けは綺麗だと思うけど」

　辺りがみえづらいのは嫌だけど、たとえば夕焼け空の写真なんかだと、素直に綺麗だなと感じる。色合いが好きだ。

「でも、なんだか悲しいじゃないですか。悲しいものが綺麗にみえるのは、気持ちが悪いですよ」

　香屋はとくに、なにも答えなかった。

　正直、夕焼けをみて悲しくなる感覚が、香屋にはよくわからない。空の色と感情がつながることはない。気候の良い時季の晴天は嬉うれしくなるけれど、空がどうというよりは、ただ一日が過ごしやすいことを想像できるからだろう。

　秋穂が振り向く。

　影の濃い時間の、わかりづらい表情でほほ笑む。

「トーマは夕陽みたいな奴やつでした」

　と彼女は言った。

「そうかな」

　適当な返事で、香屋は言葉を濁す。香屋にとってのトーマは、真夏の突き抜けた青空によく似ていた。あいつが頭の中で、ライトフライヤー号を飛ばした空をイメージした。

　秋穂の後ろで、信号が青に変わる。まず香屋が歩き出して、秋穂は一歩ぶん出遅れた。それで、ふたりの肩が並ぶ。

　秋穂栞は不思議な少女だ。

　香屋とふたりきりでなければ、彼女はもっと明るく振舞う。一般的な意味の優等生を見事に演じて、友達だって多い。いや、それは演技でさえないのかもしれない。素の彼女がいくつもの側面を持っている、というだけなのだろうという気がする。

　秋穂はきっと、香屋に付き合う理由がない。招待状のことだって、世界平和創造部のことだって。あれは香屋ができるだけ平穏に生きられるように作ったものだけど、秋穂はまったく別の方法で、自身の平穏を守れるだろう。器用に、苦もなく。

　だからたまに、この子を不当な面倒事に巻き込んでいるのではないか、と思い悩むこともある。口には出さないけれど──一度、話してみてひどく叱しかられたから黙っているけれど、内心では気にしている。

　横断歩道を渡りながら、秋穂は言った。

「私だって、夕焼けは綺麗だと思いますよ」

「そう」

「だから、苦手なんです」

「意味がわからない」

「でしょうね。貴方はけっきょく、ウォーター派だから」

　香屋は秋穂の顔をみるために、そちらに視線を向けたけれど、彼女は歩調を速めてまた一歩先に出た。だから表情はわからないままだった。

　ウォーター派か、ビスケット派か。これは香屋と秋穂、それからトーマにとって、重要な話題だ。

　以前、一度だけ、秋穂に対して感じている負い目を話したときもそうだった。彼女は世界平和創造部に、積極的には関わらない方がいいのではないか、と尋ねてみたのだ。

　あのときの秋穂はいつになく、素直に苛いら立だった視線を──もっと言うなら軽けい蔑べつするような視線をこちらに向けて、言った。

　──ウォーターがビスケットに、そんな話をしますか？

　しない。でも、しない理由もわからない。

「ビスケットの言い回しは、たまにひどく不親切だ」

　と香屋は、秋穂の小さな背中に向かって呟つぶやいた。
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　テレビアニメ「ウォーター＆ビスケットの冒険」は特別な作品だ。世間的な評価では、主に悪い意味で。

　まず狙ねらいがわからない。小学生の帰宅時間に合わせて夕方に放送されていたこのアニメは、だが明らかに子供たちが胸を躍らせるストーリーを描こうとはしなかった。

　設定はシンプルだ。元保安官の主人公ウォーターが、相棒の少女ビスケットと共に砂漠の惑星を旅する。ふたりは行く先々で様々な困難に巻き込まれる。これだけなら王道的な子供向けアニメに思える。けれど作中で描かれる困難はリアルで、子供っぽい甘さはどこにもなかった。ある国では伝染病で隔離された子供が死の影よりも孤独に震え、別の国では難民の受け入れを巡って暴動が起きている。

　そしてウォーターとビスケットは、問題のすべてを解決するわけじゃない。できることはできるし、できないことはできない。たとえば明らかな悪人を相手にしても、主人公たちが勝利するとは限らない。ウォーターは凄すご腕うでのガンマンだが、ひとりで相手にできるのは二、三人がいいところで、大勢に囲まれると命からがら逃げ出すことになる。幸福な結末を迎えるエピソードはなんとか半分よりも少し多いくらいだ。登場人物たちは躊躇ためらいなく難しい言葉をしゃべるし、アクションシーンがまったくない回も珍しくない。

　だからもちろん、視聴率は振るわなかった。第一話が最高で、そこから順調に下降した。噂ではテレビ局の指示で、全二六話の予定だった放送内容を二話減らしたという。そのせいでラストの数話は難しい話がいっそう難しくなった。最終話の視聴率は同じ枠で放送されていたアニメ作品の中でワースト記録を作ったそうだ。

　だから一般的に「ウォーター＆ビスケットの冒険」は失敗作だとされている。商業として考えるとその通りだから、否定はできないし、したいとも思わない。でも。

　香屋歩にとってこの作品は、まったく別の意味で特別だった。幼いころ両親に連れられて入ったレンタルショップで、著名な子供向けアニメに脇目も振らず、棚の片隅のいちばん下の段にあったその一本をしゃがみ込んで摑つかんだ瞬間が香屋自身の在り方を決めたのだと信じていた。

　一部の熱狂的なファンにとって、「ウォーター＆ビスケットの冒険」は紛れもなく胸に迫る作品だ。悲劇の中でも悲しみとは別の感情で視聴者に涙を浮かべさせる物語だ。ただ残酷なだけではなくて、もっと切実で、優しくて、熱いメッセージを持っている。

　──生きろ。

　とウォーターは繰り返し告げる。

　戦って生きろ。逃げてでも生きろ。こっぴどく敗北しても生きろ。なにもかも上手くいくわけじゃない。ヒーローだって万能じゃない。現実はハードで、這はいつくばるのは情けなくて、死ぬよりも苦しいことだってある。ときに友情は壊れ、愛は無力で、努力が報われるとは限らない。それでも、生きろ。

　──なんのために？

　と誰かが尋ねる。作中で何度も繰り返される質問だ。

　ウォーターは決まって同じ言葉で答える。

　──そんなこともわからないまま、死ぬんじゃない。

　作中で描かれた死者はひとり残らず、自身の死を受け入れない。母親の復讐のために命を投げ出すつもりだった少年は「母さんのために生きなきゃいけないんだ」とつぶやいて死んだ。スラム街で生まれ育ち、富を得るために命をかけ続けてきた青年は「まだたらふく食ってねぇ」と叫んで死んだ。無謀だと知りながら悪党に立ち向かった保安官は「そうか、逃げりゃよかったんだ」と泣きながら死んだ。このアニメはただの一度も死を綺麗には描かなかった。後に残された人たちが流す涙だけが綺麗だった。

　監督と脚本を担当した人物が、中学生だった息子を亡なくしていることを知ったのは、ずいぶん後になってからだ。それで香屋の、作品への評価が変わったわけではない。ただ静かに納得しただけだ。ウォーターの「生きろ」というセリフは大人が子供を見下ろして語る忠告よりもむしろ、深く暗い穴の底から空を見上げてつぶやく懇願のように聞こえていたから。

　香屋歩はまだ、自分が死んではならない理由を知らない。

　だからそれがわかるまでは、必ず生き抜こうと決めていた。
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　どれほど懸命に調べても、「架見崎運営委員会」についての情報はみつからなかった。

　香屋は適当な理由をでっちあげて世創部まで動かしたけれど、大抵が空振りに終わった。秋穂に「自浄作用ができたらいちばんに浄化されるのは貴方ですね」と言われただけだった。

　どうにかわかったのは、指定されているマンションの一室の持ち主くらいだ。泉妻いずのめ宗そう一いちという人物で、マンションが建ったおよそ六年前から変わっていない。肩書きは現代音楽家となっている。どうやら映像作品の音楽などを作曲しているらしい。

　世創部から泉妻にメールを送ったことはない。洩もれなくリストにしているから間違いない。苗みょう字じは変わる可能性があるが、下の名前だけでも検索にヒットしなかった。泉妻は未婚で、近くに血縁者もいないようだ。具体的な世創部との繫つながりは出てこない。とはいえ友人や恋人など、可能性を考え始めればきりがない。

「泉妻さんに会いに行こう」

　と香屋歩は言った。

　一〇月三〇日、金曜日。あの招待状で指定されている日づけの、二日前だった。

　学校からの帰り道、隣を歩く秋穂は首を傾かしげる。

「いつですか？」

「今からだよ」

「夜ご飯に遅れると、ママが不機嫌になるんですよ」

「それはたいへんだね。今すぐ駅に向かえば、一五分後の発車に間に合うよ」

「お父さんも妙に詮せん索さくしてくるし。別に隠したいわけでもないのに、訊かれると答えたくなくなるのはどうしてでしょうね」

「うっすら反抗期なんじゃない？　ところで明日までひっぱると指定日の前日だ。ちょっとタイミングが見え透いていて気持ち悪い」

「ちなみにママはママって呼ばれたがるし、お父さんはパパって呼ぶと嫌がるんです。どっちかに統一して欲しいです」

　秋穂がつれないのはいつものことだ。

　二年前までの香屋は、トーマとつまらない争いを繰り返していたけれど、そんなときふたりは決まって秋穂を仲間に引き込みたがった。でも彼女は基本的に、どちらにも肩入れしないから、それぞれ買収を仕掛けることになった。

　その文化は、トーマがいなくなった今も続いている。

「エトランゼの期間限定モンブランで手を打たない？」

「セットにしていいですか？」

「いくらだっけ？」

「八五〇円」

「オーケイ」

　そういうことになった。
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　指定のマンションは隣の県にある。

　電車に乗った香屋はミュージックプレイヤーで「ウォーター＆ビスケットの冒険」のテーマ曲を聴きながら、窓の外を眺めていた。

　途中、一〇分ほど海辺を走る。もうすぐ日が暮れかかるころで、霞かすんだ薄い青空の中、水平線近くに横たわった雲だけが淡い黄色に輝いている。遠すぎるからだろうか、雲はほとんど動いていないようにみえる。

　隣の秋穂はしばらくスマートフォンで漫画を読んでいたが、やがてこくりこくりと舟を漕こぎ始めた。彼女の余裕が羨うらやましくもある。

　やがて電車が目的の駅に入る。

　香屋は秋穂を揺り起こしてホームに降りる。それなりに大きな駅だ。再開発が活発なのだろうか、駅の正面で大きな工事をしていた。

　改札を抜けると、太陽はもうずいぶん高度を落としていた。暗く染まった建物がひとまとまりの巨大な影のようにみえる。知らない街はなんだか怖い。隣で秋穂が、「この手の駅前って変わり映えしないですよね。似たようなチェーン店ばっかり」とつまらなそうにつぶやいた。

　ふたりはスマートフォンの地図を確認しながら歩く。

　橋を渡って川沿いの道を進むと、住宅地に入る。似たデザインの民家がいくつも並んでいた。さらに先に、いくつかのマンションがみえる。そのうちのひとつが目的地だ。七階建ての、大きくはないマンションだった。

　タイル張りのエントランスはそれなりに広く、リッチな印象を受ける。賃貸ではなく分譲用のファミリーマンションなのだろう。香屋はまず郵便受けを確認した。指定されているのは最上階の一室だ。七〇一号室。だがそこにネームプレートは出ていない。

　オートロックのドアに目を向けて、秋穂が短く尋ねる。

「鍵は？」

「持ってるよ。でも、まずはこっちでしょ」

　香屋はインターフォンの前に立つ。カメラを手で塞ふさごうかとも思ったが、こちらの住所まで知っている相手に対してはあまり意味がないだろう。ボタンを押すと、間延びしたチャイムの音が聞こえた。応答は、ない。

「留守でしょうか」

「かもね」

　香屋は続けてさらに二度、インターフォンを鳴らした。だが、相手が出る様子はない。

「どうしますか？」

「部屋の前まで行ってみる。本当に無人なら、ざっと部屋を探る。秋穂も上までついてきて。エレベーターの前で見張りを」

「もしかして、けっこうびびってますか？」

「もちろん」

　香屋は臆病者を自称している。日暮れをみても夜明けを迎えても、それぞれ不安を感じる。怖さが募ると行動が大胆になる。窮きゅう鼠そ猫を嚙かむというやつだ。

　明後日あさって、怪しい呼び出しに応じるよりは、今無茶をする方がまだましだ。これから二日間も怯え続けるのが苦しいから、さっさと答えが欲しいのだろう。──なんて風に引いた目で自分を観察しているのも、おそらく逃避の一種だ。

　インターフォンの脇についていた鍵穴に、鍵を差し込む。あの招待状はなにもかもが噓ではないかとも考えていた。だが、鍵は合った。機械音をたててロックが開く。

「いこう」

　と香屋は言った。

　もちろん震えた声だった。




　エレベーターを待つあいだに、秋穂と簡単に打ち合わせを済ませた。

　香屋が部屋に入り、秋穂は七階でエレベーターを見張る。エレベーターが動いたらすぐに空メッセージを送り、四階よりも上に来るようなら電話をかけ、香屋はそれに応答する。もしエレベーターが六階を通過したら、秋穂は即座に通話を切る。

　マンションの見取り図は事前に手に入れている。七階には二部屋しかなく、そのドアはエレベーターからみて左右に別れている。左が七〇一号室だ。エレベーターを降りた人物がそちらに足を踏み出したなら、秋穂が話しかけて時間を稼ぎ、そのあいだに香屋はベランダの非常階段から逃走する。

「痕こん跡せきは残りますね」

　秋穂の言葉に、小さく頷うなずく。

　どれだけ丁寧に家探ししても、ベランダの鍵はかけられない。

「そうなれば、警察に自首するよ」

　不法侵入は言い逃れようもなく犯罪だ。だが今回は鍵つきの招待状がある。ただ入っただけであれば言い訳のしようもある。こちらは未成年だし、まったくの無罪ではないにせよ注意程度で済まされるのではないか。警察を絡からめておくことは、保身の意味では今後のメリットになる。

　やがてエレベーターのドアが開いた。

　ふたり、同時に足を踏み出す。

「昔から、トーマが絡むと貴方は無茶をしますね」

「友情には価値がある。ライバルとの友情ならなおさらだ」

「それ、何話のセリフでしたっけ？」

「九話。ふたりの保安官」

　七階と、閉まるのボタンを続けて押す。そのとき騒々しい足音が聞こえてきた。左右のドアが嚙み合う直前で、また開き始める。

　ドアの前に、ひとりの男が立っていた。三〇歳ほどだろうか、ひょろりと背の高い、長髪の男だ。

「悪い、オレも乗せてくれ。ピンチなんだ」

　とその男は言った。




　エレベーターが動き始めると、彼は口を開いた。

「いやあ、助かったよ。尿にょう意いがなかなか限界でね。コンビニのトイレは故障中だしさ。あのタイムロスがなかったら、もうちょっと余裕があった気がするな」

　初対面の高校生にする話ではない。だがそんなことよりも、香屋には気になることがあった。男が階数のボタンを押さない。

　──七階の住民。なら、この男が泉妻宗一？

　彼が泉妻だったとして、こちらはすでに七階のボタンを押しているのだから、誤魔化すことは難しい。隣室に用があるふりをする？　いや、少し苦しい。こちらから仕掛けた方がましだ。

「もしかして、七〇一号室の方ですか？」

　と香屋は切り出す。

　男は簡単に頷いた。

「うん。はじめましてだよね？」

　頷きながら、香屋はポケットから招待状を取り出す。

「これに、心当たりはありますか？」

「ああ。架見崎の。じゃあ君たちが、次のゲスト？」

「はい。せっかくご招待いただいたんですが、僕たちにはわけがわからなくて。それで、とりあえず来てみました」

「たしか招待したのは、明後日だったと思うけど」

　エレベーターが七階に到達する。男は「開く」のボタンを押して、続けた。

「ま、いいや。部屋でゲームの説明をしよう」

　ずいぶん話が早い。男は後ろめたさのようなものを、わずかにも感じていないようだった。あの招待状は本物なのだろうか？　ただゲームをプレイして、勝利すれば「価値あるプレゼント」をもらえるのだろうか？

　納得できない。ネットでは一件のヒットもない「架見崎運営委員会」なんてものが、どうして商品つきのゲーム大会を主催するんだ。

　男はボタンを押したまま笑う。

「ほら、早く下りて。申し訳ないけど、オレはトイレに駆け込みたいんだ」

　ほんの一瞬、秋穂に目配せして香屋はエレベーターを降りる。秋穂と男がそれに続く。

「どうやって、僕たちの名前や住所を調べたんですか？」

「教えてもらった」

「だれに？」

「架見崎運営委員会、だよ。オレもそのひとりだけどね」

　香屋が話しかけているあいだに、秋穂は自然な動作で男の背後に回る。テンプレートを作っておいた文面を少しいじり、ＳＯＳのメールを送るためだ。そのメールは時間指定で送信される。一時間以内に解除しなければ、ふたりがこのマンションを訪れたことが互いの両親に知らされる。

　七〇一号室のドアの前に立ち、男が鍵を開けた。

「どうぞ」

「貴方は？」

「後からゆっくりついていくよ」

「トイレは、いいんですか？」

「なんか引いた。尿意って波があるよね。どんな理屈なんだろ」

　香屋は想像する。この男は元々部屋の中にいたのかもしれない。そしてたとえばインターフォンで、香屋たちが訪ねてきたことに気づいたのかもしれない。そこで男は非常階段を使い、外から回り込んで、香屋たちをここまで誘導することにした。

　だとすれば向こうの狙い通りというのが気に入らない。強引にでも引き返そうか。悩んでいると、隣で秋穂が玄関に踏み込む。

「さっさと済ませてしまいましょう。トーマの話を聞けるかもしれないし」

　たしかに、引き返すにはまだ早い。情報では相手に大差をつけられている状況だ。ここで逃げ出すと、ずいぶん長いあいだ、未知の恐怖と戦わなければならない。

　香屋も玄関に入った。

　直後、視界がくらむ。香屋は壁に手をつく。なにか薬品を使われた？　そんなことを疑うが、身体の異変はほんの一瞬だった。視界が元に戻る。廊下はまっすぐ奥へと続いている。

　声が聞こえた。

「ようこそ、いらっしゃいませ」

　あの男の声ではない。もう少し若い男性のようだ。でも、その若さとはアンバランスな落ち着きがある声だった。

「靴は履いたままでかまいません。こちらへ」

　その声は廊下の奥にある、ドアの向こうから聞こえた。すでに部屋に誰かいる。

　振り返ると背後では、玄関のドアが閉まっていた。いつの間に？

「行きましょう。殺されはしませんよ」

　と秋穂が言った。

　香屋は唾つばを呑のみ込む。怖い。向こうのやりたい放題だ。これだけ怖おそろしければ、相手に逆らおうという気にもならない。

　言われたとおり、靴を履いたまま廊下に上がる。こつんと硬い足音が鳴る。廊下がなんだかずいぶん長く感じた。

　突き当たりのドアを開くと、先は広い、会議室のような部屋だ。

　目の前に、こちらに背を向けたパイプ椅い子すがふたつ並んでいる。その向こうに面接のように、長机が置かれている。長机の奥にいるものをみて、呆あっ気けにとられた。

　マリオネットが三体。

　横一列、等間隔に並んでいる。向かって右から順に、ネコ、カエル、フクロウ。

　それぞれの身体からは何本もの細い糸が上へ伸び、天井に繫がっている。

　中央のカエルが動いた。艶つやのあるグリーンの腕が、糸の力でぐぐっと持ち上がる。香屋は再び、天井に視線を向ける。だがそこに、糸を通す穴が開いているようにはみえない。そもそもマリオネットである理由がわからない。顔を合わせたくないなら、スピーカーでも置いておけばいいじゃないか。

　カエルはマリオネット特有の、妙に素早い、角ばった動作でパイプ椅子を指す。

「どうぞ、お座りください」

　その表情は咽のどぼとけをみせた笑顔のまま、ぴくりとも動かない。
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　なんだ、この状況。どうなっているんだ。まったくわけがわからない。わからないのは怖い。全部理屈で説明して欲しい。

　秋穂に視線を向けると、ちょうど彼女もこちらをみていた。

　彼女はふうと息を吐き出して、パイプ椅子に腰を下ろす。仕方なく香屋も彼女に倣ならう。

　鞄を足元に置くと、カエルが口を開いた。

「おふたりにお会いするのは、明後日の予定でしたが──」

　すぐに秋穂が反応する。

「迷惑なら、すぐに帰りますよ。でも、一方的に招待状を送りつけられたんです。ちょっとくらい説明を求めても当然じゃないですか」

　カエルは平然と頷いた。マリオネットが慌あわてることもないだろうが。

「もちろん、迷惑だなんてことはありません。本日はご足労いただき、誠にありがとうございます。厳正な審査の結果、おふたりは架見崎の住民になる権利を得ました」

　おめでとうございます、とカエルは言う。

　秋穂はひと通り嚙みついておくことに決めたようだ。

「そもそも審査なんてもの、受けた覚えはありません」

「はい。過去の業績を元に、こちらで判断させていただきました」

「架見崎ってなんですか？　住民っていうのは──」

　カエルは手のひらで、秋穂の言葉を遮る。

「順番に説明をしましょう。まずは」

　その言葉に合わせて右のネコが椅子から飛び降りる。ネコは背を向けて部屋の奥へと進み、大きな窓のブラインドの紐ひもに飛びついた。

　ブラインドが開く音と共に、カエルが告げる。

「つい先ほど、世界は滅びました」

　窓から射し込む、夕焼けのオレンジで目が痛い。

　だが、香屋は瞼まぶたを下ろせなかった。目を見開いていた。窓の向こうに広がるのは、カエルが簡潔に言ったとおりの景色だった。

　世界が滅んでいる。それがどんな状況だか、香屋にはわからない。だがその言葉を聞いてイメージする通りの街並みが、そこにあった。家屋の半数ほどは瓦が礫れきになり、原形をとどめていない。どうにか建っているものも屋根が、壁が崩れ、ところどころ鉄骨がむき出しになっている。夕陽に照らされた影絵のようなその街並みは、ひとつの巨大な死し骸がいにみえた。血を流し、肉がはげ落ち、骨を剝むき出しにしているようだった。

　口を開けない。景色ひとつで、身動きも取れない。耳鳴りがするような沈黙の中で、カエルが淡々と告げる。

「というのは、噓です」

　香屋と秋穂の口から、同時に「え」と声が漏れる。

　カエルは続ける。

「あなたたちの世界は、今も平和です。こちらの世界はこんな感じですが、あなたたちがいた世界とは別物です。そう、なんと、おふたりは異世界にやってきたのでした」

　息を押し出すように、秋穂がつぶやいた。

「異世界」

　カエルが頷きを返す。

「はい、異世界です。でも簡単には信じられませんよね？　だから、よりショッキングな噓で非現実的な現実のハードルを下げてみました。すみませんでした」

　なにを言っているんだ、このカエル。

　こちらを混乱させることが目的なら、大した手腕だ。まともに思考できない。

　気づけば香屋は、貧乏ゆすりのように足を揺らしていた。膝ひざの上に置いている拳こぶしも震える。やたら喉が渇く。みんなカエルの噓だったとして、窓の向こうの景色が精巧なＣＧかなにかだったとして、マンションや喋しゃべるマリオネットを含めてこれだけの準備をしているのが怖い。そもそも感情のないカエルの目が怖い。起伏のないその声が怖い。こんな話の途中なのに平然と席に戻るネコが怖い。喋りも動きもしないフクロウが怖い。恐怖が真夜中の大海原みたいに終わりをみせない。顔が引きつる。もういい、と思った。限界だ。まともな思考は、もういい。どこまでも怖くなるだけだ。

　香屋は声が上ずるのも気に留めず、尋ねる。

「つまり、ここが『架見崎』ですか？」

　カエルは頷く。

「架見崎は、ひとつの街の名前です。でもこの世界には、架見崎以外の街は存在しないので、みんなまとめて架見崎と呼んで問題ありません」

「世界にひとつしか街がなくて、その街はすでに滅んでいる？」

「ええ。そうなります」

　あり得ない。

「じゃあ滅ぶ前は？　たったひとつの街で、世界が成り立っていたんですか？」

「素晴らしい質問です。でも、滅ぶ前の架見崎なんてもの、今は重要ではありません」

　カエルはその手で、窓の先の日暮れた景色を指す。

「すでに架見崎に先住民はいません。今はあなたたちと同じように、現実からやってきた一〇〇〇人ほどが生活しているだけです。彼らはチームに分かれ、陣取り合戦を繰り広げています」

「それが、招待状にあったゲームですか」

「はい。勝利条件は、架見崎の全土を支配すること。陣取り合戦には運営者──つまり私たちから与えられた能力を使用します」

「能力？」

「あなたたちにも、差し上げます」

　カエルの言葉とともに、今度はフクロウが糸に引っ張られて宙を飛んだ。

　フクロウは足になにかをつかんでいる。それを香屋と秋穂の膝の上にひとつずつ、ぽとりぽとりと落として、頭上で旋回し、また元の位置に戻ってゆく。

　フクロウが落としたそれは、スマートフォンのようにみえた。

　カエルが言う。

「その端末は架見崎での生活をサポートするものです。まずは名前を登録してください」

　画面に触れると、文字入力用のパネルが表示された。外見通りに、操作性はスマートフォンと違いがない。フリック入力で文字を打ちこめるようだ。

「名前──」

「本名でなくてもかまいませんよ」

　香屋は思いついた名前を入力してみる。決定ボタンを押すと、画面には「ＥＲＲＯＲ」と表示された。──他プレイヤーがすでに使用しています。別の名前をご入力ください。

　その画面をみつめて、決めた。

　今は流されよう。カエルが一方的に進める話に、逆らわないでいよう。川に落ちたなら泳ぐものだ。でも、そこが激流だったなら、抗あらがってはいけない。ただ呼吸をする。次の息継ぎを探す。そんなことを、あのアニメヒーローも言っていた。

　カエルが続ける。

「名前を入れると、能力を獲得できるページに進みます」

　秋穂がこちらの手元を覗のぞき込んだ。

「進みましたか？」

「まだ。名前入力」

　とはいえ、名前はもう決まっている。ただ覚悟が必要だっただけだ。

　香屋は本名をフルネームで入力する。登録しました、とのメッセージの次に、ページが切り替わった。タイミングよくカエルが説明する。

「能力名と、その横に、獲得に必要なポイントが記載されています」





　強化ブースト　七〇〇Ｐ

　射撃シュート　七〇〇Ｐ

　検索サーチ　五〇〇Ｐ

　補助サポート　三〇〇Ｐ～

　道具アイテム　三〇〇Ｐ～

　その他オリジナル　？Ｐ






　ページのトップには「所持Ｐ：一〇〇〇」とも書かれている。どうやらこのポイントを消費して、好きな能力を獲得しろ、ということらしい。

　試しに「射撃シュート」をタッチしてみる。すぐに説明文が表示される。

　──射程二〇ｍの光線を発射します。使用回数／三〇。【拡張】で威力、射程の強化、使用回数の増加、および特殊弾の獲得ができます。

　説明文の下には、【拡張】と書かれたボタンがある。そこに触れると、次のページが表示される。射撃能力の強化に関する一覧らしい。たとえば「威力強化」は一Ｐから、好きな数値を選択できるようだ。使用回数をひとつ増やすには二〇Ｐ。射程を一メートル伸ばすには三〇Ｐ。さらに「特殊弾」という項目で、特別な効果を持った弾を獲得できる。

「ぜひ、戦いやすい能力を獲得してください」

　カエルの言葉に、秋穂が眉まゆを寄せた。珍しく素の表情だ。

「どうして戦わないといけないんですか？」

「それは誤解です。私どもは、プレイヤーになにも強制しません。ですが──」

　カエルは得意げに、人差し指をたてて、言った。

「招待状にある通り、勝者には、とても魅力的な賞品をご用意しています。欲しいものをなんでもひとつ」

　秋穂が反復する。

「なんでも？」

「なんでも」

「国でも？　地球でも？」

「それは世界中の人々に地球の所有者を貴女あなただと認めさせる、という意味ですか？　もちろん、可能です」

　可能なわけがない。

　秋穂も付き合いきれなくなったのだろう、さらに声を険しくした。

「なにもいらないから、元いた場所に帰して」

「私どもにも、それはできません。ですがここから出ていく方法は簡単ですよ。ちょうど次にご説明するところでした」

　カエルは作り物の瞳ひとみでじっとこちらをみつめて、言った。

「架見崎で死ねば、すべて元通りです」

　ふざけている。そうですかじゃあ死にます、とはなりようもない。

　長い沈黙のあとで、香屋は視線を端末からカエルへと移し、手を挙げた。

「質問」

　秋穂がこちらをみる。不満げな目つきのまま、呆れたように息を吐き出す。彼女の口が動いた。声は聞こえなかったが、彼女が言いたいことはわかる。

　──こんな話に、素直に乗るのは、馬ば鹿かだ。

　現状でもっとも常識的な行動は、無言で席を立ち、このマンションを去ることだ。窓の外にみえた景色がフェイクだと信じて。そんなことはわかっていた。でも香屋はこの馬鹿げた話に乗ることを決めていた。

　どうぞ、とカエルに促されて、尋ねる。

「能力の『その他オリジナル』というのは？」

「どんなものでも自由に設定可能です。ただしすでに他プレイヤーが獲得しているのと同じ、もしくは著しく類似していると私どもがみなす能力は獲得できません」

「必要ポイントが、ハテナになっています」

「能力の内容を踏まえて、私どもが協議してポイントを設定します。ただしスタンダードな能力よりも割高ですよ」

「どれくらい高いんですか？」

「たとえばスタンダードと同じ効果を『その他オリジナル』で獲得した場合、三割増しといったところです」

「あれ？　スタンダードな能力も、『その他オリジナル』で取れるんですか？」

「他プレイヤーが『その他オリジナル』で獲得していなければ」

「ただ無意味に高くなるだけ？」

「無意味ではありませんよ」

「では、スタンダードをあえて『その他オリジナル』で獲得するメリットは？」

「検索サーチの説明をお読みになればわかります」

　カエルはマリオネットのくせに、器用にため息をつく動作をした。壁にかかった時計を指して、言う。

「あなたとのお話は、ずいぶん長くなりそうですね。規定により制限時間を設けます。今から、一五分」

「ずるい。誰がそんなもの規定したんですか」

「私どもです。いいんですか？　七秒無駄にしましたよ」

　たしかに制限時間は必要だろう。この能力の獲得方法では、得られる情報が多すぎる。最善を追求すれば、何時間でも質問し続けることになる。

　香屋は顎に手を当てる。

「じゃあ、まずは──」


＊



　時計の歩みをみつめながら、香屋は質問を続けた。

　制限時間いっぱいを使い切り、ようやく能力を決定する。窓からみえる景色はオレンジから濃紺に変わっていた。

　呆あきれた様子でフクロウがつぶやく。

「後悔しても知りませんよ」

　フクロウの声を聞いたのは、それが初めてだった。大人びた女性の声だ。

　カエルが確認する。

「本当に、この能力でいいんですね？」

　香屋は頷く。カエルも頷いて締めくくる。

「それでは、説明はここまでです。架見崎での生活を、ぜひお楽しみください」

　いや、お終しまいと言われても困る。

「ほとんど能力の説明しか受けていませんよ。寝るところや食べ物はどうなるんです？」

　現代っ子が滅んだ世界で生きていけるわけがない。

　だがカエルは平然と言った。

「そのあたりのことも含めて、ゲームです。ご退出ください」

　ため息をついて、秋穂が席を立つ。彼女はもうこの部屋での会話に飽きている様子だった。仕方なく香屋も立ち上がり、足元に置いていた鞄を肩にかける。

　振り返って、気づいた。

　みたまんまを秋穂がつぶやく。

「ドアが、ない」

　入ってきたはずのドアが、すっきり跡もなく消えている。

　後ろからカエルが、つまらなそうに言った。

「ああ。ドアというか、そもそもこの建物、本当はもうありません」

　直後、足元がぐらつく。慌てる暇もなく床が落ちる。壁が落ちる。天井が落ちる。椅子も長机もみんな落ちる。それまでマンションの一室だったものが、みるみるうちに、クッキーを砕いたみたいに呆気なく瓦礫へと変わってゆく。周り全部に、夜になりたての空が広がって、その中を瓦礫と香屋と秋穂が落下する。

　香屋は顔を、天に向けていた。

　だから、みえた。

　どこから伸びているのだろう、糸につるされた三体のマリオネットだけが先ほどまでと同じ高度にとどまり、こちらを見下ろしている。

　──あ。

　いまさら、香屋は実感する。

　──ここは本当に、僕が知っている世界じゃないんだ。

　喉のどからは自然と叫び声が漏れていた。

　香屋はどうにかこの落下を生き延びる方法を探そうと、身体からだを捻ひねった。
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　観客を失なくしたマリオネットたちは、もうなにを演じる必要もなく、天から伸びる糸にだらりと身体を預けている。

　カエルの首は風でぐらつき、視線も揺れて定まらない。それでも笑顔のまま言った。

「今回のふたりは、特殊だね。ジョーカーを引いたかもしれない」

　それにネコが返す。

「あの能力ですか？」

　こちらも首が座っておらず、カエルとは関係のない方向をむいている。

「これまで、誰ひとりとして選ばなかった能力だ」

「そもそもあれを、能力と呼べるのか疑問です」

「うん。だから、特殊だ。彼はルールの中で能力を選んだんじゃない。目的をルールに落とし込んだ。能力そのものより、あれを選び取った思考が特殊だ」

「よくわかりません」

「普通、新人は架見崎に翻ほん弄ろうされる。魔界に迷い込むようなものだからね。でも、たまに反対になる。架見崎を食い荒らすモンスターが現れる」

「そんな風には、みえませんでした」

「ただ強いものには数で勝てる。ただ怖いものには理性で勝てる。本物のモンスターがいるのは、いつだって思考の中だよ。彼はそれを持っている。みててごらん──」

　強い風が吹き、マリオネットたちが揺れる。力なく垂れた手が身体に当たり、かたかたと硬い音をたてる。その音の中でカエルが言った。

「架見崎が、破は綻たんするかもしれないよ」

　それを最後に、マリオネットたちは沈黙した。

　やがてその身体を支える糸が切れ、だが瓦礫の街に墜落する前に、音もなく消えた。









　　　第二話　映画とコーラとポップコーン
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　死んだ？　いや。死んでたまるか。

　でも香か屋や歩あゆむが瞼まぶたを開いてみえた景色は、死を連想するものではあった。

　みたことのない夜空だ。星の輝きの一筋ごとがみえるようだった。地面が暗いと、こんなにも夜空が輝くのだろうか。月は空のずいぶん低い位置にある。まっ白な、大きな満月だった。その光が瓦が礫れきの街を照らしていた。

　月光でみる景色は寒々しい。だが気温は暑いくらいだ。

　香屋は身を起こす。僕は生きている、と胸の中で呟つぶやいた。あんなにむちゃくちゃなことがあっても、こんな場所でも。たしかに呼吸し、思考している。

「秋あき穂ほ」

　と彼女の名前を呼んだ。

　立ち上がって辺りを見回す。一〇メートルほどだろうか、離れた場所に彼女が倒れている。仰向けになり、行儀よく胸の上で両手を重ねている。

　駆け寄りながらまた「秋穂」と呼ぶと、彼女は不機嫌そうに応じる。

「うるさいです」

　よかった。無事みたいだ。

　香屋が手を貸す前に、秋穂は自力で身を起こす。

「怪け我がは？」

「大丈夫です。そっちは？」

「どこも痛くないな」

　不思議なことに、というなら不思議なことだらけだが、七階から落下しても怪我ひとつないようだ。通学用の鞄かばんも肩に引っ掛かったままで、とりあえず枕の心配はいらない。

　ふたり、並んで月の出ている方向を眺める。

　やはり目につくのは瓦礫だ。あるいは半壊した家屋。遠くには、自立しているビルもある。だが周りに比較対象がなければ、いまいちサイズ感がつかめない。

　少なくともここは、招待状で呼び出されたあのマンションではないようだ。だって近くに流れていたはずの川がない。渡ってきたはずの橋がない。どれだけ悲惨に建物が壊されたとしても、川の跡までなくなるとは考えづらい。

　隣でぽつりと秋穂が言った。

「死んだら帰れるらしいですよ？」

　彼女の言葉に苦笑する。

「死なないよ。死ぬのは怖い」

　痛いのも怖いし、苦しいのも怖い。人を裏切るのも裏切られるのも怖い。なら友達を作るのも、誰かと知り合うのも本当は怖い。でも死ぬのがいちばん怖い。

　香屋は努めて明るく言った。

「それにこの世界にはトーマがいる」

　秋穂が、ぴくんと眉まゆを持ち上げた。

「あのメールの写真ですか？」

　二年前、トーマから届いた写真には、香屋たちが受け取ったものと同じ招待状が写っていた。

「それだけじゃない。名前が被かぶった」

「名前？」

　香屋はポケットから、スマートフォンに似た形状の端末を取り出す。マリオネットたちから受け取ったものだ。サイドにある起動ボタンを押すとモニターに光が灯った。日時と時刻に加え、登録した名前──香屋歩が表示されている。

「ウォーターで登録しようとしたんだ。でも、もう使われているってエラーが出た」

　ＥＲＲＯＲ──【ウォーター】は他プレイヤーがすでに使用しています。別の名前をご入力ください。

「あの名前を選ぶのは、僕かあいつくらいだよ」

　秋穂はほんの一瞬、目を大きく見開き、だがすぐに細める。

「偶然ですよ、きっと」

「かもね」

　ただ「ウォーター」という名前が被っただけなら、秋穂の言う通りだ。偶然でもおかしくない。でもプレイヤーがたった一〇〇〇人程度なのと、招待状を持っていたトーマの写真を合わせて考えると、確率はずいぶん高まるように思う。別の理由を探すよりは、あいつがここにいるのだと考える方が自然に思える。

　だからカエルに乗ることにした。

　本当にウォーターがトーマであれば、誤解なく伝わるよう登録名を本名にした。

「なんにせよ死にたくはない。がんばって生きていこう」

　呆あきれた様子で、秋穂はため息をつく。

　でも彼女だって、カエルの言葉を鵜う呑のみにして、あっさり自殺するつもりなんかないはずだ。どんな場所でだって生き抜く。それはウォーター派、ビスケット派を問わず、あのアニメのファンであれば第一に掲げる信条だ。人は生きている意味を知るまで死んではならない。生きている意味を知ってしまえば、きっともっと死ねなくなる。

「じゃあまずはベッドと食事ですか」

「そうだね。そのためにも、人に会いたい」

　寝床はまだ倒壊していない建物を調べれば、どうにかなりそうだ。問題は食料だが、これほど荒廃した街でも一〇〇〇人のプレイヤーが生活しているのであれば、どこかにはあるはずだ。それに架か見み崎さきのことを詳しく聞きたい。

　秋穂に目を向けると、彼女は手元で端末をいじっていた。闇やみの中でその光が、ぼんやりと幼い顔立ちを浮かび上がらせる。

「チーム、ですね」

　端末のトップページには、六つのアイコンが並んでいる。スキル、メモ、カメラ、データフォルダ、システム、それからチーム。アイコンにタッチしても「あなたはまだどのチームにも所属していません」「新たなチームを作成しますか？」と表示されるばかりだが、少なくとも架見崎のゲームにはチームの概念がある。

　たった一五分間の質問タイムでも、チームのことは無視できなかった。チームには人数制限がなく、何人でも登録できる。加えてポイントは比較的簡単に譲渡することが可能だということもわかっている。相手を倒してもポイントを奪い取れるが、この場合、得られるのは相手が持っていたポイントの半分になるらしい。

　このルールであれば、ポイントを獲得したくても殺すより脅して譲渡させた方が効率的だし、よほど特殊な状況でない限り人手は多い方がいい。だからいきなり殺される、というのは考えづらい。新人が他のプレイヤーに会うことの危険は少ないはずだ。

　秋穂が首を傾かしげてこちらをみる。

「とりあえず、どこかのチームに入れてもらいましょうか」

「うん。あっちに行ってみよう」

　香屋はそのあたりにいくらでもある、瓦礫の山の向こうを指さす。

　暗い街では、かすかな光もよく目立つ。月明かりよりずっと弱々しいけれど、地面に人工的な光源があるのには気づいていた。

　チーム選びが重要なのは間違いないが、今は情報がなさすぎる。質問タイムでも、秋穂は各チームの情報を知りたがっていたが、カエルの答えは「検索サーチ技能を獲得してください」の一点張りだった。

　わからないなら、近場から当たった方がいい。へんに移動距離を伸ばすと問題の種になる。たとえば「別のチームにとられるくらいなら」なんて考えで、背後から撃たれるかもしれない。

「私は冷たいミルクが飲みたいです」

　と秋穂が言って、ふたりが足を踏み出した。その直後だった。

「動くな」

　背後から声が聞こえた。硬質な女性の声だ。

　──見張られていた？

　でもこれまで、気配のようなものは感じなかった。この静かな夜に、物音ひとつたてずにいられるものだろうか。

　香屋と秋穂は同時に足を止めた。

　それを確認したのだろう、背後の声が少しだけ柔らかくなった。

「安心しろ。いきなり殺しはしない」

　息を吸って、吐く。

　隣で秋穂が言った。

「手を上げましょうか？」

「そのままでいい」

「じゃあ、振り向いてもいいですか？」

「かまわないよ」

　香屋と秋穂は鏡に映したように、それぞれ反対周りに一八〇度向きを変える。

　そこに、長身の女性が立っていた。長い髪を無造作に垂らした女性だ。彼女は端末をこちらに突き出している。右手で画面を上からつかんだ、リモコンを操作するときのような手つきだった。

「お前ら、巻き込まれたてだな？」

　とその女性は言った。
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　彼女は藤ふじ永ながと名乗った。

　香屋と秋穂もそれぞれ登録した名前を申告する。香屋は本名そのまま、秋穂は「あっきー♪」で登録していた。「この音符はにこやかに上機嫌で名前を呼んでください、という意味です」と彼女は補足する。

　ついてこいと言われて、香屋と秋穂は藤永の後ろに続く。

　彼女は歩くと硬い音の鳴る編み上げブーツを履いていた。服装はシルエットの細い、シンプルな黒のスーツだ。それが似合う、細身で背の高い女性だった。年齢は二〇歳の前後だろう。

　目的地はそう遠くないようだった。香屋たちが倒れていた場所の二本隣の通り、なのだろう、おそらく。瓦礫ばかりではどこが道だかも判別がつきにくいが、ともかく角らしき場所を二度左に曲がると、比較的まともに建物が自立している通りに出た。

　普通車がなんとか一台、進入できる程度の道幅だ。倒れた看板やどうにか壁にしがみついている張り紙から、商店街の脇わき道みちだったのではないか、と香屋は推察した。

　建物の大半は壁の一部が崩れ、窓ガラスが割れていて、人が暮らしている様子もない。だが奥の一軒から温かなオレンジ色の光が漏れている。民家ではなさそうだ。近づいてそれが、ずいぶん古い映画館のようだとわかった。

　入口がガラス戸になっていて、映画のポスターが張られている。その中に一枚、明らかに手書きのＡ４用紙が混じっている。──「キネマ俱く楽ら部ぶ本拠地」。

　本拠地。日常的には使わない言葉だ。ゲーム的ではある。

「ただいま」

　と、藤永がガラス戸を押し開けて中に入った。

　先はロビーで、ふたりの男がいた。彼らはコーラ瓶を片手に、木製の椅い子すに座り、円形のローテーブルを挟んで向かい合っている。テーブルにはスタンドライトがあり、トランプと紙製のカップに入ったポップコーンを照らしている。

　ふたりの男が、順に口を開く。

「おかえりなさい」

「そいつらが新人っすか？」

　ひとりは体格がよく黒い短髪。二〇代の前半のようだ。もうひとりは細身で、顔にかかる髪をベージュに脱色している。こちらの方が少し若く、歳は香屋たちと二、三しか変わらないようにみえる。

「映画館で暮らしているんですか？」

　と尋ねたのは秋穂だった。だが藤永は、ベージュ髪に言った。

「なにも知らんらしい。リャマ、教えてやれ」

　リャマというのが、ベージュ髪の登録名なのだろう。

「あのカエル、雑だからなぁ」

　その男──リャマは「チップに触れるなよ」と黒髪に言い残して席を立つ。片手でポップコーンの紙コップをつかみ、もう片方の手で香屋たちを手招きする。

「ついてきな」

　香屋が藤永をうかがうと、目線で促された。仕方なく、すでに歩き出しているリャマの後を小走りに追いかける。新人は、歩くよりも走っていた方がいい。きっとそういうものだろう。




　暗い階段を上ると、窓から射しこむ月の白い光が二階の通路を照らしていた。歩くのに不安があるほどではないが、明るくもない。

「電気、ないんですか？」

　と秋穂が尋ねた。

　前方を向いたままリャマが答える。

「いや生きてる。ないのは電球の方だ」

　二階の通路を進み、リャマはドアのひとつを開けた。古い木製のドアで、塗られたペンキが剝はげかけている。

　ドアの向こうには蛍光灯があるようで、彼が壁のスイッチを下ろすと明かりがつく。

　狭い部屋だ。いや、それなりに広いけれど、物が多くて狭くみえるのだろうか。壁かべ際ぎわにふたつの窓が並んでおり、その前に巨大な機械が一台ずつ置かれている。映写機という奴やつだろう。ずいぶん古風で、重たげだ。それは娯楽のための装置というより、蒸気機関の一部みたいにみえた。

　リャマは片脇のテーブルにある、ノートＰＣの前に立つ。そのノートＰＣから伸びたコードが、映写機の一台に繫つながっている。

「こいつは特別製。昔、ここにいた爺じいさんが、ポイントで無理やりＨＤＭＩ接続できるようにした。一から説明してやる。覗のぞいてみろ」

　香屋と秋穂は、映写機の脇から客席を覗く。たんとキーを叩たたく音が聞こえ、奥のスクリーンに映写機の光が当たった。映し出されたのは簡略化された地図だ。
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「これが架見崎な」

　地図の上をマウスポインタが移動して、一部が拡大される。

「で、キネマ俱楽部は、ここ」

　国境──というか、チームの境目なのだろう、地図には線が書き込まれていた。キネマ俱楽部の領土は、架見崎の西端にあるようだ。そこにチーム名とともに、髭ひげの生えた映写機がシルクハットをかぶっている、コミカルなキャラクターが表示される。

　キネマ俱楽部に隣接しているチームはふたつだ。南東にミケ帝国、北にトリコロール。トリコロールはキネマ俱楽部の倍ほどで、ミケ帝国はずいぶん複雑な形をしていてよくわからないが、圧倒的に大きい。

「オレたちは複数のチームに分かれて陣取り合戦をしている。カエルからなにか能力もらっただろ？　あれは自分たちのチームの領土と、交戦中の相手の領土でしか使えない。たとえばうちから隣のチームに向かって射撃シュートをぶっ放しても、チームの境の空中で消える」

　香屋はスクリーンから目を離してリャマに向き直る。

「戦っているのは、賞品のためですか？」

　欲しいものをなんでもひとつ。馬ば鹿かみたいな賞品だ。

　リャマは鼻で笑った。

「強いチームはそうかもな。でも、オレたちは領土が欲しいからだよ」

　彼はポップコーンを口に放り込み、それから人差し指をたてる。

「いちばん基本的なルール。架見崎はずっと『八月』をループしている」

「ループ」

「八月三一日が終われば、また八月一日がやってくる。今日は三〇日だから明日が終わればループする」

「ループってつまり、時間が遡そ行こうするってことですか？」

「そうだよ。受け入れろ、ほかに言いようがない」

　八月を繰り返している。

　少なくとも「今日」が八月なのだということは、なんとなくわかっていた。一〇月の末にしては、今夜は少し暑すぎる。それに端末の表示も八月三〇日となっている。

　リャマは呆れたように苦笑して、続けた。

「そしてこのループこそ、オレたちが生きていられる理由だ。架見崎にはまともに食い物もない。でもちょっとだけ残されている。廃はい墟きょになったコンビニやスーパーなんかに。そしてループすると、その食料も元に戻る」

　たん、とリャマがキーを叩く。スクリーンに、彼の説明をまとめた図が表示される。リサイクルマークみたいな、みっつの矢印が円を作っている図だ。その矢印の間に、「物資がある」「消費する」「ループ／三一日」と書かれている。

　なるほどこれはゲームだ。コンビニを領土にできれば、月に一度、コンビニ弁当が手に入る。領土を広げれば広げるほどチームの物資が豊かになる。わかりやすくて、争いやすい。

　リャマはまたポップコーンをつかんで口に運ぶ。その手つきは有能な工場の作業員みたいに慣れきっている。

「うちでまともに手に入るのは、こいつとコーラくらいなもんだ。そのへんの民家には当たりもあって、キッチンにカップ麵めんが残っていたりもする。でも、月の後半はポップコーンばかり食ってるよ。たまには新鮮なサラダも食いたくなる。ならコンビニでも奪ってくるしかない。だから領土を広げたい」

　食っていいぞ、と彼は半分ほどに減ったポップコーンのカップをこちらに向けた。香屋と秋穂はいただきますと答えてひとつかみ取り、一緒に口に運ぶ。

　素っ気ない口調でリャマが続ける。

「お前ら、うちに入れ。キネマ俱楽部は弱小だが善良だ。ほかのチームなら、説明の前に脅迫だ」

　彼の話は事実だろう。チームの領土内なら一方的に能力を使える架見崎のルールにおいて、リャマや藤永の行動は甘い印象だ。

　──でも、キネマ俱楽部というのはいい。

　本拠地が映画館なのがいい。

　とはいえ即答する気にもなれなくて、ひとまず尋ねた。

「どうしたらチームに入れるんですか？」

「お前らの端末でチームのページを開いて、リーダーの端末とぶつけあうだけだよ」

「リーダー」

「名前の通り、チームの代表だ。リーダーになると、端末の機能が追加される。新人をチームに入れるのもそのひとつだし、他チームへの宣戦布告や、交戦中なら敗北宣言なんかもできる」

「相手が負けを認めるまで戦うんですか？」

「戦闘の終了には、いくつかバリエーションがあるよ。でもいちばんメジャーなのは向こうのリーダーを倒すことだ」

　敗北宣言を除けば、「倒す」という言葉の意味はふたつしか想像できなかった。

「端末を壊すんですか？」

「いや。壊れない」

　リャマは自身の端末を取り出して、言った。

「試したわけでもないけどな。こいつはどうやっても壊れないらしい」

　壊れない物体なんてものも非現実の塊だが、今、気にすべき点はそこじゃない。

　倒すという言葉の意味は、もうひとつのようだ。

「敵リーダーを殺すのが、勝利条件ですか？」

　リャマは寂しげな視線を、放り投げるようにこちらに向けた。

「そうだよ。うちだって、必要なら殺す。だから、ここが嫌なら自分で死ね。元の世界に戻れるらしい。それができないならうちで働け」

　酸素が薄くなったように感じて、胸が苦しい。

　きっと架見崎は死が軽い。そうなるようにルールが設定されている。カエルの言葉が頭の中で反響した。「架見崎で死ねば、すべて元通りです」。呪のろいのような言葉だ。

　誰だってろくに食料もないような場所で生きるのはつらいだろう。元いた日常に戻りたいだろう。なら自分自身で死ねなくても、人を殺すハードルは確実に下がる。命を奪った相手に向かって、「羨うらやましいよ」なんて気味の悪い言い訳さえできそうだ。

　──殺してでも生きろ。

　とウォーターが言ったことが、一度だけある。二一話、タイトルは「優しいライラックの景色」。そのシーンで彼は苦しげに、これまで殺したすべての敵役の名前を羅列する。

　香屋は深呼吸をした。

「キネマ俱楽部のリーダーは、どんな人ですか？」

「今は藤永さんだよ」

　と、そこでタイミングよく映写室のドアが開いた。藤永だ。

「リーダーがお前らに会いたいそうだ。ついてこい」

　と彼女は言った。
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　藤永に先導されて、秋穂と並んで廊下を進む。月明りが壁に張られた大判のポスターを照らしていた。どれも古い映画のものだ。およそ半数ほどは香屋も聞いたことのあるタイトルだった。

　前を歩く藤永に視線を移す。

「リーダーは、貴女あなただと聞きました」

　藤永は振りむかずに答える。

「私は代理だ」

「代理？」

「一昨日おとといまで、うちはトリコロールと交戦していた」

　トリコロール。キネマ俱楽部の北側にあるチームだ。

　藤永は続ける。

「戦闘開始から七二時間が経過すると、強制的に引き分けになるルールがある。そしてどんな形であれ戦闘が終了すれば、それから二四時間は宣戦布告を受けない」

「へぇ。インターバルがあるんですか」

　現実の戦争に比べると、ずいぶん優しい。やはりゲームである以上、スポーツに近いルールが整備されているのだろうか。

「今回はそのルールに助けられたが、うちのリーダーが負傷した。だから一時的に私が引き継いでいる」

　とても不本意だ、と彼女は言葉そのままの口調で漏らす。

　香屋は質問を続ける。

「でも押されていたのなら、二四時間後にまた宣戦布告されそうなものですが」

「向こうはそのつもりだったのかもな。だが、今度はトリコロールが別のチームの標的になった。でかいチームだ。うちには構っていられない」

　藤永が話し終えるころに、「館長室」とプレートが出た部屋につく。彼女は丁寧に三回、ドアをノックした。

「藤永です」

　どうぞ、と室内から声が答える。

　藤永がドアを開く。まずベッドが目に入った。そこにひとりの男が横たわっていた。二〇代の半ばほどにみえた。

　彼はこちらに向かって、柔らかくほほ笑む。

「いらっしゃい、新人くん。前リーダーのキドだ」

　だが香屋には、その声を上う手まく聞き取ることができなかった。五感のうちの、視覚が脳を支配して、他が上手く働かなかった。

　キドには、右腕と右足がない。右腕は肘ひじのあたりで切断され、断面を覆おおうように包帯が巻かれている。下半身にはブランケットがかかっているが、やはり右足の部分が、不自然にへこんでいる。

　こちらの視線に気づいたのだろう、キドは笑みをひと回り大きくして、言った。

「ベッドの上からすまないね。片手と片足を落としてきた」

　その姿に恐怖を感じるのは、彼に対して失礼だろうか。でも本能的な感情で、やはり手足を失った姿は怖おそろしい。

　キドは困った風に笑う。

「そんな顔をするなよ。明日が終われば元通りだ」

　ベッドの脇には丸い机があり、机の上にコカ・コーラの瓶と、映画のパンフレット、それに手作りめいた卓上カレンダーが置かれている。カレンダーは二九日までマジックでバツが書き込まれている。

　明日。ループ。ループは人体の欠損まで回復するのか。

　藤永がキドの横に立つ。そうすると彼女は、まるで秘書みたいにみえる。そのためにスーツを着ているのではないか、という気がした。キドは彼女に軽くほほ笑んでから、視線をまたこちらに向ける。

「で、どうだい？　うちに入ってくれるのかな？」

　彼とは対照的な、強い語調で藤永が続ける。

「入れ。入らなければ殺す」

　香屋は藤永とキドを交互に観察して、頷うなずく。答えは決まっていた。

「そのつもりです」

　よかった、とキドが息を吐き出す。よほど演技が上手いのでなければ、彼は善人なのだろう。そしてここは、善人でさえ人を殺す世界なのだろう。

　香屋は続ける。

「でも、その前にお願いがあります。能力をみせてください」

　必要な手順だ。香屋たちはまだ、能力が実在することを確認していない。自分たちで使ってみるわけにもいかなかった。領土を持っていなければ能力は使えないらしいし、そもそも香屋の能力は「とりあえず試しに」という風に使えるものではない。

「気安く言うな。能力には使用回数に制限が──」

　険しい表情の藤永を、キドは左手で押し留める。

「いいよ」

　藤永は不機嫌そうにキドを睨にらむ。

「リーダー」

「今のリーダーは君だよ。でも射撃シュート一発で新人がふたりも手に入るなら安いものだ。それにループ明けまでは、戦闘も起こらない。弾数が減っても問題ない」

「それはそうですが──」

　ふたりのやり取りに違和感を覚え、香屋は首を傾げた。

「どうして、戦闘がないんですか？」

　この質問にも、まず答えたのは藤永だ。

「宣戦布告と交戦について、リャマからどれだけ聞いた？」

「ほとんどなにも。架見崎の地図をみせてもらったのと、あとはチームとループの説明くらいです」

「なら、今覚えろ」

　優秀な塾の講師のように、藤永がよどみなく説明する。こんな内容だ。

　各チームは、他のチームに宣戦布告を行える。複数のチームを相手に、同時に宣戦布告することも可能だ。

　宣戦布告を受けたチームは、それを断ることができない。だが戦闘開始まで二時間の猶ゆう予よがある。二時間後、交戦状態になるまでであれば、まだ他チームに宣戦布告をすることができる。宣戦布告を受けたチームが他チームを巻き込むことも、他チームの方からその戦闘に乱入することもできる。三みつ巴どもえ、四つ巴の戦いになることも珍しくはない。極端な話、架見崎中のすべてのチームがひとつの戦闘に参加してもいい。だがあとから戦闘に参加するチームが増えても、交戦開始までの猶予時間は伸びない。よって最初の宣戦布告は「タイマーが回り始める」と表現される。

　ルール説明を聞くあいだ、香屋は思考に集中していた。

　代わりに秋穂が尋ねる。

「たとえばチームＡがチームＢに、チームＣがチームＤに、それぞれ宣戦布告したとします。この場合、一対一の戦闘がふたつ発生する扱いですか？」

　藤永が頷く。

「ああ。交戦開始までのタイマーも、別々にカウントされる」

「じゃあタイマーが回り切るまでに、さらにチームＡがチームＣに宣戦布告したら？　あるいはチームＥが、ＡとＣに同時に宣戦布告したら？」

「個別に始まるはずだった戦闘が、ひとつに統合される。タイマーも残り時間がより短い方になる」

　オーケイです、と秋穂が頷くと、藤永が説明を続けた。
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　タイマーがゼロになると、自動的に、同じ戦闘に参加しているすべてのチームが交戦状態になる。交戦状態であれば、参加しているチームの領土すべてで能力を使える。そして交戦状態になったチームは、もう宣戦布告をすることも、受けることもできない。

　藤永は強い口調で言った。

「再び宣戦布告のやりとりができるようになるのは、戦闘終了から二四時間が経過したときだ。だがうちに隣接している二チームは今、それぞれ別のチームと交戦している」

　香屋はリャマにみせてもらった地図を思い出す。

　キネマ俱楽部は架見崎の西端に位置し、二チームと隣接している。北側がトリコロールで、南と東がミケ帝国だ。

　キドが補足した。

「ミケ帝国って可か愛わいらしい名前のチームは、もうひとつ隣のブルドッグスとずっと交戦中。インターバルを挟みながら、もう三ループくらい続いている。トリコロールの方は、面積じゃ最大手の平穏な国に目をつけられて、昨夜そこの第八部隊と戦闘になった」

　みんな名前がださい。というかミケ帝国とブルドッグスってなんだ、そのいかにもなライバル感。実は仲が良いんじゃないだろうか。

　そんなことを考えているあいだに、秋穂が尋ねた。

「第八部隊というのは？」

　ルール説明を聞いていれば、意味はわかる。秋穂にもわかっているだろう。質問というより確認だが、藤永が律りち儀ぎに答えてくれる。

「大きなチームはいくつかに分断するのが定石だ。他チームとの戦闘に敗北しても奪われる領土が少なくてすむし、危なくなれば逃げ込む先を確保できる。加えて、不要な戦いを回避しやすくなる。仲間のチームと『交戦中』にしておけば、他チームからの宣戦布告を受けなくて済む」

　気味の悪いルールだ、と香屋は思う。

　このルールを作った人物は、とにかく殺し合いをさせたいようだ。

　参加者に能力を与えるだけでは、どれほど戦闘が発生するかわからない。互いを警戒し合い、長々と様子見が続く、ということもあり得る。だから宣戦布告に踏み切るのが容易なように、ルールを整備している。

　藤永が言った通り、チームを複数にわけて仲間同士で交戦状態になるのは優れた防御法に思える。だがルールの制作者はそれにも対応している。七二時間で強制的に引き分けになる、というのを聞いたときはずいぶん優しい印象だったが、形だけの「交戦中」を解除する意味も持つなら納得できる。

　隣で考え込んでいた秋穂が口を開く。

「もしかして、架見崎の外周にあるチームは無敵なのでは？」

　ん？　と藤永が首を傾げた。

　彼女に向かって、秋穂は続ける。

「だって能力を使えるのは、自分たちの領土か、交戦中の相手の領土だけなんですよね。でも架見崎の外は誰の領土でもないはずです。そこまで逃げてしまえば、もう能力なんて関係ありません。生身の鬼ごっこです」

　それは香屋も考えていたことだった。というか、きっとそういう「安全地帯」みたいなものは、なんらかのルールでふさがれているのだろうと思っていた。

　藤永は首を振る。

「私たちは、架見崎から出られない」

「どうしてですか？」

「範囲外に出た場合は、架見崎の中心地付近に移動するらしい。多くの場合は敵地に放り出されるわけだ。試してみたことはないがな」

　それはたしかに、簡単に試せることではない。範囲外に出る、というのは、よほど計画を練らなければ選択にも上らなそうだ。

　雰囲気を和らげる意図だろう、キドが気楽な声を出す。

「ともかく次のループまで、うちが逃げ延びられることは決まったようなものだよ。今の説明で、理由がわかるかな？」

　秋穂が頷く。

「もちろん──」

　その声を遮って、香屋は言った。

「わかりません」

　三人が一斉に、香屋をみる。表情はばらばらだ。秋穂は苦笑を浮かべて、キドは驚いた様子で、藤永は苛いら立だたしげに。苛立たしげな顔が口を開く。

「少しは考えろ。今日は三〇日で、すでに午後八時を回っている。たった二八時間でループだ。トリコロールかミケ帝国、どちらかの戦闘が今すぐ終わったとしても二四時間は動けない。四時間くらいどうとでもなる」

「その考え方だと、どうにかしなければいけないのは二時間では？」

　だって宣戦布告から交戦開始までにも二時間かかる。

　ただのルールの確認だったが、藤永は険しい目で香屋を睨んだ。

「よくわかってるじゃないか。正しくは、二時間だ。その二時間が怖いなら、奴らのインターバルが終わる前に、どこか遠方のチームに宣戦布告すればいい」

　それもおそらく、防御法の定石なのだろう。間に他チームがあれば、能力を使えない状況で進軍しなければならない。よほどのことがない限り戦闘は発生しないはずで、なら「交戦中は宣戦布告を受けない」という効果だけを得られる。

　──でも現状、キネマ俱楽部は安全ではない。

　そのはずだけど、口にはしなかった。話には順序がある。

「なるほど。わかりました」

　と微笑ほほえむ。上手く笑えたのかはわからないけれど、ともかくそうしたつもりになる。

　まだ不機嫌そうな藤永の隣で、キドは柔らかく笑った。

「さて、能力をみせる約束だったね」

「はい。お願いします」

　キドは藤永に目線で合図をする。藤永は無言でベッドの脇にある窓を開けた。キドが窓の向こうをみつめ、目を細める。

「オレのメインは射撃士シューターだ。多少、強化ブーストも持っているけど、それも上手く射撃シュートを当てるためのものだね」

　キドはテーブルの上の端末を操作し、それを左手で持つ。画面の下部を掌てのひらにあてて摑つかむような形だ。彼はその手を窓の外に向けた。天体の輪のような輝きが、左手の周囲に浮かんでいる。

「いくよ」

　リモコンを操作するように、キドの人差し指が端末の画面を叩く。

　瞬間、彼の手の先から──正確には端末からだろうか、一筋の光が放たれた。ほとんど同時に、どん、と鈍い音が鳴る。みれば窓の向かい、二〇メートルほど離れた位置にあるコンクリートの建物の壁に穴が空いていた。大きなハンマーで思い切り叩きつけたような穴だった。

　香屋と秋穂は、同時に歓声を上げる。すごい。本当にビームが出た。考えてみれば今日起こったことの中では、まだしも現代科学で可能そうな現象だけど、ロマンではある。

　けれどキドの表情は優れない。

「やっぱ、左手じゃダメだね。あのサルを狙ねらったんだよ」

　撃ち抜かれたコンクリートの壁には、すぐ上に看板が出ていた。トウジドラッグというドラッグストアの看板で、温泉に入ったサルのイラストがついている。サルは着弾音を気にも留めず、頭にタオルを載せてほほ笑んでいる。

　興味深げに、秋穂が尋ねる。

「どんな仕組みなんですか？」

「それは知らない。オレは能力の起動画面を開いて、ボタンをタップしてるだけだよ。なにが起こってるんだろうね」

　銃でいえば火薬も撃鉄の役割も知らず、セーフティを外して引き金を絞れば撃てる、ということだけを理解している状態か。色々と不安は募るが、あのカエルに訊きいてもまともな答えが返ってくるとも思えない。

　キドは寂しげな顔つきで窓の外をみつめていた。サルを外したことがずいぶんなショックだったようだ。右手を失い、ベッドに座った状況でも、的を射抜ける自信があったのだろうか。

　香屋は意図して明るい声を出す。

「ありがとうございます。約束どおり、チームに入れてください」

　ん、と藤永がつぶやいて、自身の端末を操作する。

「お前らもチームの画面を開け。私の端末とぶつけ合えば、メッセージが出る」

　まず秋穂の方が準備を終えた。彼女は「いえい」と言いながら、乾杯の要領で端末をぶつける。あまり親しくない相手には、とりあえず無邪気に振舞うのが秋穂のやり方だ。今回は香屋もそれに倣ならって、端末をぶつけるときには「いえい」と口にした。

　端末がぴろりんと音を出す。画面にはウィンドウでメッセージが表示されていた。

　──チーム【キネマ俱楽部】に所属します。ＯＫ？

　香屋はＹＥＳのボタンに触れる。するとウィンドウが消える。チームの画面が変化していた。「所属チーム／キネマ俱楽部」という文字の下に、「メンバー」や「領土」といった項目が並んでいる。

　とりあえず「メンバー」に触れてみる。藤永、キド、リャマ、加か古こ川がわ──香屋と秋穂をふくめて、このチームには九人が所属しているようだ。小さなチームなのだろう。

　さらに端末をいじっていると、呆れた様子で藤永が言った。

「どちらも『その他能力オリジナル』か、生意気だな。どんな能力だ？」

　へえ、と香屋はつぶやく。

　その他能力オリジナルは秘ひ匿とく性せいが高いのだろうということは、想像がついていた。能力の獲得時、検索サーチ技能の中にその他能力オリジナルの解析、という項目があったから。だが同じチームの、しかもリーダーにまで詳細を隠せるのは嬉うれしい誤算だ。

　喜びを素直に笑みにして、香屋は答える。

「秘密です」

「どうして隠す？」

「それも秘密です」

　藤永が声を荒げた。

「ふざけるな。それでチームと言えるか」

　気持ちはわかる。香屋が彼女の立場でも、同じようなことを言うだろう。とはいえ、せっかくのカードだ。無駄には切りたくない。

　強引だ、と自覚しながら、香屋は話題を切り替えた。

「かわりに、別のことで貢献します」

「そんなもの求めていない。さっさと能力を──」

　全身で苛立ちを表している藤永の隣で、キドが苦笑を浮かべた。

「たとえば、どんな貢献をしてくれるの？」

「ループ前に、キネマ俱楽部は宣戦布告を受けます。すぐに準備をしましょう」

　確信はないが、断言する。

　ほとんど条件反射みたいな速度で、藤永が言った。

「話を聞いていなかったのか？　トリコロールもミケ帝国も、ループまでに私たちに宣戦布告はできない」

「いえ。おそらく──」

　キネマ俱楽部が戦うのは、と言いかけて、主語を変える。

「僕たちが戦うのは、平穏な国です」

　こんなの、拾ったチップを賭かけるようなものだ。

　言うだけ得だ。外れても「よかったね」で済ませられる、失うもののない賭けだ。一方で運よく当たった場合、我わが儘ままを通しやすくなる。本物のギャンブルはその先にある。

　香屋は、「命懸け」という言葉が嫌いだ。心底嫌いだ。でもこれから先は、命を天てん秤びんに乗せる覚悟まで必要なのかもしれない。

　ウォーターも言っていた。生き抜くことにだけは、命懸けでいい。
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　硬く握った香屋の拳が震えているのに、秋穂栞しおりは気づいていた。

　──ま、そりゃそうでしょうね。

　秋穂は内心でため息をつく。

　いかにも香屋向きの状況だ。彼が大嫌いで、そして、いちばん得意な状況だ。

　天才。という言葉が、なにを指すのか秋穂にはわからない。そんな適当な言葉、状況に合わせてそれっぽく使えばいい。

　香屋、秋穂、そしてトーマの三人は、それぞれ異なる才能を持っていたのだと思う。

　秋穂栞は、事務的な作業においては有能だと自認している。端的には学業が得意だ。暗記も強いし、学校で習う数学程度の、習ったことを活用すればひとつの答えを導き出せる問題であれば間違える気がしない。他のふたりよりも速く、ミスも少ない。でも答えのない問題を考えるのは苦手だし、自分からなにかを築き上げもしない。私は誰かに使われるのが得意なのだ、というのが秋穂の自己評価だった。

　対してトーマは、支配者だった。まず外見が卑ひ怯きょうだった。ただ顔立ちが整っているだけではない。表情のひとつ、声色のひとつに説得力があった。

　その落ち着いた声で、雄弁な表情で、精巧な立ち振る舞いでトーマが語る言葉には内容以上の説得力があった。もし秋穂がトーマと討論するとして、それがテキストチャットであれば勝率は五割といったところだろう。もちろん各々に得意分野はあるが、平均すれば拮きっ抗こうしていたはずだ。一方、生身での討論なら勝ち目はない。トーマは思うがままに振る舞うだけで周囲の人々を味方にする。

　でも、強引に天才という言葉を定義するなら。

　そのイメージにもっとも近いのは、香屋歩なのだと思う。

　彼は弱い。背は低く、身体は細く、顔つきは幼い。声も高く子供っぽく、力強さのようなものはどこにもない。精神面でも決して強いとは言えないだろう。極度の怖がりで、平均台さえ渡るのを嫌がる。些細なことで震えあがるし、涙目も飽きるほどみてきた。

　それでも想定外の事態で採用されるのは、決まって彼の意見だ。問題が大きければ大きいほど、困難であればあるほど、彼の言葉が説得力を持って聞こえる。

　香屋歩は目的を達成する能力に優れている。

　とくに不利な状況で、裏道のようなルートをみつけ出すのが得意だ。

　──香屋には常識がないのだ。

　というのが、秋穂の評価だ。つまり、思い込みで方法を絞り込まない。すべてをフラットな目でみて最適手を探し出す。

　そして、彼がいちばん力を発揮するのは、心が底から恐怖で揺さぶられているときだ。いつもなにかに怯おびえている彼は、堂々と怯えられる環境に、むしろ安心するようにもみえる。だからこういう、命懸けの戦いなんてものは、きっと彼の独どく壇だん場じょうだ。

　ほら、今だって。

　香屋歩は怯え切った、ひどい顔で笑っている。
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　藤永の叫び声が、耳に刺さった。

「どうして隣接してもいないチームが、うちを攻めるんだ」

　香屋は首を振る。

　事実は知らない。でも、臆おく病びょう者ものの視点で勢力図をみれば、すでに平穏な国はキネマ俱楽部の隣にあるようなものだ。

「おそらくもうすぐ、トリコロールが平穏な国に取り込まれます。そうなれば、マップ上で隣接していない平穏な国の別部隊もうちまで進軍できます」

　チームの分断は藤永の説明に加え、もうひとつメリットがあるはずだ。

　交戦後の二四時間のインターバルを無視して──なんなら交戦中でも構わず、仲間チームが他チームに宣戦布告できることだ。

　まずトリコロールが平穏な国の第八部隊に取り込まれる。これでキネマ俱楽部の北側が第八部隊と隣接する。第八部隊は「戦闘終了後、二四時間は宣戦布告できない」ルールによって、すぐには動けない。だが他──たとえば第七や第九部隊であれば、第八部隊の領土を通って安全にキネマ俱楽部まで進軍できる。

「あり得ない」

　と藤永が言った。

「理屈では、あり得るね」

　とキドが言った。

　藤永に睨まれて、キドは微笑を浮かべる。

「でも、トリコロールはまだ負けていない。両チームの戦力はうちの検索士サーチャーがチェックしてるよ。そう簡単に決着がつく戦いじゃない」

　香屋はキドの言葉を聞き流した。

　意図してそうしたわけではない。自分の意見を口にすることに緊張していて、上手く会話にならなかった。一方的に告げる。

「おかしなことが多すぎるんです。まず、トリコロールがうちに宣戦布告したタイミングがおかしい。次に第八部隊だけで戦いを挑んだ平穏な国がおかしい。もちろんまだトリコロールがギブアップしていないのもおかしい」

「なにを言っているんだ？」

　藤永の声が聞こえた、ような気がした。

　独り言のように香屋は続ける。

「トリコロールがキネマ俱楽部に宣戦布告できるはずないんだ。百歩譲って、二八日ならまだ理解できる。でも二五日から戦って、一昨日引き分けたというのがあり得ない。恐怖心が働いていない」

　秋穂が大きなため息をついた。

　その音だけは、妙にはっきりと聞き取れた。

「香屋が言いたいのは、こういうことです」

　彼女は普段よりもずっと冷たい口調で、冗長に説明する。おそらく香屋を落ち着かせるためだろう。

「トリコロールは常に、すぐ隣にある巨大なチーム、平穏な国を意識した立ち振る舞いをしていなければおかしい。うちに戦いを挑んで、勝っても負けても疲弊した状態で平穏な国から宣戦布告を受けるのは最悪です。なら動くとしても、うちとの戦闘の終了後、すぐにループに逃げ込めるタイミングになるはずです。最大限戦闘を引き延ばして三日、その後のインターバルが一日。二八日以降ならまだしも、二五日の時点でうちに宣戦布告したのは不自然です」

　話していたのは秋穂なのに、藤永は香屋を睨む。

「だが、実際に攻めてきた。事実は事実だ」

　今度は、きちんと聞き取れた。秋穂のおかげだろう。

　しっかりと藤永に向かって答える。

「はい。だから、トリコロールには平穏な国を怖れなくていい理由があったんです」

「不可侵条約か？」

　顔をしかめた藤永の隣で、キドが顎あごに手を当てた。

「でもうちとトリコロールが戦っているあいだ、平穏な国は静かなものだったよ」

　戦わない約束は、双方に「戦いたくない理由」がなければ成立しない。他に敵がいるわけでも、チーム内で問題が起きているわけでもない状況で、停戦の協定を結んでもメリットはない。もしトリコロールと平穏な国が互いへの不可侵を約束していたなら、そのあいだに平穏な国にもなんらかの動きがあるのが自然だ。

　それに実際、トリコロールはキネマ俱楽部との戦闘の直後に、平穏な国から宣戦布告されている。なら、ふたつのチームが結んだのは不可侵条約ではない。

「トリコロールは、すでにほとんど平穏な国のものなのだと、僕は思います」

　こう考えるのがいちばんしっくりくる。

　トリコロールが、キネマ俱楽部に宣戦布告できた理由になる。

「二五日よりも前に、トリコロールは平穏な国に吸収されることが決まっていた。でもその後の自分たちの扱いを少しでもよくするために、トリコロールの面々はキネマ俱楽部の領土を奪い取ろうとした」

　もちろんトリコロールのリーダーとしては、自分たちをできるだけ高く売りたい。平穏な国がキネマ俱楽部にどれだけの価値をつけるのかはわからないが、トリコロール単体よりは二チームをまとめた方が多少なりとも値が上がるはずだ。

「トリコロールを相手に、平穏な国が手こずっているのがおかしいんです。第八部隊だけで五分なら、他の部隊も参戦させればよかった。数で相手を上回れるのにそれをしないのは馬鹿げている。意図的に戦力を揃そろえたと考えた方が自然です。なら二チームは今、話し合っている」

　つまり、トリコロールがどんな形で平穏な国に取り込まれるのかを決定する、最終的な会議が行われている。

　キドがつぶやく。

「たしかに、戦力を揃えて交戦状態にするのは、交渉の定石だ」

　考えればわかることだ。交戦中の領土でしか能力を使えない架見崎において、ふたつのチームがフェアに話し合う場を作る方法は限られる。そのひとつが、戦力を揃えて交戦状態をつくることだ。

　恐怖心に背を押されて、香屋は言った。

「もしループ前に、平穏な国から宣戦布告されれば、僕に任せてください」

　そうなれば、本物のギャンブルだ。リスクを背負って、場合によっては命を賭けて、安全を取りに行くギャンブルだ。香屋は緊張して強こわ張ばる頰で強引に笑う。

「今夜中に戦い方をまとめます。チームに貢献してみせますよ」

　先は長い。

　だが、勝ち切れば大きな見返りのあるはずのギャンブルだ。
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　館長室を出るとき、キドは「おやすみ」と言った。

　だから香屋たちも「おやすみなさい」と応こたえて頭を下げた。

　それから、キネマ俱楽部の検索士サーチャー──リャマにもう一度会った。とにかく情報が足りない。架見崎のルールの詳細、平穏な国やトリコロールの特徴、そこに所属するメンバーの能力。理解しなければならないことが無数にある。

　キドの許可を得ていたから、リャマは協力的だった。結局、四時間ほどだろうか、日づけが変わるまで彼をつき合わせた。そのあと秋穂とふたりでロビーに出て、冷蔵庫で冷えていたウーロン茶を飲んだ。瓶入りのウーロン茶なんてものを手にするのは、ふたりともこれが初めてだった。

「大丈夫ですか？　ずっと涙目でしたよ」

　秋穂に言われて、香屋は頷く。

「当たり前じゃないか」

　この何時間かで、いったいどれだけのことが起こったと思っているんだ。マンションでマリオネットたちに会って、いきなり世界が滅んだとか言われて、でもそれは噓で異世界にやってきたらしくて、そこでは能力を使ってコンビニを巡る戦争をしている。元に戻るには死ぬ必要がある。そしてこの世界には、トーマがいるかもしれない。

　怯えて、震えて、混乱して、自棄になって当然だ。まだどうにか意識を保っていることを褒めて欲しいくらいだ。本心では秋穂に「後は任せた」と言って、毛布をかぶって膝ひざを抱えていたい。

「平穏な国がここに宣戦布告するって、本当ですか？」

「わからない。可能性はある。でも強い根拠はない」

　説得力がないとわかっていたから、キドたちには、その辺りの説明をしなかった。

　違和感はやはりトリコロールがキネマ俱楽部に宣戦布告したタイミングだ。平穏な国に取り込まれることが決まっていたとしても中途半端だ。戦闘に引き分けても、後ろに数日間の余裕を残した理由──それは、ループ前のいちばん戦いやすいタイミングで、どこかのチームに攻め込むためではないだろうか。

　でもその相手がキネマ俱楽部だとは限らない。なんといってもポップコーンとコカ・コーラしかないようなチームなんだから。とはいえ。

「さっきリャマさんにみせてもらった資料で、ちょっと確率が上がったよ」

「ウォーター」

「うん」

　平穏な国の有力者リストに、ウォーターの名前があった。ウォーターがトーマなら、まったく別の理由で、ここを欲しがってもおかしくない。

「ま、別に外してもいい。トリコロールが平穏な国に取り込まれて、そのあと平穏な国がどこかに宣戦布告して。このあたりまで当たっていれば、一〇〇点をとれなくてもいい」

　キドや藤永次第だが、あのふたりも危機感を持つだろう。多少は使える奴だと思ってもらえるかもしれない。

「もしも、一〇〇点だったら？」

「次のギャンブルが始まる。僕は僕を賭けるよ」

「ヒーローになるつもりですか？」

　なんてことを、秋穂が呆れた口調で言う。

「違う。僕はお姫様になりたい」

　能力のリストをみたときから、このゲームが戦闘に寄っていることはわかっていた。けれど香屋が前に出て戦えば、きっとすぐに死ぬ。だから「戦いになれば後ろで護まもってもらえる役」を目指すことにした。理想はお姫様だ。

「でも僕がお化粧をして綺き麗れいに着飾っても、護ってくれるのは君くらいだろ」

「そんなの私も見捨てますよ、気持ち悪い」

「だから使える奴だと思ってもらえる方に賭けた。この架見崎で、命を張るのは明日だけだ。賭けに勝ったらもう戦わない」

　後ろで誰かに護られて生きる。

「もし負けたら？」

「さあ。料理人でも目指そうかな」

　キネマ俱楽部で香屋が目指しているのは、言ってみれば軍師の立場だ。将来的には神官だとか祈き禱とう師しだとかになりたいけれど、そちらに行くのはまだ早い。キネマ俱楽部は弱小だ。戦力にならない人間まで守る余裕はないはずだ。

　息を吐き出して、香屋はつぶやく。

「小さなチームに拾われてよかった」

　重要人物になりやすい。もし拾われた先が「平穏な国」であれば、場合によってはすでに殺されていたかもしれない。香屋が選んだのはそういう能力だ。

　秋穂は邪気のない笑みを浮かべる。

「二日前というのが、よかったですね」

「まったくだ」

　現実とここの時間が同じように流れているのかは知らないけれど、少なくとも日づけは一致する。あと二日、ここにくるのが遅ければ、キネマ俱楽部はなくなっていたかもしれない。こんな事態はまったくの予想外だけど、なんにせよ招待状で指定された日時よりも二日早くあのマンションに向かってよかった。

　──これならどうにか、戦える。

　能力を使った殺し合いじゃない。この特殊な架見崎という環境を生き抜く戦いだ。

　香屋はウーロン茶の瓶を額に当てた。ひんやりとしていて心地いい。そのまま向かいに座る秋穂に目を向ける。

「架見崎の印象はどう？」

　秋穂は手元で端末をいじっていた。画面から目を逸そらさないまま、彼女は答えた。

「最悪ですね。ルールがいちいち、意地悪です」

　まったくだ、と香屋は思う。囚人のジレンマを連想する。

「とくにチームが」

「はい。チームが」

　チームの人数には、一切制限がないらしい。

　なら最適解は「ひとりチーム」だろう。

　たとえばキネマ俱楽部のメンバーは九人だ。領土をこの九人でわけあって、九つのチームを作るのが良い。ルールの上では九人がそれぞれひとりきりのリーダーになり、だが実態はひとつのチームでいる。チームの規模は小さければ小さいほど敗北時の被害が少ないし、他の様々な面でも自由が利きく。

　なのにそれができないのは、心に枷かせがついているからだ。口約束だけの仲間より、ルールで管理された仲間の方が信頼できる。ひとりチームを実践したとき、他チームから宣戦布告を受けても仲間たちが助けにきてくれるとは限らない。見捨てられるかもしれない。コンビニなんかの物資が手に入る領土を担当する仲間が、それをフェアに分配してくれる保証もない。価値ある領土を手土産に、大きなチームに寝返るかもしれない。仲間に会いに行くにも、いちいち能力が使えない土地に足を踏み込むことになる。いつ不意打ちされてもおかしくない。

　だから平穏な国のような大きなチームでなければ──つまり一部が裏切ったとき、力任せに制裁を与えられるチームでなければ、分断という方法を選ばない。

　まるで参加者たちの信頼を試すようなルールだ。このゲームの運営は、秋穂のいう通り意地が悪い。

　香屋はウーロン茶の瓶をテーブルに置いて、尋ねる。

「そっちは？　上手くいきそう？」

　秋穂はじっと端末の画面をみつめている。自身の能力を確認するためだ。

　彼女は眠たげな目つきで頷く。

「夜明けまでには、なんとか」

　秋穂の言葉は信用できる。彼女ができると言ったことは、できる。

　彼女は恨めし気に付け足す。

「でもそのあとはゆっくり休みますよ。二〇年後のお肌のために、八時間は寝たいです」

　香屋は軽くうなずいて答えた。

「問題ない。僕の見立てじゃ、次の君の仕事は一戦目が終わってからだ」

　それに賭けに負けたなら、ループまですることはない。ゆっくり眠っていればいい。

「そろそろ行くよ」

　香屋はロビーの椅い子すから立ち上がる。テーブルに載せていた、この辺りの地図をつかんだ。リャマからもらったものだ。

「どこに行くんですか？」

「どこかな。探し物があるんだよ」

「なにを？」

「見晴らしのいい窓。鈍器のようなもの。できれば、まだ使えるスピーカー」

　平穏な国の動き次第では、みんな無駄になるけれど。

　チームのサイズが違いすぎるのだ。全力で潰つぶしにこられたなら勝ち目はない。言ってみれば、向こうがこちらを「どれだけ見下しているのか」にかかっている。分の悪い賭けではある。

　じゃあね、と告げて、香屋は映画館のドアを押し開ける。

　月はほぼ天頂に上っていた。
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　おい、と声をかけられたように思う。

　秋穂栞が目を開くと、古びた天井がみえた。いくつかのペンダントライトが釣り下がっているが、電球は入っていない。でも窓やガラス戸から射し込む光で暗いということはなかった。

　ここが小さな映画館のロビーだと思い出すのに、ひと呼吸かかった。香屋からの「頼まれごと」を終わらせたのは、午前四時を少し回ったころだった。そのままソファーで眠ってしまったようだった。

　身体を起こすと、テーブルの上に昨夜の苦労の残ざん骸がいが散らばっていた。三分の一ほど残った瓶入りのコーラ。食べかけのポップコーン。パーツごとに分解されたキーホルダーは、映画館の売店から取ってきたものだ。コミカルにデフォルメされた幽霊がこちらにウィンクしている。秋穂はその映画のタイトルを知らなかった。

　テーブルの向かいには藤永が座り、不機嫌そうに頰ほお杖づえをついている。

「おはよう」

　と彼女は言った。

　秋穂もあくびを漏らしながら、「おはようございます」と応える。

　彼女は昨夜の黒いスーツから、紺色のジャケットとパンツに着替えている。秋穂の方は昨日から同じ服のままで、汗も流していない。この映画館は元々、住居を兼ねていたようで、風ふ呂ろの場所も聞いていたのだけれど。

「ずいぶん夜更かししたようだな」

　藤永は視線を、テーブルまで下げる。

「なにをしていた？」

「今日の準備ですよ。香屋が心配性なので」

　秋穂は端末で時刻を表示した。八月三一日、午前七時四八分。香屋には八時間眠っていいと言われている。一二時までは目を覚ましたくなかった。

「質問があるなら、香屋にお願いします」

「あいつは？　寝ているのか」

「まさか。どこかで震えているんでしょう」

　朝方、眠りに落ちる直前に、彼が帰ってきたことは覚えている。理屈では体調のために眠った方がいいのだろうが、こんな状況で、彼がまともに睡眠をとれるとは思えない。きっとどこかで「ウォーター＆ビスケットの冒険」のテーマ曲を聴きながら、膝を抱えているはずだ。

　口元だけで藤永が笑う。それは間違いなく苦笑だったが、隠し味程度に少しだけ、好意的なニュアンスも含んでいるようにみえた。

「あいつは、臆病なのか大胆なのかわからんな」

「臆病だから、大胆なんですよ」

　秋穂はのびをしてから、テーブルの上のコーラに手を伸ばした。気の抜けたコーラだ。美お味いしくはない。

「あいつの自称じゃ、生きてるだけで窮きゅう鼠そ猫を嚙かむ状態らしいですよ」

「大丈夫なのか、それは」

「さあ。ダメなんじゃないですかね。友達少ないし」

　香屋は思考の基礎が歪ゆがんでいる。弱くて臆病な人間が、仲間を作ろうとするのは自然だろう。動物だって弱ければ群れる。そんなとき、普通は強者に取り入ったり、同レベルの友人を増やしたり──ということを考えるのではないかと思う。

　でも香屋は世界平和創造部を作った。希薄で巨大な人間関係をシステムで管理しようとした。基礎から社会不適合者で、そのくせイメージを形にする力は持っている。

　くすりと笑って、秋穂は補足する。

「でも今はいい感じですよ。あいつは心の底から怯えて、混乱して、自棄になっているときほど使える奴やつです」

　藤永は不思議そうに眉み間けんに皺しわを寄せる。

「お前らは、どんな関係なんだ」

「腐れ縁ってやつですよ。小二で知り合って、同じアニメのファンだから友達になって」

「恋人ではないのか？」

「まさか。実は友達なのかも定かじゃないです」

　相関図のようなものを描いたとして、香屋から秋穂に伸びている矢印はなんだろう。友情ではないように思う。愛情はあり得ない。よくて信頼といったところか。少なくとも秋穂から香屋に伸びる矢印とはまったく種類が違うものだ。

「私は、あいつを観察しているのが好きなんですよ。初めてカブトムシをみつけた小学生みたいなものです。ああこんな風に樹液を吸うんだ、とか、意外と飛べるんだな、とか。みていて飽きませんよ」

「まったくわからん」

　秋穂は笑う。

　香屋歩を、一日やそこらで理解されても困る。秋穂だって彼のことを「わかった」と言えるようになるまで、七年くらいかかったのだ。

「私はそれより、藤永さんとキドさんの関係が気になりますね。なんかラブい感じじゃないですか」

「そうみえるか？」

「そういう見方をすれば」

　まあ男女の関係なんて、なんだってそうみえる。

「私たちは家族みたいなものだよ。もう三〇ループも一緒にいる」

　三〇ループ。二年と六か月。

　はたしてそれは、長いのだろうか。三年間同じ学校に通っても、ほとんど他人みたいな相手もいる。でもそれが「同じ部活動に熱心に励んだ」という風な関係なら、友情も信頼も生まれるだろう。架見崎では時間当たりの関係がより濃いはずだ。なんといっても命懸けで戦っているのだから。戦場で二年六か月も一緒に暮らせば、たしかに家族のような感情が芽生えるかもしれない。

「うちはキドさんのチームだよ。あの人さえいれば、大抵の戦闘は乗り切れる。みんなそう思っている。だからループまでは、なんとしてでも逃げ延びたい」

　そう言った藤永は、優しい笑みを浮かべていた。たしかにその表情は、恋人について語っているよりは、家族の話をしているようにみえた。

　秋穂はトーマを思い出す。あの、最後のメールが届いたのは、もう二年も前のことだ。トーマはいったい、ここでどんな人間関係を築いているだろう？　仲間を作ることにかけては天才的な、あのトーマが。

　──藤永さんは、ウォーターを知っていますか？

　と尋ねようとした、そのときだった。

　騒々しい足音が、二階から駆け下りてくる。

「藤永さん」

　首元まで伸ばしたベージュの髪が、汗で顔に貼はりついている。リャマだ。

「報告が。トリコロールと平穏な国の戦闘が終結。トリコロールが消滅しました」

　リャマはその手にノートＰＣを抱えていた。ＰＣには端末が接続されている。彼は画面を藤永にみせる。

　液晶には、昨夜もみた架見崎の地図が表示されていた。だが地図上からトリコロールの名前が消え、その場所に平穏な国の第八部隊がせり出している。

「両チームともに死者はありません。トリコロールが丸々、平穏な国に取り込まれた形です」

　リャマの補足を聞いても、藤永は黙り込んだまま、その画面を睨みつけていた。事情がなければ何時間でもそうしていたかもしれない。でも「事情」は間もなく訪れた。

　ぱらららん、とどこか間が抜けた電子音が聞こえる。藤永のポケットからだった。彼女は自身の端末を取り出す。画面に視線を落とし、テーブルの上に放り出す。

　それで、秋穂からも画面がみえた。

　──【平穏な国第七部隊】から宣戦布告を受けました。

　その下に「交戦状態になるまで──」と書かれており、タイマーが回っている。あと一時間五九分三一秒。

　香屋の予言通りだといえる。秋穂はとくに驚かなかった。天気予報が雨を当てたのと同じ程度の感覚だった。

「香屋を、呼べ」

　重たいものを無理に動かすように苦しげに、藤永が言った。

　ほとんど同時に、映画館の客席へと通じる、革張りの大きなドアが開く。あくびを堪こらえて、「もう来たみたいですよ」と秋穂はつぶやく。

　ドアの向こうから歩み出てきた香屋は、笑えるくらいに震えていた。足も肩も指先も、一刻も早く逃げ出したがっているようだった。顔には引きつった笑みを浮かべている。目を大きく見開いて、瞳どう孔こうも普段より少し大きいように思う。その姿には奇妙な迫力があった。猫に嚙みつく直前の鼠ねずみは、たしかにこんな様子なのかもしれない。

　香屋は腕に何冊かのノートを抱えていた。学校の授業で使っていたものだ。そのノートを皺が寄るほど握り締めて、彼は言った。

「ね、当たったでしょ？」

　声もやっぱり、大げさに震えている。

「好きにやる許可をください。チームに貢献してみせますよ」

　藤永は香屋を睨みつける。彼こそが宣戦布告を仕掛けた相手だとでもいうように。

「私は、お前を信用していない」

　香屋は表情を変えない。あれだけ怯えていれば変えようもない。

「でしょうね。それで？」

「だがうちのリーダーはキドさんだ。キドさんはお前に期待している」

　好きにやれ、と藤永は言った。
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　昨夜のことだ。

　館長室を出た香か屋やは、秋あき穂ほと共にリャマの元に向かった。

　汗を流したばかりなのだろう、リャマは頭にタオルを被かぶっていた。彼を映写室に連れ込んで、あれこれと話を聞いた。

「すみません、こんな時間に」

「まったくだよ。なにを知りたい？」

「平穏な国とトリコロールの有力者を、ひと通り」

「みんなわかるわけじゃないぞ」

　リャマは検索士サーチャーだ。情報収集に特化している。検索サーチは獲得するだけで架か見み崎さきのマップを閲覧でき、自チームの領土や交戦中の敵領土ではどこに誰がいるのかもわかるらしい。正確には、それでわかるのは端末の位置だが、端末を失うと大半の能力を使えなくなるため戦場で手放すことはまず想定されない。さらにポイントをつぎ込むことで、様々な形で「架見崎の状況を知る」ことができる。

「オレの検索サーチでデータを抜けるのは、交戦中の相手に限られる。だからこの資料の半分くらいは、他人が抜いたデータや伝聞をまとめたもんだ」

　ノートＰＣを操作しながら、ぼやくようにリャマが言う。

　香屋はそのモニターを覗のぞき込んだ。平穏な国。メインチームと一〇の部隊からなり、領土は架見崎のおよそ半分を占める。北側はすべて平穏な国のものだと言っていい。チーム人数は一五八人、総ポイントはおよそ九五万となっている。

　リャマがマウスをクリックすると、人物名が並ぶリストが表示された。四〇人ほどのリストだった。

「これが平穏な国の有力者たち。ちなみに有力者の定義は、合計ポイントが五〇〇〇を超えている連中な」

　それぞれが持つポイントは表示されているけれど、能力の詳細はないものが多い。

「文字の色はなんですか？」

　と秋穂が尋ねる。

　モニターに並ぶ文字は、黒、青、赤が使い分けられている。

「黒がほぼ確定情報。青はかつて確定だったがすでに情報が古くなりつつあるもの。時間経過とポイントの変動で適当にやってる。赤は噂うわさ話ばなし程度だ」

　リストには青文字が多い。

「これだけ集めるの、大変そうですね」

「ざぶざぶ検索士サーチャーにポイントを使える大手じゃなきゃ、どこも地味な情報収集をやってるよ。匿とく名めい掲示板なんかでな」

　そんなものあるのか。そして、そんな情報、信じられるのか。

　ともかく香屋は話を進める。

「キネマ俱く楽ら部ぶが攻められるとして、いちばん厄介なのは誰ですか？」

「うちは弱小だぞ。どれも厄介だよ」

　リャマは投げやりに言って、モニターを人差し指でなぞる。

「でもま、いちばんってなりゃこいつか」

　リャマが指を止めたのは、リストのずいぶん下の方にある名前だった。

「アズチ？」

「通称、蟻あり踏ふみアズチ」

「なんかださいですね」

「半分は蔑べっ称しょうだよ。だが、合計一万Ｐオーバーの大物だ。蟻みたいなチームにしてみれば充分怖い」

　新人の一〇倍か。あのマリオネットたちから、相手を倒すとポイントの半分を奪えると聞いている。新人たちから力任せに獲得したなら、彼は二〇人殺していることになる。

「アズチの特徴は？」

「大枠じゃ強化ブースト系の能力。速くて強い。射撃シュートも持ってるがおまけ程度だな」

「わかりやすいですね」

　リャマは頭を搔かいた。

「で、厄介なのは、ポイントの半分をつぎ込んでいるといわれるシールド」

「どんな能力ですか？」

「数秒間、盾を出す『その他能力オリジナル』だ。半球型に、自分の周囲一八〇度を覆おおうらしい」

「攻撃を遮断するんですか？」

「強度は費やしたポイントで変わる。噂じゃ突き破るのに、威力四〇〇〇Ｐくらい突っ込む必要があるって話だ。でも威力はどちらかというと軽視されがちだ。弱小ならとくに、強い一発より手数を求める。うちの能力じゃ、誰も破れない」

　なるほど。まず破れない盾を持った、肉弾戦闘特化のステータス。わかりやすく強い。弱い相手にほど強そうだ。

「でも、ポイントって任意で受け渡しできるんですよね。なら誰かにポイントを集中させて強化したら？」

「そりゃ無理だ。能力の拡張や追加ができるのはループ直後だけ。あのカエルたちに会って獲得する。それまではただ貯まるだけで使えない」

　相手に合わせて、小まめに能力を再設定する、という風なことはできないわけか。

　アズチひとりに対策すればいいなら、そこそこのチームならなんとかなるだろう。でも他チームのことも考えれば、思い切ったポイントの割り振りは難しい。なら、彼が平穏な国にいるのは厄介だ。大きなチームであるほど、相手の能力を分析して、前線に出すメンバーを選べる。

「今のオレらがこいつをやるには背後を取るしかない。だが強化士ブースターは反射速度も優れている。検索士サーチャーをひとりつれていれば、ふいを打つのはほとんど不可能だよ。雑ざ魚こは踏み潰つぶされるだけだ」

「でも、戦って逃げ延びたんですよね？」

　リャマは交戦中の相手からしか能力データを抜けないと言った。だがアズチは、「ほぼ確定」の黒字で表記されている。

「いや、こいつは例外だよ。情報が多い」

「どうして？」

「とにかくよく戦場に出てくる。とくに弱小とやるときはな。手下に囲わせて、こいつひとりで狩って回るのがいつものやり口だ」

　リャマは不快そうに顔を歪ゆがめて言った。

「小物ばかりを踏み潰して回る。だから、蟻踏みアズチ」


＊



　香屋に向かって、藤ふじ永ながが端末の画面を突き出す。──平穏な国第七部隊から宣戦布告を受けました。

　苛いら立だたしげに、彼女は言った。

「敵のリーダーはアズチ──最悪だ」

「いえ。最高です」

　即答すると、藤永が、なに、と喉のどの奥で呻うめくような声を漏らした。

　香屋は抱えていたノート五冊のうち、四冊を手放す。表紙がぱたぱたと床を打った。

　──リャマから聞いたリーダー候補は四人。

　それ以外だった場合も考えて作戦は五パターン用意した。

　とはいえ、うちひとつはほぼ成功しないもので、ふたつはそれほど自信がない。残ったふたつのうち一方がアズチだ。戦闘になった場合、いちばん勝率が高く、いちばん被害が少ない。

　でも、最高と言ったのは、噓うそだ。

　案の中ではもっとも香屋が危険に晒さらされるプランでもあった。未来のために、香屋が自分を賭かけておくプランだ。

「では、勝ち方を説明します」

　と香屋は言った。
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　架見崎ではありふれた、アスファルトが割れた道路に軽トラックが停まる。目の前は交差点だ。カーブミラーが派手に折れ曲がり、足元の雑草ばかりを映している。そこが、平穏な国とキネマ俱楽部とのチーム境だ。

　軽トラックの荷台にはソファーが載っている。

　アズチはそのソファーに、ふんぞり返って座っている。軽トラックの周りには下っ端が一五人。さらに運転席と、助手席にひとりずつ。彼らの名前を、アズチはろくに覚えていない。平穏な国から好きに使っていいと言われている連中だ。

　太い両腕を天に伸ばし、あくびをしていると助手席から少女が顔を突き出した。検索士サーチャーの、なんだったか。短い名前だったはずだが、やはり覚えていない。

　ともかく検索士サーチャーが報告する。

「開戦まで、五分を切りました」

　アズチは、肩まで伸ばした長髪を指で耳にかける。

「ああ」

　地毛の癖が強いアズチだが、ひと月ごとにループする架見崎では縮毛矯正をあて直す必要がない。そこが、この異常な世界の数少ない長所だ。

「敵の人員は？」

「二名増えて、計九名」

「増えた？」

「新人を拾ったようです。前回の戦闘で減ったぶんを補った形ですね」

「へぇ、運がいい」

　少女が一瞬、沈黙した。

「これから潰されるのに、ですか？」

「向こうじゃねぇよ。オレのポイントが増えるだろ」

　アズチは右頰を押し上げて笑う。

「やつらの配置をよこせ」

「データ、共有します」

　アズチは端末をつかむ。ほどなくこの辺りの図面が届いた。

「敵は八名を映画館に固めたようです」

「ひとり足りねぇな」

「後方の建物に隔離されていますね」

「射撃手シューターか」

「はい。でも、戦力ではないでしょう。これはキドです」

　キド。たまに聞く名前だ。たしか、キネマ俱楽部の前リーダー。トリコロール──正確には元トリコロールの連中が、ぼろぼろにしてやったと話していた。

　送られてきたマップには、それぞれのポイントも載っていた。それを見て鼻で笑う。

「大したポイントじゃねえな」

　キドのポイントは四〇〇〇ほどだ。

「前回のデータから三〇〇〇Ｐほど下がっています」

「狩られるのに備えたか」

　キネマ俱楽部は新入りを加えて九名、総ポイントが一万八〇〇〇ほど。弱小にしては頑張っている方か。一方、第七部隊の規模は、人数でキネマ俱楽部の二倍、ポイントでは三倍近くある。

　──けっきょく、ポイントがすべてなんだよ。

　とアズチは考える。

　状況判断能力。重要だ。戦闘のセンス。あればあるほどいい。でもすべてポイントで覆くつがえる。どれだけ優秀な戦士でも、素手で戦車には勝てない。そういうことだ。実際、アズチがこれまでに敗北したのは、ポイントで下回った場合だけだった。だから主とする能力をシールドに切り替えたのと同時期に、格上と戦うことは止めた。慎重に、着実にセオリーを守って動けば敗北はない。

　アズチはもう一度、マップを眺めた。

　キドの位置は微妙だ。他の連中に護まもられているようでもある。だがそれは、連中が狙そ撃げきをしやすいポイントだという風にもみえた。

　──囮おとりか？

　なら、拾うのはあとでいい。主力を端から潰していけばいい。蟻踏みのコツは、足を踏み出す方向を間違えないことだ。

　端末がぴりりりと音をたてる。──時間になりました。【平穏な国第七部隊】と【キネマ俱楽部】の戦闘を開始します。

「さあ、踏み潰そう」

　アズチはソファーからのそりと立ち上がる。少女が言った。

「ところで──」

「ああ」

　彼女の言葉を遮り、アズチは返す。同時に端末を太い親指で操った。身体からだが覚えている手順だ、モニターをみる必要もない。

「気づいてるよ」

　シールド展開──ほとんど同時に、前方から光線が飛来した。しかしそれは半球状の青白い光の壁にぶつかり、がんと重たい音をたてて搔き消える。

　アズチのシールド。効果時間は三〇秒。端末を中心に一八〇度、使用者を包み込むように展開される。強度は、威力四五〇〇の攻撃を受ければ相そう殺さいして穴が空く程度。より弱い攻撃でも継続して受け続ければ壊れるが、単純に威力四五〇を一〇発受けると壊れるわけでもない。もう少し持つ。この運用を間違えない限りアズチが傷つくことはない。

　視線を青い壁の先に向けると、映画館の屋上にふたりいた。

　一方は体格のいい、黒髪短髪の青年。もう一方は幼い、十代の半ばほどの少年。

「データを」

「共有しました」

　即座に画面を確認する。先ほどまで映画館にいた八人のうち二人が、すぐ近くまで寄ってきている。登録名はピッカラと香屋歩あゆむ。検索士サーチャーが言った。

「短髪は、向こうの中堅射撃手シューターです。小さい方は新入りみたいですね」

　中堅といってもポイントは一六〇〇。殺して八〇〇ポイント。悪くはないが、小遣い程度だ。問題はもう一方、新入りの方だった。

　──三〇〇〇Ｐ？

　ばかな。どうして？

　新入りの初期値は一律一〇〇〇Ｐだ。それが上昇する理由は、戦闘で敵から奪うか、譲渡されるかの二択しかないはずだ。

　前者はありえない。キネマ俱楽部は二八日にトリコロールと引き分けてから今まで戦闘をおこなっていない。なら、後者だ。キドが減らしたぶんのポイントを受け取った。だが、そんなことをしてなんの意味がある？

「あのガキの能力は？」

「その他オリジナルです。私では抜けません。メインチームに解析を依頼しますか？」

「どれくらいでできる？」

「向こうの手が空いていたら、一、二時間」

　くそ。その他能力オリジナルはこれだから厄介だ。

「ならいらねぇ。時間の無駄だ」

「了解です」

　その会話のあいだ、アズチは敵の新入りから目を逸そらさなかった。三〇〇〇Ｐ。殺して一五〇〇。まあ、美う味まい。脅して騙だまして言い包くるめて、差し出させれば丸々三〇〇〇。とても美味い。

　──自信があるみたいじゃねぇか。ここでやるか？

　と内心で問いかける。しかし新入りと射撃手シューターはすぐに、それぞれ左右のビルの屋根へと飛び移った。映画館に引き返す様子もない。こちらの戦力を散らしたいのだろう。

　──だが、そいつは悪手だよ。

　個別撃破の機会が転がり込んできただけだ。

　たかだか三〇〇〇Ｐの新入りに、敗れる理由はない。

「検索士サーチャー、三〇秒ごとにマップを再送しろ。それから適当に三人、向こうの射撃手シューターを追え。殺やっていい」

　はい、といくつか声が上がる。

「残りは敵陣を囲め。まだ手は出すなよ」

　口を動かしながら、アズチの視線は遠のく少年の背中を逃さなかった。指は端末を操作している。強化ブースト。身体能力と五感の強化。起動すると、肉体が明らかに変質するのがわかる。これまで平面だったものが立体化するように、見え方も聞こえ方も変わる。

「オレは新入りを殺る」

　アズチはソファーから腰を浮かし、跳ねる。足元からハンマーで殴ったような、でかい音が聞こえた。辺りの景色が後方に消え、そして、少年の背中が迫る。

　──待ってくれよ、オレの三〇〇〇Ｐ。

　鬼ごっこは嫌いじゃない。もちろん、鬼でいられる場合に限るが。
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　アズチは自身を、慎重な性格だと評価している。

　運営の連中から説明を受けて、最初に選んだのは射撃シュートだった。具体的な戦闘をみてもいないうちから接近戦は馬ば鹿かげている。自衛できない検索サーチ系は論外だ。選択肢はほとんど射撃シュートしかなかった。

　だが最初の戦闘で、アズチはなにもできなかった。肉薄する強化士ブースター共が速すぎた。狙ねらいようがない。だから逃げまどい、そして悟った。

　──まず必要なのは、基礎値だ。

　遠距離射撃シュートにしても、それを扱う肉体の方が敵についていけなければ意味がない。よく見る力。速く動く力。強化ブーストは必須だ。

　初め、アズチが拾われたチームは善良だった。優しく、温かった。

　戦闘に勝利したとき、ただ逃げ回っていたアズチにさえポイントの分け前が出た。アズチは最初のループで、そのポイントを使い強化ブーストを獲得した。使ってみると心地のよい万能感に身体が包まれた。まるで車を買い替えたような気分だ。強化士ブースターとそれ以外は別の生き物なのだ。攻めるにせよ、逃げるにせよ、強化ブーストこそが架見崎のスタンダードだ。

　三ループほどのあいだ、チームは調子が良かった。戦えば勝ち、アズチ個人の戦績もまずまずのものだった。このころはチームでポイントを分け合うことに違和感はなかった。仲間は頼もしく、背中を預けられるからオレも存分に戦える。そう思っていた。

　だが四ループ目に入って間もなく、そのチームは架見崎から消えた。実のところ、それまでの勝利は弱小同士の小こ競ぜり合あいでしかなかったのだ。多少は育ったところで大手に狙われ、あっさりとリーダーがやられた。

　アズチは泣いた。本当に、みんな仲間だと思っていたから。あっけなく自分たちを踏み潰した大手に復ふく讐しゅうしようと誓った。アズチはそれから、小さなチームばかり四つを渡り歩いた。だがどのチームも二、三ループで消えてなくなった。仲間だと思っていた大勢が死んだ。その過程でアズチは、ふたつのことを学んだ。

　弱小は決して大手に勝てないこと。

　そして、結局、自分の身を護るのは自分自身しかいないこと。

　ひとつ前のチームは、弱小と中堅のあいだくらいのサイズだった。そのチームは大手のチームに合併を持ち掛けられた。一方的に向こうに有利な内容だ。チームの連中は反発したが、アズチは受け入れるしかないと思っていた。だがどれだけ説得しても、連中は耳を貸さなかった。

　──なら、仕方ない。

　負けるとわかっている戦場には立てない。

　アズチはループの直前に、チームのリーダーとエースだったふたりを酒で酔わせ、後ろから撃って殺した。それまで五〇〇〇程度だったアズチのポイントが、一気に一万を超えた。アズチはそのポイントの一部を献上し、大手チームに投降した。残りで買ったのがシールドだった。

　アズチが最初に所属していたチームを潰したのも、投降したのも、同じチームだ。「平穏な国」と名乗るチーム。だがアズチにはもう、そのチームへの恨みなんかなかった。強者は弱者を踏み潰す。そしてより強く膨らんでいく。それが、ここのルールだ。

　強者側に立ったアズチが、最初に踏み潰した弱者は、直前まで所属していたチームの残党だった。リーダーとエースを失った、なんの力もない中堅未満だ。

　アズチは自身を慎重な性格だと評価している。だから仲間殺しを知っている連中を、一匹も逃がしはしなかった。注意深く隙すき間まなく、丁寧に踏みつけた。

　その日からアズチは、蟻踏みと呼ばれている。
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　架見崎ではポイントがすべてだ。

　──どうして新入りが三〇〇〇Ｐも持っている？

　無意味なわけがない。必ず理由がある。だからアズチはその新入りとの距離を詰め切れなかった。考える時間が欲しかった。

　──くそ。メインチームに解析させるか？

　だが、奴らを頼れば莫ばく大だいなポイントを奪い取られる。そういう契約になっている。

　──そもそも三〇〇〇Ｐなんか、オレの敵じゃないんだ。

　強化ブーストや射撃シュートを獲得するために必要なポイントは七〇〇。この時点で威力は一〇〇に設定されている。生身でも当たり所がよければ死なない程度の威力だ。残り二三〇〇Ｐをすべて威力に振っても、たかが知れている。アズチのシールドは抜けない。その他能力オリジナルはさらに効率が悪い。内容が攻撃系だったとしても、威力はスタンダードよりも落ちる。

　なら、シールドを張る前に攻撃されれば？　もちろん、やばい。だが有り得ない。アズチのメインは強化ブーストだ。三〇〇〇Ｐに反射速度では負けない。

　いや、そもそもこの思考自体が無意味だ。ループを迎えるまで、能力は拡張できない。新入りの能力は、実質一〇〇〇Ｐのままだ。

　──なら、こいつは囮。

　ポイントでこちらを誘導して、別の攻撃で刺す。シールドの情報を知っていれば、背後が弱点だとわかるはずだ。それしかない。なら伏兵がいる。次に検索士サーチャーから送られてくるマップを確認して、問題なければさっさと落とす。

　そう決めた。直後だった。

　角を曲がると、新入りが足を止めていた。

　こちらに向かって、端末を突き出して──見覚えのある姿。射撃手シューターの姿勢だ。

　な、と思わず、小さな声を漏らす。

　反射的に身体が動いていた。強化ブーストで上昇した速度で端末の画面を叩たたく。

　──間に合わねぇ、わけがねぇだろ。

　新入りの手元から光線が放たれたのは、シールドの展開のひと呼吸もあとだった。さらにその光線は、大きく狙いを外している。シールドにさえ当たらずに、アズチの頭上を通過していく。

　雑魚が、とアズチは内心でぼやく。

　新入りは再びこちらに背を向けて駆け出す。一気に間合いを詰めようとして、違和感で足が止まった。

　その他能力オリジナルのくせに、攻撃は射撃シュート。拡張できないのに、与えられたポイント。あえて狭い場所に逃げ込む、一対一を誘うような動き。

　ひとつだけ、可能性が頭をよぎった。

　直後、端末に着信がある。検索士サーチャーからマップデータが届いたのだ。それをみて確信した。新入りのポイントが少し減っている。現在、二九〇〇Ｐ。

　舌打ちして、ぼやく。

「マジで、消費型かよ」

　通常、能力には使用回数が定められている。ループのたびにそれが回復する。

　だが例外がある。

　使用のコストとしてポイントそのものを消費する能力だ。基本能力スタンダードにはないが、その他オリジナルで獲得できる。消費したポイントはループでも回復しない。かわりに効果が通常の能力よりも高い。設定次第で、圧倒的に攻撃力を上げることもできる。

　そんなもの、架見崎での戦闘を知らない新入りが獲得している能力ではない。追い詰められたベテランが苦肉の策で獲得する類たぐいの能力。

　だが、状況は間違いなく「あいつは消費型だ」と言っている。最悪だ。

　新入りは角を曲がり、狭い路地裏に入る。アズチはすぐあとを追い、そっと角を覗く。

　──消費型なら、設定次第でオレのシールドを貫く。それに。

　新入りは半壊した民家の敷地に入った。アズチも角を曲がる。

　──それに使ったぶんだけ、倒したときの獲得ポイントが減りやがる。

　本気でうぜぇ。

　新入りが入った民家の前で、アズチは足を止める。あいつは、どうするつもりだ？　どこからオレを狙う？　強化ブーストで研ぎ澄まされた聴覚に集中する。

　直後、ドン、とでかい音が鳴った。外。庭だ。半壊した家屋の反対側。

　アズチは注意深くそちらに近づく。ちらりと覗くと、塀に人が通れるくらいのサイズの穴が空いていた。

　能力で撃ち抜いたか？　穴の先は隣の民家だ。どうやら移動したようだ。

　──過剰に能力を使いたがるのは自信家の証拠。だが、最初の一発を外した。プレッシャーには弱い。

　新入りの性質には共感を覚える。架見崎に来て間もないころのアズチ自身が、似た失敗をしたことがある。

　消費型なんてものを獲得する新入りはまともじゃない。

　──が、ネタがわかっちまえばオレの敵でもねえ。

　心を落ち着けるため、アズチは深く呼吸をした。検索士サーチャーのマップデータの更新を待つ。ほどなくそれが届く。やはり新入りは、隣の家に移動している。

　強化ブーストの効果時間は三分だ。念のために使い直し、すぐにシールドを張れるよう警戒しながらアズチも隣家の敷地に足を踏み込む。

　庭に目を向けると、掃き出し窓が割れていた。そこか？　目を細めると、血の跡がみえた。まだ乾いていない。あの新入りの血だろう。

　──ガラスで切った。焦あせってるな。

　新入りが空けた穴から手を突っ込んで錠を外し、掃き出し窓から中に踏み込む。血の跡はリビングを通過して、廊下へと進んでいる。そこまで進んで、アズチはまた足を止める。頭上から足音が聞こえた。

　──二階。

　ふたたび血の跡を追うと、先に階段があった。そっと上る。踊り場で足を止め、壊れた壁の一部だろう、足元に転がっていた木片を二階に投げ入れた。反応はない。

　アズチはそっと二階を覗く。

　長くはない廊下がみえた。正面と左右にひとつずつ、計三つのドアがある。右手のひとつだけが開いている。正面のドアノブに血の跡があった。

　──あの血は、さすがにダミーか？

　まあなんでもいい。駆け引きの必要はない。検索士サーチャーから、次のデータが届けばチェックメイトだ。

　だが向こうにイニシアティブを取られるのも気に入らない。相手はいかにも新入りといった感じで詰めが甘いが、策士ではあるのだろう。自由にさせない方がいい。血の跡がある、正面のドアに向かって射撃シュートする。

　アズチは、射撃士シューターのスキルは育てていない。威力は初期値のままだ。どうにかドアに穴を空ける程度だが、牽けん制せいにはなるだろう。

　がん、と音が響く。その直後、ドアの先から声が聞こえた。

「アズチさん、交渉をしましょう」

　若い。新入りの声だろう。だが違和感がある。これは、ノイズ？

「貴方あなたは強いし、シールドを打ち破るのは困難です。不可能だともいえないけれど、でも賭けで攻撃するには、僕にはコストが重すぎます」

　消費型の能力のことを言っているのか？　任意のポイントを消費して使用できる設定だとして、向こうが残りの全ポイントをつぎ込んで攻撃したなら、威力はどれくらいになるだろう。その他能力オリジナルはデータが少なく読みづらいが、六〇〇〇程度から八〇〇〇くらいまでという気がする。

　考えているあいだに声が続けた。

「でも、そのシールドも使用回数は有限ですよね？　ループ直前のこのタイミングで、充分な回数が残っていますか？」

　アズチは沈黙したまま、端末に視線を落とす。──最大使用回数四〇、残り三八回。思わず漏れそうになった笑い声を押し止めるため、口の両端に力を入れる。

　緊張しているのだろう、新入りの声は硬い。

「このあと、うちの本拠地を落とす必要もある。使いすぎたくないはずです」

「ああ、そうだな」

　と、そこではじめて答えた。かぶせるように新入りの声が続ける。

「五〇〇Ｐ、譲ってください。それで僕は、あなたにつきます」

　自分を売り込むためにあえて消費型の能力だとこちらに知らせたのなら、なかなかクールなガキではある。だが無意味だ。向こうからポイントを差し出すならまだしも、こちらがくれてやる理由はない。そもそもこれは、本心の交渉じゃない。

「ちょっと考えさせてくれ。簡単には──」

　アズチの言葉に被せるように、新入りは語る。

「昨日、この世界に来たばかりなんですよ。チームに愛着なんてありません。入ったのは真っ先に声をかけられたからで、従うしかなかった」

　間違いない。この声は録音。正面のドアに注意を向けさせて、左右のどちらかから撃つ算段だ。

　──だが、残念だったな。

　マップのデータは、もう更新されている。奴は右手──開いたままのドアの先にいるようだ。いちばん可能性が低いと思っていたところ。よくできているが、作戦の前提が成立していない。検索士サーチャーまで意識がいかないのは新入りならではか。

「だいたい、初心者に突撃させるようなチームが──」

　少年の言葉を聞き流しながら、アズチは廊下に足を踏み出した。聴覚に集中する。わずかに呼吸の音が聞こえる。右手の部屋。間違いない。だが部屋の中のどこにいるのかまでは判断がつかない。音がくぐもっている。早撃ちでは、すでに照準を合わせている向こうが有利か。仕方ない。

　──ポイントを使いすぎるなよ？

　一発だけ、撃たせてやる。

　アズチは部屋の前に立つ。奥にベッドがみえた。その上に、毛布の塊がある。直後、中から端末を持った腕が突き出た。毛布がずれる。少年の顔が現れる。本当に幼くみえる。だが目つきの悪いガキだ。端末を持つ右手が光る。もちろんアズチはもう、シールドを展開している。あとは、こいつの威力次第。だが。

　──残念だったな。その他能力オリジナルの拡張なんか想像もつかないだろ？

　シールドの同時使用。高い買い物だったが、価値はある。本来は格上への隠し玉として用意したものだ。

　アズチの前には、計三枚のシールドが並んでいる。一枚四五〇〇の防御力。すべて撃ち抜くには、単純計算で威力一万三五〇〇が必要だ。どれだけ工夫しようが、たかだか三〇〇〇Ｐ程度で出せる威力じゃない。架見崎の勝負はポイントで決まる。

　新入りが放ったか弱い光は、そのシールドの一枚も撃ち抜けず、ただ消えた。なんだ。拍子抜けだ。新入りはベッドの上、穴のあいた壁の前で恐怖に引きつった表情を浮かべている。絶望がそうさせるのだろうか、震えながら、笑っていた。

　残念だったな、と言おうとした。

　お前はよくやったよ。でも、こうなればもう勝ち目はない。命だけは助けてやる。残ったポイントをみんな差し出せ。そう言ってやるつもりだった。ポイントを奪って、それから殺すつもりだった。同時使用の情報を広めたくはない。

　だが、アズチはなにも言えなかった。

　身体が言うことをきかない。胸の辺りが妙に熱い。熱い、と気づいた瞬間、それは激痛に変わった。え？　なんだ？　アズチは視線を下ろす。白い光が、胸を貫いている。

　──撃たれた？　後ろ？

　馬鹿な。と、そう呟つぶやいたつもりだった。

　でも口から出たのは飛ひ沫まつになった赤い血で、それがシールドを濡ぬらしただけだった。
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　一時間ほど前のことだ。

　キドはメンバーのひとり──加か古こ川がわという名の体格の良い強化士ブースターに背負われて、映画館から二〇〇メートルほど離れた雑居ビルに運ばれた。右手と右足を失ったキドはどうにか加古川に張りついていた。抱き着くよりは抱きつかれたいし、相手は男より女がいい。そう胸中でぼやいて、なんとか自じ嘲ちょうをもう少しましな笑みに変える。

　目的地は、ビルとはいえ背の高さが周囲の民家と変わらない。二階の天井の辺りから先が派手に壊れ、前の通りに落下しているからだ。どうしてこうなったのだろう、巨人がきまぐれに木き槌づちで叩いたような壊れ方だった。

　キドはそのビルの、現存する中では最上階に運び込まれる。見上げると半分ほど天井がなく、残りもいつ崩れてもおかしくない様子だった。ループ前にここの天井が落ちた記録はないが、あの下には近づきたくない。

　部屋の中には、すでに香屋と藤永がいた。

　元々、空き部屋だったのだろうか、物が少ない部屋だ。言い訳のようにデスクとスチールラックが置かれている。それから、香屋の指示で運び込んだ椅い子すとベッド。そのベッドに横たわり、キドは苦笑する。

「役に立たないことはわかってるけどね。前リーダーとしては、戦場から隔離されるのは残念だ」

　香屋は首を振った。

「いえ。ここを戦場にします」

　意味がわからなくて、一瞬、顔をしかめる。だがすぐに思い当たった。

「なるほど。オレは、囮か」

　敵をここにおびき寄せ、周囲から攻撃する。

　それならそれで、別にいい。へらへらと笑みを浮かべたまま、心の中では、捨て石にだってなってやろうと覚悟を決めた。

　なのに香屋は、続けて否定する。

「それも違います。順番に、説明します」

　みてください、と告げて、彼は窓辺に立つ。右手を外に突き出した。そこには端末が握られている。彼が画面を親指で叩いた直後、一筋の光が放たれる。何度もみている、馴な染じみのある光だ。

「射撃シュート？」

　彼はわざわざ、その他オリジナルで射撃シュートを取ったのだろうか？

　キドが尋ねると、香屋は笑った。

「そっくりでしょ。ばあん」

　おどけた調子でそう言いながら、今度は、キドに向かって光線を放つ。「なにを──」と藤永が叫んだ。キドも血の気が引いたが、すぐに気づく。

「痛くない」

　光線が命中したはずの胸を見下ろしても無傷だ。もう存在しないはずの手足の方がずっと痛い。

「秋穂に作ってもらいました」

「アイテム系の、その他能力オリジナル？」

「はい。端末にみせかけて、実はこっちで撃ってます」

　香屋は右手を顔の前にかざす。その中指に、銀色のリングがついている。

「指輪を加工する能力かな？」

「物はなんでもいいみたいですよ。これはキーホルダーのリングです。細かく設定すればいろんな風に光らせられますが、ちょっと変わったライトを作れるくらいの意味しかありません」

　カエルがけちだから、とぼやく香屋に目をやって、藤永が額を押さえた。

「なんて無意味な能力だ」

「変に意味があるよりいいでしょう」

　それで、なんとなく理解する。

　──つまり、秋穂を前線に出したくないんだ。

　無力であるほど戦場で後方にいる理由になる。アイテム加工の能力であれば、検索士サーチャーほども戦場に立つ機会がないだろう。あえて武器を持たないことで身を護るというのは、たしかに選択肢のひとつだ。

　加えて、他者に「偽にせ物ものの射撃シュート」を与える能力というのは、まったくの無駄ではない。射撃士シューターはいつだって弾数を気にしている。キドであれば──そして、もし手足が揃そろっていたなら──実弾と織り交ぜて、上手く活用できる自信がある。

　彼の指には大きすぎるのが気になるのだろうか、香屋はキーホルダーのリングの位置をあれこれ変えながら、目線で部屋の隅を指す。

「僕は射撃士シューターを演じます。そのために、あれをみつけて来ました」

　壁に、古びた金属製のバットが立てかけられている。射撃シュートの着弾音って意外と物理的な感じですよね、と香屋は自慢げだ。

　呆あきれた様子で、藤永が顔をしかめる。

「お前が射撃士シューターを演じてなんになる？」

「ただの射撃士シューターじゃないですよ。消費型の射撃士シューターです。一発、撃つふりをするたびに、チームの誰かにポイントを譲渡します」

　消費型。彼がその能力を知っていることは、意外ではなかった。

　通常、能力を獲得してもデータ上のポイントは減らない。たとえば新人であれば、どんな能力を獲得していても合計ポイント一〇〇〇として検索サーチされる。一方でまだ能力獲得に使っていない、今後自由に使えるポイントは所持ポイントと呼んで区別する。たとえば新人が七〇〇Ｐの技能だけを獲得していたら、所持ポイントは三〇〇、合計ポイントは一〇〇〇だ。

　でも、リャマから報告を受けていた。香屋歩の合計ポイントはゼロだ、と。

　つまり、能力の獲得自体に合計ポイントを消費している？　よほど変わった設定の能力を取らなければ起こらないことだ。いわゆる「消費型の能力」と呼ばれるものとも違う。こちらの場合、能力の使用時にポイントを消費するだけで、獲得時に合計ポイントを減らすわけではない。

　香屋は説明を続ける。

「消費型なら、多少は向こうも警戒するでしょう。攻撃の威力や特徴を読みづらくなるはずです」

　そうかもしれない。でも、彼の話は成り立たない。

「君はポイントを持っていないだろ？　消費型は演じられない」

「はい。だから、貸してください。多すぎると過剰に警戒されるから、三〇〇〇ポイントくらいがいい」

　身勝手な話だ。

　キドは笑い、藤永はため息をつく。おそらく疑問に思ったことは同じだが、キドの方が尋ねた。

「君が消費型の射撃士シューターを演じて、なんになるの？」

「アズチをおびき出せます」

　香屋は頰が引きつった、魅力的とは呼べない表情で笑う。優しくもなく、肯定的でもない。でも不思議と真しん摯しにみえる笑い方だ。

「相手のリーダーが、アズチでよかった。彼には致命的な欠点があります」

　面白い話だ。

　アズチは弱小チームの天敵だと、架見崎では知られている。

「もし本当に、あいつに欠点なんてものがあるなら、ぜひ知りたいね」

「簡単ですよ。平穏な国と特殊な契約を結んでいるようだということ。戦績がとてもいいこと。これまで所属したチームがいくつも潰れてきたこと」

　まったく簡単じゃない。秋穂の解説が欲しいところだ。そういえば彼女の登録名は「あっきー♪」だが、香屋が平然と秋穂と呼ぶためそちらのイメージの方が強い。

　ともかく、秋穂はここにいない。だからひとつずつ尋ねていくしかない。

「特殊な契約っていうのは？」

「リャマさんに頼んで、過去五ループぶんのポイントの移動を調べました。平穏な国は基本的に、戦闘で獲得したポイントをメインチームに集め、それから改めて分配する形を取っています」

　それはキドも知っている。

　平穏な国の運営方針は、言ってみれば「企業」だ。利益──ポイントや物資はすべてメインチームが管理し、給与のような形でメンバーに振り分けられる。

　でも、と香屋は続けた。

「何人か例外がいます。そのひとりがアズチ。彼は出来高でポイントを獲得しています」

　アズチの場合は獲得したポイントの三割をメインチームに譲渡し、残り七割が彼自身のものになる。そこからチームメイトにポイントを譲渡することもあるが、はっきりとした法則性はみつからない。おそらく賞与の類ではないか、と香屋は説明した。だとすればアズチは「平穏な国」という企業の一員というより、フランチャイズ契約を請け負っているイメージに近い。

　──たしかに、特殊だ。

　そう納得して、キドは次の質問に移る。

「戦績がとてもいい、というのは？」

「そのままです。ポイントの動きをみると、アズチはよく戦い、よく勝ち、よく稼いでいることがわかります。平穏な国の中で、第七部隊が特別優秀なわけではありません。けれど第七部隊の戦果はほとんどアズチひとりが上げています」

　アズチの戦い方は、聞いたことがあった。チームのメンバーで相手を囲み、逃げ場を失なくして、アズチが端から倒していく。やられる方としては、シンプルなだけに対処が難しい戦法だ、という意識ばかりが強かった。でもやっている方の立場からみれば、また印象が違う。

「つまりアズチは、ひとりでポイントを集めてるってこと？」

「はい。不満があふれないように最低限の賞与だけを与えて、あとはアズチが独占しています。戦場で危険な役目を負わずに済み、食べ物が充分に分け与えられるなら、納得する人も多いんじゃないかと思います。でもここから、アズチの考え方を想像できます」

　それはキドにもわかる。つまり彼は、仲間たちよりも自分自身のポイントを信頼している。だからそれを最大限に膨らませようとする。

　香屋が上げたみっつのうち、最後のひとつはもう尋ねるまでもなかった。

　──これまで所属したチームがいくつも潰れてきた。

　きっとアズチはその過程で、何度も挫ざ折せつを味わったのだろう。失望を繰り返してきたのだろう。そして今の、彼の考えが形成された。

　ここまでは、わかる。でも。

　いらついた様子で、藤永が尋ねる。

「それが、アズチの欠点なのか？」

　香屋は驚いた様子で、目を丸めた。

「え、だって、当たり前ですよね？　死んだら敗戦が決まるリーダーが、わざわざいちばん前で戦ってるんですよ」

　まったくだ。あからさまな欠点だ。それでも小さなチームたちは、無残に彼に踏み潰されてきた。

　できるだけ否定的に聞こえないように注意して、キドは言った。

「アズチがどこにいようと、シールドは破れないよ」

　強化士ブースターの反射速度で強固なシールドを振り回すあいつは、目の前に立っていようが倒せない。香屋の分析は、アズチを打ち破る理屈にはならない。

　キドは、自身が落胆していることに気づいて、内心で笑う。

　──この新人くんに、なにを期待していたんだろうね。

　平均よりも少し優秀な子供が、ただ子供だというだけで天才にみえるのに似ている。でも昨日架見崎に来たばかりの新人が、一万Ｐオーバーの倒し方を知っているはずもない。

　ともかく、ありがとう、と笑ってこの話を終わらせるつもりだった。だがキドが表情を作るよりも先に、香屋の方が言った。

「それは違います」

　強い声ではない。臆おく病びょうに震えた、弱々しい声だ。

　でもその声は、不思議とよく通る。無視できない声だった。

「どこにいようと、アズチは倒せるんです。彼が銃口に、背を向けさえすれば」

　それは。もちろん、その通りだ。シールドはアズチの前方一八〇度を覆う半球状だと聞いている。だが経験豊富な強化士ブースターの背後を、どうすれば取れるというんだ。

　香屋は続ける。

「これまでの話はつまり、僕でもアズチの囮になれるってことなんです。きっと新人が三〇〇〇Ｐもぶら下げてうろうろしていたら、多少怪しんでも食いついてきます。あとは向こうに、背中を向けさせればいいだけです」

「どうやって？　アズチも警戒している。検索士サーチャーだって連れている」

「ええ。でも、うちは運がよかった」

「どこが？　トリコロールと戦って、ぼろぼろになった直後にアズチに狙われるなんて最悪だよ」

「そこですよ」

　香屋は本当に、嬉うれしそうに笑う。

　次の台詞せりふと彼の表情の差異に、背筋が震えた。

「キドさんが手足を失った。そんなこと向こうも知っている。ならキドさんが独りきりでも、戦場の同じ場所にじっとしていても自然です。戦力にならないと決めつけてくれたなら、射程内で背を向けることだって起こり得る」

　それは、つまり。

　──オレに撃てと言っているのか？

　看板に描かれた、こちらを馬鹿にしたような笑みを浮かべた猿を思い出す。あの猿につられて笑った。やはり机上の空論だ。

「戦力に入れてもらえるのは嬉しいけどね。当てられる気がしないな」

　正直、普段であればこのチームのエースは自分だと思っている。それなりのポイントも経験もある。だが今は自信がない。左手で撃つのも慣れているつもりだったが、失くした手足の違和感で、思うように照準を合わせられない。

　香屋はためらいなく言った。

「当てなくていいんです。キドさんは、ただ撃てばいい。当てるのは藤永さんにお願いします」

　キドは藤永に目を向ける。藤永もこちらをみている。互いに鏡のように、同じ顔をしていただろう。意味を汲くみ取るのに時間がかかり、そして、だいたい同時に理解した。

　藤永が眉まゆを寄せる。

「つまり、リーダーの射撃シュートの照準を、私に合わせろというのか？」

「はい。できるでしょ？　こう、手を取って」

　たしかに不可能ではない。が、それは、意味があるのか？

　思ったことをそのまま、キドは口にする。

「藤永が自分で撃てばよくない？」

　今度は香屋の方が、きょとんとした顔になる。

　疑問の意味自体がわからない、という感じだ。

「ええと、そうじゃなくて。つまり、アズチが警戒しないのはキドさんだけなんです。だからキドさんしか、ここにはいちゃいけないんですよ。でも検索士サーチャーにわかるのは、実際には端末の位置情報なんでしょ？　だから藤永さんは、キドさんを手伝うだけならここにいていいんです」

　そうですよね？　と不安げに、香屋が首を傾かしげる。

　彼が言いたいことは理解できた。だが。

　藤永が香屋を睨にらむ。

「私に、端末を手放せというのか？」

　常識的に考えてあり得ない。

　藤永はキネマ俱く楽ら部ぶのナンバー２だ。キドが負傷した今、もっとも戦力になるのが彼女だ。その彼女から端末を──能力を奪うのは、自殺行為だ。

　だが香屋は簡単に頷うなずく。

「どうせ正面から戦ったら勝ち目のない相手ですよ。うちにまだしも勝機があるのは不意打ちだけです。ならそれを狙うしかない」

　無茶な話だ。だが、否定もできない。

　キネマ俱楽部は弱小だ。しかもエースだったキドを戦力にカウントできない。部隊ひとつだけだとしても、当たり前に戦って平穏な国に勝てるわけがない。

「ふたりにお願いするのは、ひとつだけです。ほら」

　香屋が窓の外を指さす。向かいの家はほぼ全壊している。その奥にもう一軒、こちらは被害の少ない民家がある。馴染みの家だ。キッチンに袋ふくろ麵めんが残されているから、ループのたびに回収に行く。

「あのコーラ瓶、みえます？」

　と香屋が言った。

　たしかに二階の窓辺に、コカ・コーラの瓶が置かれている。下に本を積んで高さを調節しているようだ。

「まっすぐ伸ばした腕を窓辺に沿わせた状態で、あの瓶を撃ち抜くと、廊下を越えて隣の部屋まで貫通するはずです。でも秋穂からもらった射撃シュートもどきで試しただけなので、一度、実験しておきたいです」

　なるほど。香屋があの民家にアズチを誘導する。キドと藤永が協力し合い、それを背後から射撃する。大枠ではそういう作戦のようだ。

　だが、ひとつ不満がある。

「コーラ瓶はいらない。藤永は腕のいい射撃士シューターだよ。目でみて狙撃した方がいい」

　この作戦が上手くいくのかはわからないが、まだしも確率が上がるはずだ。

「それも考えたんですが、向こうの部屋のドアを閉めておきたいんですよ。できるだけキドさんたちから意識を逸らしたいし、二分の一を操作したいし。僕がキドさんに空のメッセージを送るので、送信の五秒後に撃ってください」

　ひとつ、わからないフレーズがあった。この少年の言葉はしばしば飛躍する。

「二分の一って、なに？」

「え？　そんなこと言いました？」

「うん。言った」

「ええと、それは、アズチを誘導する話で。結局、こっちの思い通りに動いて欲しいわけだから、向こうの選択肢をできるだけ少なくした方が楽なんです。理想は二分の一。僕を追いかけるのか、追いかけないのか。僕は囮なのか、それとも僕の攻撃でアズチを倒すつもりなのか。僕の声は本物なのか偽物なのか。話は本当なのか噓うそなのか。それに僕は、右の部屋にいるのか、左の部屋にいるのか。そういう、わかりやすい選択肢を作った方が、相手を操作しやすいんですよ」

　わかるような気もするが、ただそんな気がしただけで、まったく理解できていないのかもしれない。

「つまり、二択を外させ続けるってこと？」

「いえ、むしろ当ててもらうのが大事で。自分で考えた気になってることって、疑いにくいんですよね。だから二択を考えるのはアズチに任せて、その設問の方をこちらで用意するんです」

　まったくわからない。

　苦笑していると、話が伝わっていないと気づいたのだろう、香屋が補足する。

「たとえば、最後の問題は『僕がどちらの部屋にいるのか？』です。きっとアズチは正解するけれど、その問題に正解を出すこと自体が間違いで。僕がいる方がわかっちゃうと、もう片方の警戒が薄くなるから、そこをふたりに撃ってもらうのがゴールです」

　色々と、考えがあるようだ。でもこの少年は致命的に説明が下手だ。

　正確に理解することを諦あきらめて、キドは頷く。

「ともかくオレと藤永は、あのコーラ瓶を撃てばいいわけだ」

「はい。僕がメッセージを送ってから五秒後に。でもメッセージの送受信におよそ一・五秒のタイムラグがあるみたいなので、着信からは三・五秒後です」

　いちいち詳細を詰めているのが、なんだか笑える。

　本当にこの少年の言う通りに物事が進行するのではないか、という気がした。ただ騙されているだけだという気もした。これが溺おぼれる者が藁わらをつかむ心境なのだろうか。

「さっそく試してみましょう。すみませんが、キドさんは窓辺の椅子へ。僕のメッセージ送信からいきますね」

　香屋の慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなやり口は、あのカエルを連想させた。カエルの中身なんて考えもしなかったが、意外とこんな少年なのかもしれない。

　──ま、こうなれば仕方がない。

　開戦まで、もう一時間を切っている。別の戦い方を探す時間はない。

　キドは藤永の肩を借りて、ベッドから立ち上がる。そのまま、片足でぴょこぴょこと跳ねて窓辺の椅子まで移動した。香屋に指示された通りに腕を突き出す。なるほど、たしかに端末とコーラ瓶の高さが、綺き麗れいに揃っている。キドの後ろから、肩越しに身を乗り出した藤永が、端末に右手を添えた。

　ちらりと香屋を確認すると、彼は自身の端末を眺めている。

　やがてぴろりんとメッセージが届く。五秒後。いや、三・五秒後。射撃シュート自体におよそ〇・五秒のタイムラグがあるので、より正しくは三秒。

　頭の中でカウントしながら、「いくよ」と呟く。後ろで藤永が頷いたのだろう、彼女の髪が頰に触れる。

　射撃シュート起動。発射。

　光線がまっすぐに伸びる。その線は、イメージした軌跡に完かん璧ぺきに重なっている。コーラ瓶を割り、開いたドアを抜けて、向かいの壁に穴を開ける。

「やった」

　と藤永が、耳元で囁ささやいた。

　だが香屋をみると、彼は不満げだ。

「〇・八秒遅いですね。なにか時間を計れるものを用意しましょう」

　厳しい。というより、必死なのだろう。彼の表情にはずっと余裕がない。キドは藤永と顔を見合わせて、名前のわからない感情で笑う。香屋は信頼できるようで、頼りないようで、でも信じるしかなくて、なんだか笑える。

　その少年はこちらの表情なんかにかまわずに、口早に話を進める。

「僕はアズチから逃げ回る予定なので、これからルートを作りに行きます。だれか射撃士シューターを貸してください。壁が壊せるくらいの」

　淡々と、という表現は、彼には似合わない。彼は慌あわて続けている。あんまりいつも慌てているから、慌てることに慣れている。

　藤永が言った。

「気をつけろよ。リーダーの射線に入ると、お前まで死ぬ」

「大丈夫です」

　香屋はすでにプリントアウトしたマップを握り、それを注視していた。とくに興味もなさそうに答える。

「僕は、アズチに守ってもらいます」
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　試し撃ちでできた、背後の穴を隠すための毛布がずり落ちる。

　それで香屋の視界が開けた。

　目の前に、青白く発光する半球状のドームがある。アズチの全身を包むサイズ。ずいぶん大きくみえる。それが三枚並んだ様は、たしかに安心感を生むのかもしれない。戦場で安心を覚える可能性に、香屋は身震いする。

　アズチはこちらを見下ろして笑っていた。そのぶ厚い胸を打ち抜いて、まっ白な光が目の前に迫っている。だがその光はシールドに阻はばまれて、香屋までは届かない。

　間もなくアズチの顔が歪ゆがむ。彼はなにか言おうとしたようだった。でも開いた口から漏れたのは、小さな咳せき込むような音と、真っ赤な血のしぶきだけだ。そのしぶきも香屋までは届かない。みんなシールドが守ってくれる。

　やがて、大きな音をたてて、アズチが倒れた。ほとんど同時にシールドも消える。その様を確認して、ようやく香屋はつぶやく。

「一秒遅い」

　キドたちの射撃の話だ。どうして最初の実験よりもラグが大きくなるのだろう？　やはり秋穂ほどは信頼できない。

　それからようやく香屋は、毛布の中で握り締めていた左手を開く。その手の中には、包丁があった。民家を回ってみつけてきたものだ。強く握り過ぎていたのだろう、指が強こわ張ばり、なかなか思うように動かない。

　計画には、続きがあった。

　もしもアズチが、すべてを見み透とおしていた場合。たとえば想定よりも早く香屋の能力の詳細に気づき、こちらが無力なのだと知っていた場合。

　アズチはキドの射撃シュートをシールドで受け止めていたはずだ。その場合、彼の背中はこちらに向く。香屋は物理的に彼を刺し殺すつもりだった。どちらが囮なのか、という二択が誤り。どちらも囮で、どちらも本命が正解だ。

　そこまでいかなくてよかった、と香屋は思う。自分に人を殺せていただろうか？　答えはわからない。殺せても、殺せなくてもやはり怖い。

　アズチの端末は、彼の大きな手から零れ落ち、フローリングに転がっていた。それを拾い上げる。ブラックアウトした画面に、目を見開いたひどい表情の香屋が映る。電源ボタンを押しても反応はない。端末は、所有者以外には操作できないと聞いている。

　黒い画面に映った自分を睨んでいた。

　間もなく、香屋の端末が音をたてた。

　──チーム【平穏な国第七部隊】のリーダーの死亡が確認されました。

　──あなたのチームの勝利です。

　その幸福だとは言い難いテキストを二度読んで、息を吐き出す。

　終わった。本当に。これで、とりあえずひとつ目は。でも香屋のギャンブルは、もう少し続く。ここから先は、できるなら命懸けではない形で。

　自分のものとアズチのもの、ふたつの端末を、それぞれポケットにしまった。毛布の中の包丁には、触れたくもなかった。

　それからもう一度、アズチの姿を見下ろす。

　顔はみえない。腹の下に血ち溜だままりがある。背中に穴が空いている。死んでいる。

　──いや、消えろよ。

　と内心で香屋はぼやく。

　ゲームみたいな世界なんだろ。死体なんか、ゲームみたいに消えろよ。

　逃避だ、とわかっていた。この死が薄い世界で、これ以上に死を薄めてはいけない。血は流れ、死体はここになければならない。わかっている。でも、今だけは消えてろよ。

　香屋はその死体から、長いあいだ目を逸そらせなかった。

　やがて腹の底から湧わき上がってきた不快感に身をよじり、這はいつくばって、嘔おう吐としながら泣いた。









　　　第四話　他のどれよりも例外的な能力
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　──チーム【平穏な国第七部隊】のリーダーの死亡が確認されました。あなたのチームの勝利です。

　とメッセージが流れた。

　キドは残されていた左手で、藤ふじ永ながと力強いハイタッチをした。直後、窓から歓声が聞こえる。映画館の方、キネマ俱く楽ら部ぶの面々だ。

　藤永が慌あわてて、窓から顔を突き出してそちらへ叫ぶ。

「極力狩るな。取り込め。ポイントを無駄にするな」

　聞こえただろうか？　わからない。藤永はこちらに「失礼します」と言い残して駆け出していく。ほどほどにね、とキドは彼女に手を振った。

　敗戦で逃亡する敵軍を後ろから狩る、という風な場面を、歴史もののドラマなんかでみたことがある。敵はこちらに背を向けているわけだから、一方的に有利だ。だから仲間を逃がすために、死を覚悟して後方に残る役もあるのだと聞く。

　でも架か見み崎さきでは、そんなこと成立しない。

　もっと一方的に、勝者は敗者を駆逐する権利を持つ。それがチームと領土のルールだ。

　敵リーダーの撃破で戦闘が終われば、そのアナウンスと同時に交戦状態が解け、敗れたチームの領土を勝利チームが取り込む。そして一方的な能力による蹂じゅう躙りんが始まる。

　敗れたチームはデータ上、すでにチームではなく、領土も持たない。つまりもう、能力を使用できない。勝利チームは相手の領土も自分のものとし、その中で自由に能力を使うことができる。

　藤永が叫んだのはひとつの正論だし、長く続くキネマ俱楽部の基本的な指針だ。

　つまり、抵抗できない敵チームを狩ってポイントの半分を獲得するのではなく、仲間に引き込む。あるいは脅しつけてポイントを譲渡させる。こちらの方がチーム全体のポイントでは有利になる。心理的にも抵抗がない。

　──とはいえ今回は、最適解じゃない。

　きっと藤永だってわかっている。

　なぜなら、キネマ俱楽部と戦っていたのは平穏な国の第七部隊だが、領土が隣接しているのは第八部隊だからだ。第八部隊の領土は未いまだ向こうのチームのもので、そこまで逃げ込まれると手の出しようがない。

　データ上の、今回の正解は、問答無用で敵を狩って回ることだろう。わかっている。でも藤永にもキド自身にも、その指示は出せない。

　甘いな、と内心でため息をつく。

　つい先ほど、人をひとり殺したところだというのに。そのことを藤永と喜び合ったばかりだというのに。一方的に有利な立場に立ってしまえば、殺せと指示を出す勇気がない。

　香か屋やなら、それができるだろうか？

　もしあの少年がリーダーだったなら、容赦なく狩りつくせと指示しただろうか？

　わからない。どちらもあり得るような気もしたし、まったく思いつきもしない、突拍子もない指示を出すのではないかという気もした。

　なんにせよ、贅ぜい沢たくな悩みだ。

　先ほどまで、どんな風に死を受け入れようか、と悩んでいたのだから。それをたとえ一時的に先送りできただけだとしても、なんて有り難いんだろう。




　結果、平穏な国第七部隊に所属していた一八名のうち、投降したのが一人、拘束できたのが三人、死者が四人で、残り一〇人には逃亡された。みつけたら狩れ、と指示していれば、死者の数が倍になっていただろう。勿もっ体たいないなという気もしたが、キドにも後悔はなかった。

　そもそも死者四人の中には、あのアズチも入っている。半減とはいえ彼だけで六〇〇〇Ｐを超える収入だ。残り三人ぶんも合わせて、合計で九三〇〇Ｐほど。こちらはもっとも危険な役割を負った香屋、開戦直後にアズチを射撃したピッカラも含めて全員が無事だった。一方的な大勝と言える。

　キドは再び加か古こ川がわに背負われながら、報告を聞いた。

「拘束できた三人は反抗的です。上う手まく脅してポイントを譲渡させて、あとは平穏な国との交渉に使うくらいですか」

「うちはその方針だね。投降してきた一人っていうのは？」

「向こうの検索士サーチャーで──今、リャマが対応しています」

　と、話しているあいだに映画館に着いた。

　入口のガラス戸を開けると、リャマが明るい笑顔を向ける。

「あ。おかえりっす」

　他にもホールにいた数人が、次々と挨あい拶さつを口にする。実務的な話も混じっていた。「第七の物資、どう回収しますか？　飛び地だから難しくって」「次のループ、チームの成長の指針はありますか？　ポイントの配分案を作る時間が──」「コーラかけやっていいですよね？　もうループなんだし」という風に。

　加古川の背中で、長々と話をする気にはなれない。キドはまとめて答える。

「今のリーダーは藤永。彼女に訊きいてよ」

　とはいえ、あとでゆっくり話し合う必要があるだろう。とくに香屋の扱いが難しい。今回の戦果は、実質的には彼ひとりで上げたようなものだが、さすがにポイントを渡し過ぎるとチーム内で反発が強いだろう。

　でも今はそれより、気になることがあった。

　リャマの向かいには見覚えのない少女が座っている。

　長い黒髪の少女だ。レザー製の、小さなリュックを背負っている。手足も首も長く、シルエットは大人びてみえるが、顔立ちは幼い。反面で眉まゆがきりっと上がっていて表情は強い。所々、要素が矛盾していて想像がつきづらいが、おそらくまだ中学生くらいだろうという気がした。

「君が、投降者？」

　彼女は頷うなずく。

「モノと申します。検索サーチ一二〇〇ポイント、強化ブースト九〇〇ポイントです」

　よろしくお願いします、と彼女は頭を下げる。

　計二一〇〇ポイント。大物とは呼べないまでも、充分に中堅だ。能力の編成も一般的で違和感がない。大手は、高ポイントの検索士サーチャーであれば戦場に出さずに情報収集に努めさせる。一方、中堅以下の検索士サーチャーは交戦中のリーダーの補佐役が多く、戦場に出やすいため強化ブーストをつけさせることがよくある。うちのリャマも少し強化ブーストが入っている。

　──正直、ポイントは反対の方が嬉うれしかったかな。

　弱小チームは、とにかく単純な戦力が欲しい。とくに今のキネマ俱楽部は、技能が射撃シュートに寄っている。

　とはいえ、もちろん、新戦力はありがたい。

「オレはキド。少し前までここのリーダーをしていた」

「はい。もちろん存じ上げています。天才、キド」

　思わず笑う。

「懐なつかしいね。でも、オレは凡人だ」

　以前、たまたま上手く転がり込んできた戦果で、そんな風に呼ばれたこともある。でもまったく浸透しなかった。どちらかといえば、もう一方が有名だろうと思う。

　モノはそちらの呼称も知っていたようだ。

「では、ジャグラー？」

「両手が揃そろっていたらね」

　あいにく、左手一本では上手くジャグリングもできない。

　キドは「よろしく」と微笑ほほえんでから、加古川に部屋まで運んでくれと頼んだ。
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　思いのほか被害は少ない。

　昨夜もらったポップコーンを最後に、なにも食べていなかったおかげだ。

　香屋は知らない民家の二階のフローリングで胃の中を空にして、涙を拭ふいてからキネマ俱楽部の本拠地に戻った。途中で、民家のスピーカーに繫つないでいたミュージックプレイヤーを回収し忘れていることに気づいて、取りに戻った。

　映画館のホールでは思わぬ歓待を受けた。人を殺した功績とはいえ、笑顔を向けられるのは悪い気はしなかった。でもまずは口をゆすぎたい。適当な返事を残して化粧室に直行する。うがいをして、そのまま手洗いに頭を突っ込み、水を浴びた。頭の中にこもった熱を洗い流したかった。

　そうしていると、背後から声が聞こえた。

「お疲れ様でした」

　秋あき穂ほの声だ。

　頭をあげる。正面の鏡に憔しょう悴すいしきった顔が映る。人を殺したばかりなのだから当然だ。いや、殺したのはキドと藤永か。でも殺したようなものだ。

　秋穂が、くすりと笑う。

「ひどい顔ですね」

　鏡越しに、香屋は顔をしかめてみせた。

「ここ、男子トイレだよ」

「中には入ってませんよ」

「今、何時？」

「さあ。だいたい、一〇時三〇分ってとこだと思いますが」

「一二時まで寝るんじゃなかったっけ？」

「寝てましたよ。でも、周りがうるさくて」

　ループって寝不足も解消するんですかね？　と秋穂は言う。

　もちろん香屋も答えは知らない。ようやく彼女に向き直り、数歩、近づいた。

「君のおかげで助かった。アズチは僕が射撃士シューターだと信じ込んでたよ」

「戦場でただのライトをぴかぴかさせてるなんて、誰も考えませんよ」

　香屋が選んだ能力は、戦闘で役に立つものではない。なんの危険もない相手をアズチが警戒してくれたのは、やはり秋穂が作ったライトの出来がよかったからだろう。設定画面を少しみせてもらったが、ひたすら項目と数字が並んでいるばかりで香屋には半分も理解できなかった。ここで色を決めるんだな。ここは光っている時間だな。じゃあこれは光の強さかな。──その程度だ。

　髪の水気を両手でわしゃわしゃと飛ばしながら振り返ると、秋穂は顔をしかめた。

「汚いな、もう」

「タオルを忘れたんだ」

「おや？　臆おく病びょう者ものの準備に過剰という言葉はないんじゃなかったでしたっけ？」

「さすがに頭を洗うのが怖いのは、小学二年生で卒業したよ」

　プールの中で目を開けるのは、もう少しかかった。というか今でもちょっと怖い。水中の雑菌が眼球に付着するのをイメージしてしまう。

　秋穂はまだ顔をしかめているが、不機嫌そうではない。目元は笑っている。

「ギャンブルには、勝ったんですね？」

「一戦目はね。おかげで次は、もう少し安全にやれる」

「次の方が、勝つのは難しそうですが」

「もちろん。でも負けても命までは取られない」

　かもしれない。わからない。まあ今回ほど、命懸け、という感じにはならないはずだ。

「秋穂は？　もう寝ないの？」

「うるさいし、枕まくらも合わないので。というか、ループで手足まで治るなら、お肌の荒れもリセットされそうですよね。もしかして私、永遠の美び貌ぼうを手に入れちゃいましたか？」

　美貌、と香屋は、胸の中だけで反復する。

　なかなか感想を口にするのが難しい話題だ。

　嬉しげに頰を押さえていた秋穂が、その手をこちらに伸ばした。

「ともかく、勝利おめでとうございます」

　彼女はその言葉が、香屋を傷つけることを知っている。アズチの死体を思い出して、また震えあがることを知っている。彼女が知っていることを知っているから、香屋は目を閉じた。秋穂の両手が香屋の頰に触れ、そのまま抱き寄せられる。

　少しだけ安心して、答えた。

「うん。ありがとう」

　秋穂が、くすりと笑うのがわかった。

「ところで、ふと思い出したんですが」

「なに？」

「エトランゼの期間限定モンブランは、どうなるんでしょう？」

　いつの話だよ、と思ったけれど、昨日の話か。

　あのマンションに行くのに、秋穂につき合ってもらったときの約束だ。秋穂との約束を破るのは、怖い。

　あー、と口の中で呟つぶやいて、香屋は彼女の腕の中から身を離す。

「今度、考えるよ」

「考えてどうにかなるんですか？」

「考えてみないと、どうにもならないこともわからない」

　架見崎にもケーキ屋はあるかもしれない。いや、でも店名まで指定しちゃったから、ここでは期待薄か。それでもあのカエルにポイントを払ってエトランゼのケーキを作ってもらう、みたいなことならできるかもしれない。なんにせよ希望がないわけではない。

「その辺りのことも含めて、キドさんに相談してみようか」

　ループまでもう、一三時間と少々しかない。急ぐ必要がある。




　館長室のドアをノックすると、「なんだ？」と返事があった。

　キドではない。藤永の声だ。

　香屋はドアを開ける。

「お疲れ様です。相談があってきました」

「お前か」

　藤永は顔をしかめ、ベッドに横たわったキドは微笑む。すでに見慣れた光景に思えた。

　香屋が秋穂と共に室内に入ると、キドが言った。

「完かん璧ぺきだったね。みんな、君に感謝してたよ」

「ありがとうござます」

　まあ、それが目的で命を賭かけたのだ。多少は評価されないと困る。

「疲れたでしょ。今度こそ、安息日の終わりまで戦闘は起こらない。ゆっくり休んでよ」

　安息日とは、架見崎ではループが開けた日──八月一日を指す言葉だ、と聞いた。八月一日は、いったんすべての交戦状態が解除され、さらにこの日は一日、どのチームも宣戦布告を行えない。架見崎では月に一日だけの休日だ。

　香屋は、ついぼやいた。

「死体をみたのは、初めてです」

　いや、違う。これまでにも死体をみたことはある。たとえば小学四年生で祖父を亡なくしたとき。でも病院のベッドに横たわっていた祖父と、アズチの死に様はあまりに違っていた。どちらかといえば、アズチの方が生き物として自然なのだろう。安らかな寝床で死ねる生き物がどれだけいるだろう？　獣の世界では、敗れ、牙きばを突き立てられ、血を流して死ぬ方がイメージしやすい。そのイメージでさえ気分が悪くなる。

　珍しく藤永が、優しい声を出す。

「この世界の死は、純粋な死ではない。元の世界に送り返されるだけだ。気にすることはない」

　その言葉は本心だろうか？

　あのカエルの話を信じる根拠があるのだろうか？

　違うのだ、という気がする。噓うそでも、ごまかしでも、救いになる言葉を信じなければ辛つらすぎる。だから自分を騙だましてでも、信じたいことを信じようとするのではないか。

　藤永の隣で、キドが失った右腕に目を向ける。

「ここはよくできたフィクションだ。そう思っていた方がいいよ。死体だって、ループで消える」

　それは、すでに聞いていた。

　ループは「プレイヤー」をここにきたばかりの状態に復元する。持ち込んだ物も元通りになる。ただし、死者とその遺留品は、ループせずにただ消える。

　架見崎のループを繰り越せるのは、プレイヤーたちの記憶を別にすれば、端末で管理されている情報だけらしい。ポイントはもちろん繰り越す。チームの領土も、データフォルダの中身も。でも端末の外のものは元に戻る。たとえばメモの類たぐいも白紙になる。だから必要なら端末で写真を撮っておけとリャマに言われていた。

　キドの言葉の通り、ここはまるでフィクションの世界だ。ただリアルにみえるだけのゲームの世界だ。なら敵キャラクターを殺したことで、落ち込む必要はない。

　──なんて話で、納得できるか。

　だって僕たちは今も、生きている。腹も減るし、眠くもなる。叩たたけば痛く、息を止めれば苦しい。生きているなら死に怯おびえなければならない。確認のしようもないカエルの言葉なんかに構っていられない。

　──僕は、生き延びるんだ。

　戦っても、敗れても、這はいつくばっても。必ず生き続けるんだ。

　だからまだ、休めない。香屋は言った。

「相談があってきました」

　藤永の方が答える。

「ポイントの割り振りか？」

「いえ」

　否定して、いや違うと思い直す。

「たしかにポイントも関係していますが、それよりもループ明けにある、宣戦布告のことです」

　ふたりが表情を引き締める。

　藤永がため息のようにささやく。

「平穏な国、か」

　当たり前だ。

　弱小が、大手チームに勝利した。相手が分割されたほんの一部で、勝利がたったの一度だけだとしても、勝ちは勝ちで負けは負けだ。事実、キネマ俱楽部の領土は平穏な国に食い込んだ。まず間違いなく反撃がある。なければもっと怖い。この勝利さえ向こうの予定通りで、香屋には想像できない何かに巻き込まれている可能性まで考えなければいけないから。今はループの直後に、平穏な国から動きがあると思った方がいい。

　キドが首を傾かしげた。

「君は、どうすればいいと思う？」

　決まっている。そんなの。

「今回得た領土とポイントを手土産に、他チームに統合されましょう」

　こちらは限定された状況で、たまたま一度、勝っただけなのだから。

「第一候補は平穏な国です。アズチは特殊な契約を結んでいました。その理由を、今すぐ調べたい。例外を作ってでも、戦力を欲しがっている理由があるのかもしれない。上手くやればうちを高く売り込めます。たとえば今回得たポイントをキドさんに集めれば、合計ポイントでアズチを上回ります」

　だれが考えても同じ結論になる。この先、キネマ俱楽部単体では生き残れない。

　そう思っていた。でも、キドは苦笑する。

「それはできない」

「どうして？　平穏な国が不満ですか？」

「どこでも同じだよ。うちは、キネマ俱楽部でなければならない」

　キドはベッドの上から、じっとこちらをみていた。

　奇妙に澄んだ目をしている。表情も柔らかい。なんだよそれ、と香屋は思う。次は今回ほどこちらを舐なめてくれない。このままでは、負けが決まっている戦いがはじまるんだ。場合によっては死ぬ戦いだ。もっと焦あせれ。怯えろ。混乱しろ。まるで、死ぬことを受け入れるような顔をしているんじゃない。

　──だって、そんなの錯覚だろ。

　本当に、いざ死を実感したなら、そんな顔のままでいられるわけないだろ。なら、気づけよ。今、自覚しろよ。想像で震えろよ。

　キドは言った。

「オレには、このチームを守る理由がある」

「死んだら守れません」

「そうだね。言い直そう。オレにはここに、命を懸ける理由がある。もし無意味に死ぬとしても」

　あるかよそんなもの。と、言ってやりたかった。

　でも、口論して彼を説得できるだろうか。

　──生きたまま死ねる生き物なんかいない。

　と、ビスケットは言った。

　──でも人は、生きていることを忘れられる唯ゆい一いつの生き物なのかもね。

　香屋は深く息を吸い、吐いた。自分を落ち着かせる。

「理由を聞かせてください」

　生への執着より強い感情なんて、ない。

　キドがそれを忘れているなら、必ず思い出させてやる。
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　あまりよくない傾向だなと、秋穂は感じていた。

　香屋のベストコンディションは、自分自身に必死で、他人なんかどうでもいい状態だ。周りのすべてが利用できる障害と回避するしかない障害の二択にみえているようなときだ。物も、人も。アズチを相手にしていたときはそうだった。でも、今は違う。きっとキドの言動が気に入らなかったのだろう、香屋は彼に固執しつつある。

　これは、よくない。手を打っておいた方がいい。

　キドの長い話を聞いて、さらにしばらく議論を続けて、だが意見をまとめられないまま館長室を出た。その直後に秋穂は言った。

「トーマなら、もっと上手くやりますよ」

　ぴくん、と香屋の眉が跳ねた。

「そりゃそうでしょ。たしかに、あいつは使える」

　ん？　と秋穂は首を傾げる。トーマの名前を出せば、キドへの意識が薄れるかと思ったが、思わぬ反応だ。

　香屋は続ける。

「別に僕がキドさんを説得する必要はないね。適材適所だ。トーマに頼もう」

「簡単に言いますね」

「やり様はあるよ。あいつは平穏な国にいる」

「正しくは、登録名ウォーターが、です」

　とはいえ秋穂も、内心ではそれがトーマなのだと確信しつつあった。リャマに教えてもらった、「平穏な国内で特殊な契約を交わしている人物」のうちのひとりがウォーターだったのだ。そういうところもトーマを連想させる。

「今日、攻めてくるのがトーマなら最高だったのに」

　と香屋がぼやく。

「どうするつもりだったんですか？」

「寝返って、キネマ俱楽部を差し出す。それでお終しまいだよ。あいつなら投降した相手を悪くは扱わない」

「なるほど」

　第七部隊との戦闘で、投降を選べなかったのはアズチが原因だ。彼は投降した相手でも殺す可能性がある。平穏な国の人員が増えることよりも、自身のポイントに興味があるだろうから。でも先ほどの様子だと、相手が誰であれ、キドは白旗を振ることを許さなかったかもしれない。

「で、どうするんですか？　これから」

「昨夜、捨てた案がある。あまりに不確定要素が多すぎた奴やつだ。でも詰めれば使えるかもしれない。というか、選択肢がほとんどそれしか──」

　と、話しながら廊下を歩いていると、不意に声をかけられた。

「ようやくみつけました」

　脇わきにあるドア──映写室だ──から、ひょこりと女の子が顔を出している。見覚えのない少女だ。秋穂よりも少し背が高いが、おそらく中学生。皆が騒いでいた、平穏な国から投降してきた検索士サーチャーだろう。

　彼女はまっすぐにこちらに歩み寄り、香屋の前で足を止める。

「君が、アズチを倒した新人くん」

　多少はほぐれていた香屋の雰囲気が、またぴりりと尖とがるのを感じた。彼は気難しい小型犬みたいに、初対面の相手はとりあえず警戒する。

　仕方なく秋穂は口を開く。

「初めまして。私はあっきー。名前の後ろに音符をつける感じで呼んでください。こちらは香屋で、おっしゃる通り、ふたりとも新人です」

「はい。ご紹介ありがとうございます。もちろん知ってます」

　少女は微笑んで、どちらかというと香屋に名乗る。

「私はモノ。先ほどまで平穏な国にいましたが、今は無所属です。許可をもらえればキネマ俱楽部に入るつもりです。ちなみにモノというのは、ギリシャ語で『ひとつの』という意味ですが、私の場合は消しゴムが由来です」

　あのデザインが好きなのです、と彼女は言う。

　秋穂は香屋と顔を見合わせた。──なにを言っているんだ、この子は。

　モノは笑う。

「探していました。香屋くん」

　香屋が、心底不快そうに顔をしかめる。

「そう。なんの用？」

「私は君のファンになりました。写真を撮らせてください」

「嫌だよ」

　まあ、当然だ。この少女──モノはつい先ほどまで敵チームにいた人間だ。平穏な国に顔写真が出回るなんて、秋穂だって非常に嫌だ。

「残念です。じゃあ撮ります」

　そこの接続詞は、せめて「でも」であってほしい。

　彼女は端末のカメラレンズを香屋に向ける。

　香屋は「わ」と叫んでレンズに背を向ける。そのまま秋穂の背後に隠れた。

「なに盾にしてるんですか私だって撮られたくないですよ」

「大丈夫だよ君の永遠の美貌はきっと平穏な国にも通用する」

「いまさら自じ虐ぎゃく的てきな冗談を蒸し返さないでください、さっきは無視したくせに」

「あれ？　本当に本気で言ってるんだと思ってた」

　じゃれながら背後を取り合っていると、モノが小さな唸うなり声をあげた。

「む、ブレてる。意外とすばしっこいですね」

　諦あきらめたのか、彼女は端末をポケットにしまう。まあ、同じチームになればこっそり写真を撮られる機会くらいいくらでもあるだろう。あまり意味のある抵抗ではない。

　モノはかわりに、背負っていたリュックを下ろし、中から薄く、小さな箱を取り出す。

　彼女はそれを差し出した。

「お近づきの印に、どうぞ」

　もちろん香屋は手を伸ばさない。

「なに？」

「スマホケースです。ちょうど端末にもあうサイズですよ。差し上げます」

「いらないよ。どうせ壊れないんでしょ、端末」

「おしゃれですよ。みんなと同じって嫌じゃないですか？」

「僕はできるだけみんなと同じがいい」

「平穏な国ではスマホケースを使うのが一般的ですよ。大きな電器店があるのです」

　嫌がる香屋の胸に、モノが強引にその小箱を押しつける。

「それでは、今後ともよろしくお願いします」

　と言って、ぺこりと彼女は頭を下げた。

　背を向けた彼女を、香屋は無言で見送る。不機嫌そうだ。厄介事が増えたのが気に入らないのだろう。彼はつぶやく。

「あの子は仲間にしないよう、キドさんに頼もう」

「そうですね」

　でも応じてもらえるだろうか？　まあ、この程度の我わが儘ままが通らないなら、香屋が命懸けでアズチに勝利した意味がない。

「で、これからどうするんですか？」

「できるだけ調べるよ」

「なにを？」

「平穏な国と、それからミケ帝国を」

　ミケ帝国。キネマ俱楽部の南東に位置する、平穏な国ほどではないが大きなチームだ。架見崎は大手が三つ、中堅が五つ、例外が一つとあとは流動的な弱小チームで構成されていると聞いた。ミケ帝国は中堅に位置するが、その中では有力らしい。

「私は、寝ててもいいですか？」

「いいよ」

　香屋がちらりと端末の時刻表示に視線を落とす。秋穂もそれを覗のぞき込んだ。表示されている時刻は、だいたい正午になったところだ。

　端末をしまって香屋が続ける。

「でも夕方には目を覚ましてね。お遣いを頼みたい」

「自分で行ってくださいよ。エトランゼのモンブランもまだなのに」

「君の方が向いてるんだよ。ケーキはまあ、そのうちなんとかする」

「どこに行かせる気ですか？」

「ミケ帝国」

　秋穂は息を吐き出した。

　それから、ドリンクセットなの忘れないでくださいね、と釘くぎを刺しておいた。
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　ループまでの時間は、慌ただしく進んだ。

　キネマ俱楽部の面々は勝利に浮かれながら、でも今後の平穏な国の動きに内心では怯えていた。

　香屋は案をまとめ、それをキドに提出した。キドはそれを受け入れて、一通の手紙を書いた。ミケ帝国のリーダーに宛あてたものだ。秋穂は大きな荷物を受け取り、リュックに詰めてキネマ俱楽部を出た。

　そして、ループの直前──午後一一時。

　藤永は館長室のドアをノックした。
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「こんな時間にどうしたの？」

　とベッドの上でキドが微笑む。

　藤永は入室し、音をたてないようにドアを閉める。

「リーダーを返しに来ました」

　あと一時間でループだ。それで、キドの手足も元通りだ。ループ後は慌ただしくなりそうだし、正直、感情的にもさっさとリーダーなんてものは投げ出したい。

　キドに歩み寄りながら、藤永は端末をポケットから取り出す。画面を操作した。──チーム【キネマ俱楽部】のリーダーを、キドに譲渡します。ＯＫ？

　ＹＥＳ。これでキドの方の端末に表示されるメッセージに、彼がＹＥＳと答えるとリーダーの譲渡は完了だ。

　だが彼は長い時間、端末のモニターを眺めていた。

「正直、オレはリーダーに向いていないと思う」

「貴方あなただから、この小さなチームが今まで存続してこられたんですよ」

「でもね。今回は本当に、危なかった。大おお原はらがいなければ死んでいた」

　大原はうちの強化士ブースターだ。だが補助サポートスキルで怪け我がを治療する能力を獲得している。

「でも、前線で貴方が戦ったから、引き分けに持ち込めました」

「いや。あのときオレは、後ろにいるのが正解だった。無茶をして、結局、モモとダフロも助けられなかった」

　香屋たちにはまだ説明していないルールがある。リャマ辺りがすでに話しているかもしれないが、藤永の口からは言う気になれなかったルールだ。

　──架見崎の住人が死亡した位置に、優先的に新人が現れる。

　香屋と秋穂がキネマ俱楽部に現れたのは、直前のトリコロールとの戦闘でふたり死んでいたからだ。

　藤永は微笑む。

「では、みんな諦めてしまいましょうか。香屋が提案していた通り、平穏な国の傘さん下かにでも入ってしまいましょうか」

　キドも笑った。

「それはできない。悪かったよ」

　ぴろりん、と端末が音をたてる。──チーム【キネマ俱楽部】のリーダーに、キドが設定されました。

　彼は感慨深げにモニターをみつめる。

「何回目だっけ」

「七回。もうすぐ、八回目です」

　ループ数の話だ。キネマ俱楽部が現在の形になってからの。

　それが二ふた桁けたになるまでは、必ずこのチームを守るとキドたちは約束していた。

「よかったんですか？」

「ん？」

「香屋の案で。詭き弁べんみたいなものです」

「どうかな」

　はは、と彼は笑う。戦場に立っていないキドは、少し気弱な青年にみえる。

「うちは弱小だからね。使えるカードはなんでも使おう。オレが頭を捻ひねるより、香屋くんに任せた方が勝率は高そうだ」

　反論したかったが、上手く言葉にできない。

　弱小にとっては天敵だと言われていたアズチを、香屋はあっさりと下したのだ。認めざるを得ない。新人としては、破格のカードではある。

　どうにか、藤永は言った。

「ですがうちで、もっとも優秀なプレイヤーは貴方です」

　ありがとう、とキドは微笑む。

「実はオレも、ちょっとは自信がある。前線でならそこそこ使える駒こまだと思ってる。ポイントで二割増しくらいの相手までなら、どうにかやり合えるよ。でもそれは、リーダーとしての能力じゃない」

　かつて、ふたりがループを数え始める前。

　キドはキネマ俱楽部のエースだった。絶対的なリーダーに仕えるエースだった。うちの黄金期といえる。当時、キネマ俱楽部は中堅のひとつに数えられていた。

　ふいに不安に駆られて、尋ねる。

「まさか、香屋をリーダーにするつもりですか？」

　そんなわけない、と思っていた。期待通りにキドは首を振る。

「一〇ループ目が終わるまでは、少なくともここはオレのチームだ」

「そのあともずっと、キネマ俱楽部は貴方のチームです」

「だといいね。努力しよう」

　まるで本心ではなさそうな声で、彼はそう言った。でもその言葉が噓ではないことを、藤永は知っている。

「香屋に釘を刺しておきます。うちはキドのチームだ、と」

　彼が使えるカードなのは認めるが、変に増長されても困る。

「それは難しいな」

「ええ。簡単に言うことを聞く奴だとは思えませんが──」

「じゃなくて」

　彼はいたずらっ子のように、ぴょんと眉を跳ね上げて笑う。

「香屋くんはミケ帝国に行ってもらった。秋穂ちゃんも一緒に」

「は？」

　藤永はキドを睨にらみつける。

「聞いていませんよ？　どうして」

「本人が行きたいっていうからだよ」

「馬ば鹿かですか貴方は」

「ひどいな。昔はこれでも、天才って呼ばれていたのに」

　藤永は額を押さえる。ポーズではない。実際に、頭がずんと重くなったように感じた。

　ミケ帝国と同盟を組む方向で動くことは、聞かされていた。だがすでに、そこまで話が進んでいるとは考えもしなかった。

「わかっているんですか？　新人にしては望外なポイントを渡しているあいつが、最大手のひとつに目をつけられているうちから出て行ったんですよ？」

「うん。よく働いてくれるね」

「裏切りと寝返りを疑って当然でしょう。あいつらには、うちに肩入れする理由なんてなにもありません」

　人選があり得ない。このタイミングでミケ帝国と交渉するなら、まず私を使うべきだと藤永は思う。誰が考えてもそれが正常な判断だ。

　キドは苦笑を浮かべて、頷く。

「そうだね。でも、困難な状況で決断を下すのがリーダーの仕事でしょ」

　今回は頑張ってみたよ、と彼は呑のん気きだ。

「やっぱリーダー返してください」

　藤永はくしゃくしゃと髪をかき乱した。

　──でも結局、うちはこのリーダーを信じるしかないんだ。

　かつて、もっともよく戦線に立っていたとき、キドにはもうふたつ名前があった。

　天才。それと、ジャグラー。

　彼の戦い方と、格上を手玉に取る様からつけられた名前だ。当時のキドの姿を、キネマ俱楽部の面々は忘れられない。もちろん藤永も。戦場でまともに戦ってキドが敗れる姿は想像がつかなかった。

「今は香屋くんたちに期待しよう」

　と、キドは軽く笑ってみせた。
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　そのとき、秋穂栞しおりは図書室にいた。

　どこの学校にもあるような、木製の書架が並ぶ図書室だ。

　事前にリャマにメッセージを送ってもらい、夕刻ごろにチームの境界を越えた。映画館からミケ帝国の領土までは、たかだか二〇〇メートル程度しか離れていない。架見崎自体が五キロ四方程度のサイズしかないらしい。歩いて足が疲れる距離ではないが、腕は疲れていた。無地のＴシャツの袖そでに金属バットを通し、白旗代わりにずっと掲げていたのが理由だ。

　ミケ帝国。

　領土面積三位、人員数五位。チームの総ポイントは一二万ほどで、こちらも五位。中堅の中でも上位に位置する勢力だ。「怖いチームだよ」とリャマが言っていた。「あそこに狙ねらわれるのは、事故みたいなもんだからな」と。

　ミケ帝国の領土をみると、彼の言葉の意味がよくわかる。宣戦布告の対象にするチームがあまりに不規則なのだ。結果、領土は嫌に細長く、複雑な形になっている。一見する限りでは適当に手を伸ばしている風にしかみえない。

　夕刻にミケ帝国の領土に入った秋穂は、間もなく三人組の男に声をかけられた。みんな二〇代にみえるが、ひとりは背が低く、ひとりは太く、ひとりはひょろりと背が高い。バランスが良すぎて冗談みたいな三人組だ。Ｔシャツ、ワイシャツ、ジャージと服装はばらばらだが、色は黒で統一されている。

「ふたり、来ると聞いていたが？」

　そう言ったのは、中心に立っていたチビだ。とはいえ秋穂や香屋よりは背が高い。

　秋穂は適当に答える。

「いいじゃないですか、減るぶんには。お手洗いから出てこないから置いてきたんですよ」

　無茶苦茶な言い分ではあったが、元々、向こうもあまり気にもしていなかったようだ。イメージ通りにラフなのがチームカラーなのかもしれない。

「こい」

　と言われて、秋穂は彼らの後に続いた。

　ミケ帝国の領土は、キネマ俱楽部よりも建物の状況が良いようだ。全壊というのはあまり目につかず、壁が欠けたりひび割れたり、と言った感じだった。ちょうど夕暮れ時だったこともあり、その街並みはゴーストタウンのようにみえた。遠くの大きな団地なんかは、ホラー映画の舞台になりそうだ。

　秋穂が案内されたのは、高校だった。よっつの校舎に加えて、大小ふたつの体育館がある。門には県立羽は矢や納な高校、とある。

「ここで待て」

　と言われて、秋穂は首をかしげる。

「ここって、校庭ですか？」

「どこでもいいよ。この高校で待ってろ」

　本当に雑だ。気楽ではある。

「腹が減ったら学食な。冷蔵庫になんかはある」

　と、太ったひとりが言った。役割に忠実だ。

　秋穂は図書室をみつけ、本の背表紙を眺めて過ごした。途中、学食に行き、袋ふくろ麵めんにハムを加えたものを作って食べた。本当は冷蔵庫にあったネギも気になっていたけれど、なんだか悪くなっている様子だったので控えた。

　四、五時間も待たされただろうか。ループまであと一時間というところで、ドアが開いた。

　現れたのは背の高い女性だ。おそらく二〇代の半ばだろう。身体からだつきは細いが、だぼついた、白とピンクのボーダーの上下を着ている。たぶんパジャマだ。今まで眠っていたのか、元々そういう顔なのか、垂れた目を極端に細めている。

「本が好きなのか？」

　とその女性は言った。

　秋穂は手にしていたハードカバーを、音をたてて閉じる。

「いえ。暇なのが嫌いなんです」

「そうか。名前は？」

「あっきー。キネマ俱く楽ら部ぶの新人です。貴女あなたは？」

「白しろ猫ねこ」

　ミケ帝国リーダー、白猫。

　この表現は、あるいは正確ではないのかもしれない。

　リャマの話では、ミケ帝国は三権分立だ。その区分けは司法、立法、行政ではないけれど、三人の権力者がそれぞれの分野で責任者をやっている。とはいえ架見崎のルール上、リーダーをひとり設定する必要があるから、白猫がリーダーとなっている。

　秋穂は隣の椅い子すに置いていたリュックを開き、中身を取り出した。

「これ、つまらないものですが」

「なんだ？」

「主にコーラとポップコーンです」

「ポップコーンは好きだ。コーラは苦手だ」

　秋穂がリュック一杯のコカ・コーラと紙袋に入ったポップコーンを机に並べているあいだに、白猫は向かいの席に座った。

「ともかく、ありがとう」

　そう言って彼女はコーラ瓶を手に取った。王冠を机の端にひっかけ、勢いよく下に引いて開ける。中身が吹きこぼれるのも気にせずに口をつけた。

「コーラ、苦手なのでは？」

　瓶から口を離して、彼女は答える。

「ああ。やっぱりまだ、苦手だった」

「まだ？」

「知らないあいだに得意になってるかもしれないだろ。だからたまに試す」

「なるほど」

　猫らしく、好奇心が旺おう盛せいだということだろうか。ただの奇人だという気もした。

　彼女はとん、と音をたててコーラ瓶を置いた。

「で？　話があるんだろう？」

「はい。ちょっと困ってるんですよ。キネマ俱楽部はループ明け、平穏な国から戦争を吹っ掛けられる予定で」

「戦えばいい」

「勝ち目がありません」

「なら、上う手まく負けろ」

「助けてください。協力してもらえるなら、素敵なプレゼントを用意しています」

　白猫はちらりと、ひと口飲んだだけのコーラ瓶に目をやった。

「コーラとポップコーンか？」

「はい。それと──」

　秋穂はポケットから封筒を取り出した。

「これを」

　白猫は細い目をさらに細める。

「なんだ？」

「うちのリーダー、キドの委任状です。私の発言はすべて、キネマ俱楽部の総意だとお考えください」

「どちらでも変わらないよ。チームの言葉でも、少女の言葉でも」

「他に、もう二枚あります。一枚は具体的な同盟の提案で、もう一枚は香屋歩あゆむの能力の詳細です」

　秋穂は封筒を、白猫の前に差し出す。

　白猫はそれをちらりとみたが、手は伸ばさなかった。

「能力で困ってはいない。欲しければ、うちのポイントで取る」

「いえ。その他能力オリジナルは、架見崎にひとつしか存在できないはずです。類似するものも取れないと聞いています」

「戦力は揃っている」

「はい。香屋の能力は、まったく戦力になりません」

　白猫が、口元で笑う。

「ずいぶん生意気な口の利きき方だな」

「気になりますか？」

「いや、ただの感想」

　やはり好奇心が強いのだろう。白猫は封筒を手に取り、長い爪で破った。一枚目、キドの委任状を乱暴に読み飛ばし、香屋の能力の詳細に目を向ける。

　──ミケ帝国の領土の伸ばし方には、傾向がある。

　と香屋は言った。

　──たぶんだけどね。あのチームは僕の能力に、高い値段をつけてくれる。

　とはいえ、高ければ高いで問題もある。

　その他能力オリジナルは架見崎にひとつしか存在できない。だから香屋の能力を、白猫が本当に求めていたなら、危険だ。香屋を殺してしまえば、彼の能力はもう架見崎に存在しないことになる。新たにミケ帝国が取り直すことができる。だから香屋自身はここに来なかった。

　手紙を読んだ白猫が、細い目を見開く。見開いてもやはり細いままだ。

　秋穂はほほ笑む。

「信用できなければ、検索士サーチャーを使ってください。その他能力オリジナルの詳細だってわかるはずです」

　白猫は首を振る。

「その他能力オリジナルの検索サーチには時間がかかる。ループに間に合わない」

「なら今は、とりあえず信じてください。そのための私です。手紙がもし噓だったとしても、私は貴女の手元に残ります」

「人質ということか？」

「はい」

　ここまでやれ、とは、香屋には言われていない。

　だが、やりすぎだということもないだろう。むしろ都合がいい。平穏な国に狙われるキネマ俱楽部に戻るより、ミケ帝国に留まっていた方が安全に思える。なんならこのまま、本当にキネマ俱楽部から鞍くら替がえしてもいい。

　秋穂は言った。

「うちが提示する条件で同盟を結んでいただけるなら、香屋歩は、貴女のために能力を使います。さあ、お返事を」

　内心ではこのフィクションのようなシチュエーションに、少しわくわくしてもいた。
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　ループの直前、香屋歩は暗くら闇やみの中で、じっと息を潜めていた。

　とはいえ完全な闇ではない。端末が放つ白い光が、妙に目に痛かった。

　時刻表示はすでに午後一一時五五分になっている。何度も何度も心の中で「やばい」とつぶやいていた。何百回目かで、ようやく、メッセージが届いた。

　秋穂からだ。

　──白猫さんは興味を示しています。でも、具体的な話に進めるには、あとのふたりの意見を聞く必要があるようです。

　よし。予定通りだ。

　──白猫さんの質問を聞きました。

　うん。その内容次第で、今後の展開が決まる。

　──なぜ、架見崎は滅びたのか？

　は？　と声が漏れた。すぐに返信する。──いや待ってよそんなの僕のポイントで、

　と、そこで。

　香屋の視界が、揺れた。

　これは？　経験がある。そうだ。あのマンション。玄関を入ったときと同じ。

　そこまで考えて、香屋の意識は途絶えた。
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　ループと能力の獲得、拡張については、リャマから説明を受けていた。

　八月三一日の終わり──二四時になると共に、ループが発生する。

　そのとき架見崎の住人は皆、運営者たちの部屋に招かれる。

　およそ一〇〇〇人が招かれるのだから、部屋の中は一杯になっているはずだ。だが不思議と、そこにいるのはあのマリオネットたちを除けば、自分ひとりだけなのだという。運営は時間を引き延ばす能力が使えるというのだろうか。きっとなんでもやりたい放題なのだろうな、と香屋は思う。

　瞼まぶたを開けると、天井がみえた。

　特別な感じはしない、なんてことのない白いクロスを張った天井だ。

　身体を起こし、周囲を見渡す。一〇畳ほどの部屋にいる。壁は白い。床はややピンク色がかってみえる無む垢く材ざいのフローリングだ。その部屋の端に置かれたベッドの上に香屋はいた。黒いアイアンのシングルベッドだった。

　ベッド以外の家具はない。すぐ右手の壁には窓があり、深い緑色のカーテンがかかっている。一応、端をつかんでずらし、外を覗いてみる。以前もみた、崩壊した街がそこにある。架見崎。

　床に足をつき、立ち上がった。靴を履いたまま寝ていたようだと、それで気づいた。ひとつだけあるドアに歩み寄り、押して開けた。

　先は広い部屋だ。パイプ椅子と長机が置かれ、その長机には三体のマリオネットが並んでいる。一昨日おとといとまったく同じ──強いていうなら、香屋が出てきたドアが違っているだけだ。前回は廊下を通り、マリオネットたちの正面に出た。今回は寝室から、彼らの右手に出た。

　カエルがくっと首を回す。

「お久しぶりです」

　たしかに、時間以上に久しぶりだという気がする。

「ここって、なんなんですか？」

「今はもうないマンションですよ」

「いえ。今はあるでしょう」

　香屋はとんとんと、スニーカーの靴底で床を叩いてみせる。

「たしかに。では、少し前までなくなっていたマンションです」

　どうぞ、とカエルはパイプ椅子を指した。その椅子がひとつしかないことも、前回からの変化といえば変化か。

　香屋はパイプ椅子に腰を下ろす。

　カエルが作り物の笑みをこちらに向ける。

「大活躍でしたね。デビュー戦の勝利、おめでとうございます」

　このカエルに言われても、素直に喜べない。

「僕らをあのタイミングでキネマ俱楽部の領土に落としたのは、偶然ですか？」

「それがご質問ですか？」

　嫌なカエルだ。

「いえ。ただの雑談です」

「なるほど。ま、それくらいお答えしましょう。ただの偶然。私共は、どのチームにも肩入れしません。もっというなら、あなたは本来、今日架見崎を訪れる予定でした」

　まあ、それはそうか。香屋たちが二日早くこのマンションに来たことまでは、カエルにだって操れなかったはずだ。

「じゃあ──」

　続けて尋ねようとした香屋を、カエルは手のひらで止める。

「雑談はなしにしましょう。なにせこちらは、一〇〇〇人を相手にしなければいけませんから」

　もう少しサービスしてくれてもいいじゃないか、と思ったが、仕方がない。

　情報には価値がある。つまり、コストを払えということだ。

　カエルは言った。

「さあ、他のどれよりも例外的な、あなたの能力を始めましょう」

　香屋のその他能力オリジナルは、カエルによって「キュー・アンド・エー」と名づけられた。

　強引に、運営者から情報を引き出すための能力だ。
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　一昨日、このマンションで与えられた一五分だけの質問時間を、香屋はほとんど能力について知ることに使った。

「──では、消費型の能力の効率は？」

「質問が抽象的ですね」

「たとえばスタンダードの射撃シュートでは、一Ｐごとに威力を一上げられますね。では、消費型では一Ｐで威力がどれだけあがりますか？」

「設定次第です。まあ、シンプルに組めば一Ｐにつき威力三といったところです」

「ではポイント以外を犠牲にしたら？」

「私共が協議して決定いたします。たとえば？」

「寿命」

「それは無意味です」

「どうして？」

「架見崎を理解すればわかりますよ。ほかには？」

「身体の自由。能力を使うたびに僕の指が一本ずつ動かなくなる、という設定だとどうでしょう？」

　思い切った質問のつもりだったが、もちろんカエルは表情を変えない。マリオネット恐怖症になりそうだ。

「許可します。どれだけ強化できるのかは、能力次第ですね」

「言ってみただけです」

　指が動かなくなるのは怖い。先ほどの寿命というのも、もちろん本気ではない。続けて提案した。

「では、記憶というのはどうですか？」

「許可します。ただし『架見崎内であなたしか知らない情報』に限らせていただきます」

「その情報の価値は、運営者が判断するんですか？」

「もちろん。そして一度交渉のテーブルに出した記憶は取り下げられない、といった制限を設けさせていただきます」

「それはハードルが高いな。どうして、そんな条件が必要なんですか？」

「おわかりでしょう？　私共が貴方の記憶につける値段だって情報です。思いつくままに記憶を並べて、その価値を尋ねて、結局すべてを取り下げ、なんてことができてしまえばバグのようなものですから」

　このカエル、気持ち悪い。返事が明らかにこちらの狙いを読んでいる。

　香屋は息を吐き出した。

「架見崎において、情報には価値がある」

「もちろんありますよ。どこでだってあります。さあ、そろそろ能力を決定していただけますか？」

　カエルが大げさに、糸で吊つられた両腕をばんざいの形に持ち上げた。

　香屋は顎あごに手を当て、細く長く息を吐く。

「やっぱり、ポイント消費型というのが効率的そうです」

「了解いたしました。それで？　ポイントを消費して、どんなことをしたいんですか」

「だいたいわかっているでしょう」

「はい。だいたいしかわかりません」

　このカエル、本当にむかつく。

　頰の辺りがぴりぴりと震えた。相手がこいつなら、選ぶ能力を間違えているのではないか？　でも香屋の目的に叶かなう能力は、他には思いつかない。

　覚悟を決めて、言った。

「架見崎の情報を知りたい。僕の疑問に、噓うそ偽りなく答えを出せるような能力が欲しい」

「それは、ずいぶん高くつきますよ？」

「たとえば、どれくらいかかりますか？」

「まったく制限なく、どんな質問にでも答えろ、という話であれば、ポイントには換算できませんね」

「おや？　その他能力オリジナルはなんでも獲得できるのでは？」

「では一〇〇〇万Ｐとしましょう」

「それって獲得可能なポイントなんですか？」

「我々の設定次第では。今は無理です」

　鼻で笑ってしまう。

　香屋は時計に目を向けた。残り時間は五分を切っている。そろそろ、詰めていった方がよいだろう。

「たとえば『質問ごとにポイントを消費する能力』を設定したとしましょう」

「はい。しましょう」

「でも、そんな能力、無意味ですよね？　だって質問ひとつのために非現実的なポイントを追加請求されたなら、無能力と同じです」

　質問する能力を一〇〇〇Ｐで獲得できたとして、さらにひとつの質問に一〇〇万ポイント、なんて言われたらどうしようもない。

「まったくです」

　カエルは頷うなずき、それから両手を広げた。

「では、大サービスです。線引きをいたしましょう」

「線引き？」

「今、ひとつだけ質問をしてください。それが何ポイント必要なのかをお教えいたします」

「貴方たちの目的」

「二〇〇万Ｐ」

　ふざけている。

「もうちょっと、現実的な話になりませんか？」

「いえ。二〇〇万は不可能ではありません。前例はありませんが」

　なるほど。現状では、一〇〇〇万Ｐはあり得ないが、二〇〇万Ｐは可能性がある。今、そんなことがわかっても意味は薄い。

「ちなみに、これまでいちばん多くポイントを集めた人は、どれくらい？」

「お答えできません。他者のポイントを知るというのは、検索サーチ能力ですから」

「そういえば、どうやってポイントを集めるんですか？」

　カエルはくつくつと肩を揺らした。

「あなたは質問の順序が独特ですね。基本は奪い合いですよ」

「奪い合い」

「敵を倒せば、相手が持っていたポイントの半分を獲得。それから、条件をみたせば譲渡することも可能で、こちらでは数値がそのまま移動します。一方が一〇〇Ｐ失ったなら、もう一方が一〇〇Ｐ増える」

　なるほど。と香屋は、小さく呟つぶやく。

　架見崎の人口が一〇〇〇人、みんな初期値は一〇〇〇Ｐなら、計一〇〇万Ｐ。これでは二〇〇万Ｐは集まらない。でも新人が倒されて、倒した方が五〇〇Ｐ獲得し、そのあとでまた一〇〇〇Ｐ持った新人が補充されるなら、差し引きで架見崎全体のポイントが五〇〇Ｐ増えている。少なくとも今、架見崎の総ポイントは二〇〇万以上あり、一〇〇〇万よりは少ない、ということか。

「ポイント譲渡の条件というのは？」

「チーム内であれば無制限に。そうでなければ、互いにシステム画面から専用のページを開いて端末をぶつけ合う必要があります」

　なら、ルールとしての言葉は同じでも、そのふたつの「譲渡」はまったく別の意味だろう。チーム内であれば戦力のバランスを取る、あるいは一点に集中して強化するなどの戦術になる。だがチーム外であれば、大半は恫どう喝かつの類たぐいなのだろうと思う。

「さあ、そろそろ時間ですよ？」

　とカエルが言う。

　どこが時間だ。まだ三分半ある。だが、文句を言っている暇がないことも事実だ。

　カエルが話を戻した。

「あなたが獲得するのは──仮に私共の目的についての回答を求めた場合、二〇〇万Ｐ消費する能力、でいいですか？」

「嫌です」

　いいわけがない。

　香屋は尋ねる。

「あなたたちの目的は世界征服である。これに、イエスかノーで答えてもらう場合は？」

「正確にはお答えできません。ですが、極めて現実的なポイントになります」

「なるほど。イエス、ノーの縛りは有効みたいですね」

「ええ。その通りです」

「では、『あなたたちの目的』と尋ねた場合と、『あなたの目的』と尋ねた場合で、必要ポイントは変化しますか？」

「お答えできません。この場で情報収集されても困ります」

　このカエル、サービス精神がない。

「ま、いいや。じゃあ僕はその能力にします」

　カエルがこくんと頷いた。

「了解しました。では、その能力、を明言してください」

　ネコは微動だにせず、フクロウは頰ほお杖づえをついている。もちろんマリオネットは表情を変えないが、なんだか呆あきれられているような気がした。話が長くなったのはカエルのせいもあるのだとわかって欲しい。

　頭を捻って、香屋は欲しい能力を説明する。

「僕が知りたいことを教えてくれる能力。質問ごとにそちらがポイントを設定し、僕はそのポイントを消費して使用する。そのままでは高額な質問も、イエス、ノーの縛りを追加することで現実的なポイントになる」

　カエルは呆れた風に肩を落とした。

「言葉が抽象的ですね。現実的、の認識は人によって違います」

「あなたが先に使った言葉ですよ？」

「通常の会話とルールテキストを同列に扱うわけにはいきません。イエス、ノーの縛りを追加することで、必要ポイントが減額される、とさせていただきます」

「どれだけ減額されるのかは、貴方が決めるんですか？」

「私たちが。不満はないでしょう？　質問に対しての必要ポイントを決める権利をこちらが持つなら、同じことです。私たちは答えたくない質問には答えなくてもいい」

　まあ、その通りだ。

　時計をみる。残り時間は二分少々。

「ふたつ、ルールに追加を。まずひとつ。貴方たちは、同じ質問に対して一度宣言したポイントを増額してはならない」

「いいでしょう。ふたつ目は？」

「僕が質問した時点で持ちえないポイントを請求してはならない」

「持ちえない、の定義は？」

「架見崎全体での総ポイント、ですかね。もしもそれを、僕がひとりで集めることが可能なら」

　カエルは右手を左肘にあて、左手で顎に軽く触れる。

　無言の時間が不安になる。だが、カエルは答えた。

「うん。面白い。理屈の上では、あなたは架見崎中のポイントを集めることが可能です。私共が求めるポイントは架見崎中にあるポイントの総額を越えてはならない、を採用いたしましょう」

　通った。

「わかりました。それでいい」

　表情を変えないように香屋は頷き、それに合わせてカエルも頷いた。

「ちなみにこの能力であれば、獲得に必要なポイントは一〇〇万です」

「無茶苦茶だ」

　つい大声を上げた。

「これまでの話し合いは、なんだったんですか」

　もう残り時間は一分ほどしかない。

　だがカエルの方が、呆れた風にため息をついた。少なくともそういう動作をした。

「先ほど申し上げたでしょう？　無数に質問する権利を与えると、必要ポイントから色々とわかることもある──ですから、こんな手順を付け加えさせていただきます」

　カエルは左腕を伸ばし、三本しかない指のひとつを立てた。

「まずあなたが、規定された個数の質問候補を出す」

　続いて、ふたつめを立てる。

「私共がそれぞれの質問に必要ポイントを設定する」

　そしてみっつめ。

「あなたはその中から質問を選ぶ」

「選べるのは、ひとつだけですか？」

「所持ポイント以内でしたら、複数選択していただいてかまいません」

「なるほど」

　カエルがさらに右腕を伸ばして、指を一本追加する。

「最後に私どもがその質問に答え、あなたがポイントを消費して、効果が終了」

「それで、いくらになりますか？」

「質問候補の数をふたつ、このやり取りを月に一度として、ちょうど一〇〇〇Ｐ」

　香屋は秒針が回る時計を睨みながら、言った。

「質問候補の数が少なすぎます。せめて、一〇は欲しい」

「数を増やしたければ、別の制限をお付けください」

「では、能力の獲得そのものでもポイントを消費する、では？」

　んん、とカエルは唸うなった。

「大サービスです。許可しましょう。でも、能力の内容は変化しません」

「わかりました。とりあえず、追加で」

　ごちゃごちゃとしたやり取りをする時間も勿もっ体たいない。

　ゲーム開始時の合計ポイントを減らす、というのは、香屋にとってメリットだ。獲物としての価値が下がる。つまり、多少なりとも狙われにくくなるはずだ。ここは素直にサービスされておこう。

　続けて香屋は言った。

「もうひとつ。僕、香屋歩は、今後これ以外の能力を一切獲得できない、では？」

「いいでしょう。では質問候補の数は五つとしましょう」

「まだ少ない」

「極めて例外的な能力です。それに──」

　カエルが奇妙に長い指で、時計を指す。

「ちょうど、一五分です」

　香屋はため息をついた。

「仕方ないな。じゃ、それで」

「では能力をまとめます」

　カエルは長机の天板の下に手を伸ばした。荷物を置く棚がそこにあるらしい。ノートＰＣを取り出して机の上で開くと、三本の指でキーボードを器用に叩たたいた。

「端末をご確認ください」

　言われて端末に視線を落とすと、テキストが表示されている。




【能力名／キュー・アンド・エー　一〇〇〇Ｐ（消費）】

　月に一度、能力者と管理者が対面する度に使用機会を得る。

　能力者の質問に対し、管理者たちは正しい返答を行う。

　能力者は質問ごとに管理者たちが設定するポイントを消費する。

　質問にイエス、ノーの縛りを加えることで必要ポイントが減額される。

　管理者は同じ質問に対して一度宣言したポイントを増額してはならない。また、管理者が要求するポイントは架見崎中にあるポイントの合計をこえてはならない。

　この能力の獲得者は、他の能力を新たに獲得・強化できない。




　この能力は次の手順で使用される。


一、能力者は最大で五つまで、質問候補を提示する。

二、管理者は質問候補それぞれに対し、必要ポイントを宣言する。

三、能力者は候補の中から質問を選ぶ。ポイント内であれば複数質問することが可能。

四、管理者はその質問に答え、能力者は必要ポイントを消費する。






「これで、問題ありませんね？」

　香屋はもうしばらく、そのテキストを睨んでいた。

　大枠では望んだ通りの能力だ。顔をしかめて、口を開く。

「もう一行だけ、書き加えてください」

「タイムリミットは過ぎています」

「議論にはなりませんよ。僕も貴方も、前提としていたことです」

「なんですか？」

「互いにこの能力を、フェアに運用すること」

　カエルが、くい、と顎を引いた。

「ずいぶん抽象的なルールテキストですね」

「そうですか？　僕は、極めて具体的だと思います」

　カエルは笑った。顔はいつもの無意味な笑みだが、たしかに感情も笑ったのだという気がした。

「実は私も、そう思います。いいでしょう」

　キーボードが叩かれ、端末のルールテキストに追記が現れる。




　この能力は、能力者と管理者が互いに誠意をもって、フェアに運用する。




　カエルに向かって、フクロウが言った。

「後悔しても知りませんよ」

　フクロウの声を聞いたのは、それが初めてだった。大人びた女性の声だ。

　感情のない作り物の瞳ひとみで香屋をみつめて、カエルが確認する。

「本当に、この能力でいいんですね？」

　香屋が頷き、能力が決定した。


＊



　今、香屋の所持ポイントは三〇〇〇だ。

　アズチの餌えさに借りたポイントをそのまま譲り受ける形になった。正確には、消費型射撃士シューターの真ま似ねをして藤永に三〇〇Ｐ渡していたが、それも返してもらった。

　三〇〇〇Ｐでどれだけの質問ができるのか、香屋にもわからない。

「こんなものを用意してみました」

　いつの間にかカエルが、五枚のカードを手にしていた。ちょうど端末と同じくらいのサイズのカードだ。素材はくすんだ金属のようだった。

「これ、片面がディスプレイになっています。貴方の端末で、能力のページを開いてください。そこに質問を書き込むと、こちらに転送されます」

「それ、意味あります？」

　口頭でやった方が速そうだ。

「より能力っぽくなるでしょう？」

「そうかなあ」

　疑問だったが、言い争うようなことでもない。

　端末で能力のアイコンにふれると、たしかにそこに、五つの文字入力スペースが並んでいる。質問は、散々悩んでここに来る前に決めていた。手早く入力して確定のボタンを押す。

　カエルが両手でカードを広げ、視線を滑らせた。そのあいだに香屋が尋ねる。

「その中で、想定外だった質問はありますか？」

「元々、なにも想定していませんよ」

「噓だ」

「ポイントを消費しない質問に、フェアに解答するルールはありません」

　カエルが指先で、一枚ずつカードに触れていく。それからネコ、フクロウに確認した。ネコは頷き、フクロウは適当に翼を振る。それからようやく、カードが香屋の元に届く。

　こんな内容だ。





・なぜ架見崎は滅んだのか？　五万Ｐ

・ミケ帝国リーダー白猫の秘密の中でもっともポイントの安いもの　二五〇〇Ｐ

・アニメＤＶＤ「ウォーター＆ビスケットの冒険」の架見崎内の在あり処か　八〇〇Ｐ

・僕は一般的に生きていると言えるのか？　ＹＥＳ／ＮＯ　一〇万Ｐ

・香屋歩は一般的に生きていると言えるのか？　ＹＥＳ／ＮＯ　一五〇万Ｐ






　つい、口元が緩んだ。

「恣し意い的てきなポイントですね」

　カエルはいつもの笑顔を香屋に向ける。

「いえ。極めて、フェアに運用していますよ」

　たしかに。香屋は内心で頷く。

　これほど素直に、違和感のあるポイントが提示されるとは思っていなかった。

「さあ、どの質問を選びますか？」

　選択肢なんて、ありはしない。

　香屋はひとつのカードを抜き取る。長机の上を滑らせた。

　カエルがそれをつかみとり、神妙に頷いた。

「承知しました。では、お答えいたしましょう」

　試験の、当落の発表を待つ心地で、香屋は両手を強く握りしめた。









　　　第五話　口約束に実体はない
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　頭の中で、香か屋やはループのルールを確認する。

　元々、架か見み崎さきにあったものはすべて八月一日時点の状況に戻る。消費した食料も、壊れた壁も。椅い子すを移動させていても、部屋を飾っていても元に戻るから、模様替えしたければループ明け直後に行うのが効率的だ。

　みんな元通りでもなお、架見崎は壊れている。八月一日の時点でもう、あちこちぼろぼろで食料も充分に揃そろっているとは言い難い。一方で充分な領土を持っていれば、ループ明け直後は生鮮食品も手に入れることができる。この事実が架見崎において、崩壊の意味を難しくさせている。八月一日の時点でもう街並みは荒れ果てているのに、スーパーマーケットには新鮮な肉も野菜も並んでいるのだ。この街は、どんな風に七月三一日を終わらせたのだろう？　疑問は尽きない。

　ともかくまるで時間が巻き戻ったように、八月一日が再現される架見崎だが、そこに参加しているプレイヤーたちの扱いは少し違う。まず、ループが起こっても記憶は持ち越される。前回の八月三一日までの出来事を覚えている。ループ明け、プレイヤーたちがいるのはループ直前にいた場所だ。ベッドでループを迎えればベッドで、トイレで迎えればトイレで、新しい八月一日を始めることになる。だからループ直前にいる場所には気をつけろ、とリャマに言われていた。移動させた椅子に座ってループを迎えたなら、床まで落下することになるから。

　記憶と位置の他は、プレイヤーたちにもループの効果が適用される。つまりそれぞれが「架見崎に来たとき」の状態に戻る。架見崎内で負った怪け我がも病気も治る。体型だって元通りだ。つまり架見崎では太ることもなく、瘦やせることもない。どれだけ怠惰に過ごしても筋力は衰えないが、反面で鍛えることもできない。メリットとデメリットを比べて、どちらがより大きいだろう？　香屋にはメリットの方に思える。

　ところで例外は、もうひとつある。

　各プレイヤーは、身に着けていた衣服や鞄かばんなどと共に架見崎にやってくる。その「架見崎に持ち込まれたもの」の扱いだ。それらも大枠ではループの効果を受け、架見崎に持ち込まれた瞬間が再現される。壊れていれば元に戻るし、バッテリーが切れていても回復する。ただし位置だけはプレイヤーと同じように、ループ直前の場所にある。

　これはシンプルなようにみえて、ややこしいルールだ。たとえば一本のチョコバーを持ち込んでいたとして、ループ前にふたつに割って、離れた場所においていたらどちらに現れるのか？　食べて消化してしまっていたらどうなるのか？　正解は、「割った場合はより質量の大きい方に現れ」「食べた場合は空袋があるところに現れる」らしい。同一個体だったものがばらばらになったなら、もっとも質量が大きいところで再生される、という意味だと思うが、チョコバーとパッケージは同一個体と言えるのだろうか？　鞄とその中身は区別されるのに？　誰かが感覚で線引きしている印象だ。その誰かというのは運営者の他に想像できないけれど、すべてあのカエルの思い通りというのであれば、気持ちの悪い想像ではある。

　加えて「能力の効果を付与された物」も、架見崎外から持ち込まれた物と同じ扱いを受ける。端的には秋あき穂ほが作ったキーホルダーの輪っかのライトは、元々は架見崎の物からできているけれど、ループ直前にあった場所から移動しない。取り外したキーホルダーの飾り部分だけが映画館の売店に戻されるらしい。おそらく架見崎中のすべてが「舞台としての架見崎に属すもの」と「プレイヤー個人に属すもの」のふたつのジャンルで管理されていて、それぞれループでの扱いが異なるのだろう。能力の対象になったものは、「架見崎に属すもの」から「個人に属すもの」に移行する。

　さて、モノは噓うそつきだ。

　八月一日の昼下がり、崩れた天井の隙すき間まから差し込む光の中で鞄の中身を確認すると、スマートフォンのケースが出てきた。モノはこれを、平穏な国の家電量販店から持ってきたものだと説明した。ならループで平穏な国に戻っていなければおかしい。香屋の手元にあるということは、「個人が架見崎に持ち込んだもの」か「能力の効果を受けて個人の所有物になったもの」のどちらかだと考えられる。

　なんにせよ、モノは信用できない。

　そんなことを考えながら、香屋は秋穂とメッセージの交換をしていた。

　──白しろ猫ねこさんの質問は、選べなかったよ。ポイントが高すぎる。

『へぇ、いくらですか？』

　──五万。

『学生のお小遣いでは、手の出ない買い物ですね』

　──うん。でも思っていたよりは安い。五アズチより安い。

『なんですか、その単位』

　──わかりやすいでしょ？

　つまり、架見崎内での有力なプレイヤー五人よりは価値の低い情報、ということだ。大手チームなら決して払えない額ではない。運営の視点で考えると「あまり答えたくはないけれど、プレイヤーたちが覚悟を決めたなら答えてもいい質問」くらいの印象だ。

　カエルがよほど意地悪でなければ、ルール通り、香屋の能力はフェアに運用されているのだろう。まあ相手があのカエルだから、本当に意地悪で、五万ポイント払ってもまともな答えをもらえない可能性だってある。相手を信頼することから入らなければならない能力は、香屋が望むものではない。だがこれ以上に目的の達成に向いた能力を、香屋には思いつけなかった。

『で、結局、どんな質問を選んだんです？』

　──つまらない質問だよ。

『教えてくださいよ。白猫さんも知りたがるはずです』

　──「ウォーター＆ビスケットの冒険」のＤＶＤが、架見崎内でどこにあるのか。

『なにそれ。全話覚えてるでしょ。馬ば鹿かですか？』

　──覚えていても、良いものは良い。八〇〇Ｐで教えてもらえた。

『あったんですか？』

　──あった。胸を打たれた。

『それ、なんか微妙に誤用感ありません？』

　そうだろうか？　劇的な再会の予感に胸を打たれる。そんなに外している感じはしないけれど。ま、言葉なんて、伝えたいことが伝わればそれでいい。伝えたくないことが伝わらなければ、より良い。

『他の質問と、必要ポイントは？』

　秋穂に尋ねられて、香屋は羅列する。

　彼女からは素直な感想が返ってきた。

『最後のふたつ、バグってませんか？』

　最後のふたつとは、これだ。




　僕は一般的に生きていると言えるのか？

　香屋歩あゆむは一般的に生きていると言えるのか？




　共に「ＹＥＳ、ＮＯ」の縛りを入れても、必要ポイントは前者が一〇万、後者が一五〇万。桁けたがおかしい。馬鹿げている。

『普通に考えれば、そのふたつは同じ質問ですよね？』

　──うん。それを確認したくて入れた。

　つまりカエルが指摘していた、ポイントの多た寡かが手がかりになる質問だ。ただポイントを聞きたかっただけで、選ぶつもりのない質問。

　これは元々、香屋の基本的な指針だった。「架見崎の真相について」の質問でポイントを確認しながら、実際には、目の前の戦況に役立つ質問を選ぶ。有力者に取り入ったり、脅迫に使ったりできる質問だ。たとえば今後、検索サーチにひっかからない種類の敵チームの情報を引き出し、ライバルチームに売りつけるような使い方を想定している。

『最後のふたつの質問。数値が違うのは、運営者がまともに答えるつもりはないということでは？』

　臭におってきたな、と香屋は思う。この質問は秋穂的ではない。

　慎重に答える。

　──僕だって読み切れない。でも、運営が適当な返事をするつもりなら、それこそ数字がおかしい。ふたつは同じポイントになるはずだ。

『つまり、「僕」と「香屋歩」は、架見崎では別の意味になるということですか？』

　──そう考えるのが自然だね。そして僕の生死より、「香屋歩」の生死の方が、運営者にとっては重要な意味を持つ。できれば答えたくないくらいに。

『運営を信頼する根拠がありますか？』

　──彼らの目的次第。でも、運営は僕らの敵じゃない。もっとひどいよ。きっとその気になれば、向こうは僕らをどうにだってできるんだから。研究者とモルモットみたいな関係だ。

　あるいは愉快犯とその被害者。馬主と競走馬。そんなところか。

　息を吸って、吐いて、香屋は続きを入力する。

　──本来、向こうは僕らに噓をつく必要さえない。力関係にもっと圧倒的な差がある。それに例外的なモルモットには興味を示すはずだよ。簡単には殺されない。扱いだって例外的になるはずだ。

　お姫様も、優秀なモルモットも、同じようなものだ。有力者にとって価値のある存在でいられればいい。

　次の秋穂からのメッセージは、やや唐突だった。

『貴方あなたは、ミケ帝国に亡命するつもりですか？』

　香屋の能力に関する質問は終わった、ということなのだろう。

　注意深く香屋は答える。

　──キネマ俱く楽ら部ぶは気に入ってるよ。みんな優しい。見捨てたくはない。そりゃ、自分の命の方が大切だけど、できるならなんとかしたい。

『ミケ帝国は？』

　──魅力的なチームだ。僕たちは初め、向こうの領土に落ちていた方が幸せだっただろうね。強く、知的なチームだよ。

『ミケ帝国は貴方の能力に、どれだけの値段をつけると思いますか？』

　──わからないけれど、安くはないと思うよ。期待以上の反応だった。

『どのあたりが？』

　──僕のポイントでは買えなさそうな質問を、あえて選んだ。しかもすぐに有効活用できる情報じゃなくて、おそらく運営しか知り得ない質問だ。僕の能力の特性がよくわかっている。

『ずいぶん評価が高いですね』

　──当たり前でしょ。もしどれだけ離れていたとしても、僕はミケ帝国との同盟を目指した。そのことは説明したよね？　キネマ俱楽部の隣がミケ帝国でよかった。

　やや書き過ぎたか？　と香屋は思う。

　しばらく間があって、秋穂からの返信が来た。

『では、平穏な国は？』

　答えは決まっている。

　──ミケ帝国ほどの魅力はない。面白みのない、ただの強いチームだ。でも強いというだけで、もちろん価値はある。僕の能力にもポイントを回してくれるかもしれない。

『香屋としては、どちらでもいい感じですか。ミケ帝国でも平穏な国でも』

　──理想はミケ帝国だよ。でも、僕は死ぬのが嫌いだ。どうしようもなければ、這はいつくばってでも、不満に目をつぶってでも、こだわりを捨ててでも生き残れる方につく。

　また、秋穂が沈黙する。

　間違った答えではない。と思いたい。自信はなかった。

　画面を注視していたけれど、返ってきた言葉は呆あっ気けないものだった。

『では、そろそろ朝ごはんですので』

　香屋は息を吐き出す。

　──うん。君の扱いがよくて、助かった。

　それから、先ほど吐いた息を吸い戻すあいだ悩んで、香屋は書き足す。

　──ミケ帝国がどれだけ魅力的でも、君が荒っぽく扱われるようなら同盟を考え直さないといけない。

　一分ほどの、長い沈黙。

　メッセージのやり取りは終了かな、と思ったとき、また着信がある。

　──キモい。とのことです。

　思わず、香屋は笑う。

　やはりミケ帝国は好みのチームだ。

　メッセージを送っているのは、きっと秋穂本人だろう。端末は所持者以外には操作できない。試しに秋穂と香屋の端末を交換してみたけれど、電源さえ入れられなかった。例外的な能力があるとしても、文面も彼女の印象からずれてはいない。

　でも、この環境だ。

　秋穂とふたりきりで、素直に情報交換できるわけがない。
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「本当にキモいですね」

　と左のコゲが言った。

　彼は眼鏡をかけた男性だ。おそらく三〇歳になるかならないか、というところだろう。細身の長身で、髪が長い。放っておいたら伸びたという感じで、適当に首の後ろで括くくっている。大きめの白衣を羽織っていることもあり、研究者のようにみえる。

「こいつは絶対、性格悪いな。縛って猫じゃらしでくすぐりたくなるな」

　こちらは白猫だ。

　彼女は秋穂の右肩に胸を載せて、眠たげに目を細めている。先ほどまで端末を覗のぞき込んでいたからこの姿勢になったのだけど、このまま眠ってしまわないかと不安だ。

　秋穂は端末を指して言う。

「ま、こういう奴やつですよ」

　香屋のことだ。

　彼から能力の報告があることはわかりきっているし、秋穂もそれを隠さなかった。連絡があれば伝えろと言われていたのだ。逆らう理由も権利もない。

　メッセージのやり取りは、初めだけ秋穂自身が行い、後半は白猫とコゲが交互に口にすることを打ち込む形になった。香屋はもちろん、こちらの状況を想像していただろう。白猫とコゲも、途中から香屋が知っていることに気づいたようで、彼に対する悪評が頭の上を飛び交い始めた。

　白猫がようやく、秋穂の肩から身を起こす。

「就活だと、何十社も面接を受けて、どこでも御社が本命ですって言うタイプだよな」

　コゲは右手を顎あごに当てている。

「それはまあ、普通でしょう。さすがに私だってそうしますよ」

「そのくせ中途半端に恰かっ好こうつけるのが鼻につく」

「恰好をつけるというか、正義感はあるアピールだと思いますよ。あんまりクレバーにやり過ぎると、こちらも容赦なくクレバーに動くと思ったのかな。向こうはどうしたところで感情に訴えかけるしかないわけですからね。方向性は評価します」

「なんだ、さっきまでキモいを連発してたじゃないか」

「ええ、キモいですよ。私、キモい人間が好きなので」

　コゲ。ミケ帝国の、三人の権力者のひとり。

　彼は内政を担当している。わかりやすいところでは領土内から獲得できる物資の分配やメンバーから上がってきた要望、あるいは内輪もめの対処などだ。

　彼に、白猫が尋ねる。

「で、感想は？」

「ぜひうちに欲しい。私にとっては理想的な能力です。クレイジーで面白いですよ」

「どこがクレイジーだ？」

「普通、架見崎の能力リストをみせられて、戦闘どころか架見崎内では使えない能力なんて想像もしないでしょ。大枠では馬鹿です」

　褒めているのかけなしているのか、よくわからない人だ。でも秋穂自身の香屋への態度も同じなので、軽く同族嫌悪のようなものを覚える。

　──ミケ帝国の領土の伸ばし方には、傾向がある。

　と香屋は言った。

　妙に長細く、多くの食糧が手に入るコンビニやスーパーを狙ねらっている様子もない、ミケ帝国の領土。だがその先端には、特徴的な施設がある。たとえば架見崎の南側にそうように伸びた領土の先は、海に突き当り灯台がある。強敵であるブルドッグスに交戦をふっかけて奪った領土には市役所がある。架見崎内で人口および総ポイントで圧倒的な一位、ＰＯＲＴに隣接してまで獲得したほんの二〇〇メートル四方の領土には図書館がある。

　──どれも、僕が欲しいものだ。

　香屋いわく、それらの施設は同じ意味を持っている。

　市役所には架見崎の過去のデータが残されているはずだ。崩壊前ここで人々がどんな生活を行っていたのかの手がかりになる。図書館も同じだ。本はこの世界の文化を書き記しているはずだし、新聞の縮刷版もあるかもしれない。もし架見崎が、なんらかの事件で滅んだのだとしたら、その内容を記事から読み解けるかもしれない。灯台の意味は少し難しかった。だが、リャマが架見崎の資料として集めていたデータにパンフレットが残されていた。海辺の街である架見崎は、岬にある大きな灯台を簡単な観光地にしていたようだ。そこに街を一望できる双眼望遠鏡があることがわかった。設置型の、コインで何分間か使えるタイプのあれだ。高地にある望遠鏡は架見崎全体の状況を調べるのにうってつけだし、レンズを空に向ければ天体の観測もできる。天体は「架見崎が地球上に存在するのか？」の手がかりになる。

　つまりミケ帝国は、架見崎の真相を調べようとしている。

　──だから、僕の能力に高い値段をつけてくれるはずだよ。

　というのが香屋の予想だった。

「彼の能力は、平穏な国と一戦交えるくらいの価値がありますよ。個人的にはね」

　コゲの言葉に、白猫が顔をしかめる。

「なら殺して奪い取るか？」

「その辺りの判断はお任せします。でも、今キネマ俱楽部に喧けん嘩かを売れば、平穏な国も相手にすることになりますよ」

　その通りだ。

　平穏な国とキネマ俱楽部の交戦は、ほとんど決まっている。香屋の能力を奪い取りたいなら平穏な国と三みつ巴どもえになることを覚悟してキネマ俱楽部に宣戦布告するか、平穏な国が上う手まく香屋を殺すことを期待するしかない。捕虜、もしくは投降の形で香屋が平穏な国につけば、ミケ帝国があの能力を手に入れることは極めて難しくなる。

　コゲは秋穂に、メッセージのログを辿たどるよう指示し、一文を指さした。

「これ、彼はどれくらい本気で言ってるの？」

　香屋が「理想はミケ帝国だ」と言っているすぐ後ろの一文だ。──でも、僕は死ぬのが嫌いだ。どうしようもなければ、這いつくばってでも、不満に目をつぶってでも、こだわりを捨ててでも生き残れる方につく。

「一〇〇パーセント、本気です」

　と秋穂は答えた。噓をつく必要もなかった。

「香屋は私を見捨ててでも、自分が生き延びる方を選びます」

　そうでなければ、香屋歩ではない。

　白猫が唇を尖とがらせる。

「嫌な奴だ」

　彼女の目元は相変わらず眠たげだが、昨夜よりは表情が豊かだと感じる。コゲがいるからだろうか。

　そのコゲは、面倒くさげに頭を搔かく。

「なんにせよ、キネマ俱楽部の扱いを判断するのは黒くろ猫ねこさんのタスクですね」

　黒猫。その女性に、秋穂はまだ面会していない。

　黒猫はミケ帝国の外交を担当しているそうだ。交渉や条約の締結などに加えて、交戦も含まれる。黒猫は戦闘集団としてのミケ帝国の指導者、という側面が強いらしい。

「いつ、黒猫さんに会えるんですか？」

　白猫とコゲが香屋の提案に乗り気なのはありがたいことだが、結局、黒猫の意見次第で答えが変わりそうだ。

　だが白猫は首をかしげる。

「それはわからんな。大事な客の相手をしている」

「へぇ。どなたですか？」

「タンブル工業だよ」

　ああ。聞き覚えがある。

「私とコゲもあとで合流する。そのときに話しておく」

　でも、あいつは良い顔をしないだろうな、と白猫は言った。




　タンブル工業。

　香屋が気にしていたことのひとつに、こんなものがある。

　──どうして、電気が生きているんだろう？

　ループよりも前、平穏な国の第七部隊と戦う前夜のことだ。キネマ俱楽部の本拠地は電球さえ足りないけれど、きちんと通電していた。

　これはたしかに、秋穂も疑問だった。気になる点はふたつある。

　ひとつ目は、これだけ派手に建物が壊れているのに発電所と送電線が生きていること。だがまあ、こちらは考えるだけ無駄だという気もする。そんなもの結局、運営者の考えひとつでどうにでもなりそうだ。

　問題はふたつ目だ。電気なんて便利なものを、他チームが奪い取らないのは違和感がある。それは難しいことではないはずだ。領土の端で電線を切ってしまえば、そこから先には通電しないのではないか？　すべてのチームが同じ発想で行動すれば、電気が使えるのは、送電線の流れのいちばん元にあるただひとつのチームだけということになる。もちろんそこがキネマ俱楽部だとは考えづらい。だって条件が良すぎる。弱小が根城にしていていい土地ではない。

　香屋と秋穂の疑問に、リャマは答えた。

　──それは、タンブル同盟があるからだよ。

　タンブル同盟というのは、すべての送電線と水道管に対する不可侵条約らしい。例外がないではない。交戦中の故意ではない送電線の破壊は認められている。だが意図的にそれを壊すようなことをしてはならない。

　この同盟の中心になっているのが、タンブル工業というチームだと聞いた。

　データ上、タンブル工業は弱小の中の弱小だ。メンバーはたったの四名。チームの総ポイントで七〇〇〇少々。領土は架見崎内では二番目に小さい。だが四人全員が特別な技能を持っている。ただの職業的技能だ。彼らは家電の修理ができる。

　さらにその少ないポイントで獲得しているのがその他能力オリジナルの「送電線の張り直し」や「壊れた部品の再生」なので手がつけられない。他チームはあとからそれを獲得することもできない。大手ほどタンブル工業を欲しがった。だって架見崎はずっと八月で、ならクーラーも使いたいし、冷蔵庫は必需品だから。

　自分たちの価値を知っていたタンブル工業は上手く立ち回り、架見崎の有力チームの大半に「タンブル同盟」を認めさせた。送電線や水道管を守ることで、より多くのチームにとっての自分たちの価値を高め、平然と他チームの領土を移動する権利を得た。もしも送電線、水道管、およびタンブル工業に対して攻撃を仕掛けたなら、タンブル同盟を結ぶすべてのチームを敵に回すことになる。

　タンブル工業は自身の領土に留まらず、架見崎中を移動して家電を直して回る。どれだけ直してもループのたびにまた壊れるから需要が尽きることはない。多くのチームが望んで門戸を開き、歓待する。

　これはタンブル工業に副次的な恩恵を与えた。

　架見崎内における行商の成立。各チームは領土ごとに異なる物資を持っている。あるチームには服が多い。そこで、タンブル工業は服を預かる。別のチームでは生鮮食品がたくさん手に入る。腐ってしまう前に服と交換し、別のチームに持っていく。弱く、敵意もなく、ただ便利なタンブル工業だからそれが許された。

　よって現在のタンブル同盟は、ライフラインとひとつの弱小チームへの不可侵以上の意味を持っている。架見崎の流通を守る同盟だ。

　──まるで香屋の理想みたいなやり口だ。

　どれほど強いチームもまだ、この同盟を破棄できないでいる。
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　八月一日。

　キドはようやく再会した右足で床をとんとんと叩たたき、右手を開いて、握った。これがオレの身体からだなんだ、と実感する。あの猿の額を撃ち抜いてやろうか？　そう思ったけれど、やめておいた。無駄に弾を使って藤ふじ永ながに叱しかられたくはない。たまにならいいけれど、香屋絡がらみでもうずいぶん叱られている。

　映画館は、今は静かだ。

　ループ明けの一日目は、安息日と呼ばれる。すべての交戦状態が解かれ、宣戦布告も行えない。よってルール上、この日は戦闘が発生しない。例外があるとすれば内輪もめくらいだ。

　だからたいていのチームは、領土内の整理に奔走する。大手であれば、たとえばチームの再編成だ。人員がチームを移動するには時間がかかる。一度、無所属になってからでなければ新たなチームに入れないが、その脱退の手続きに二四時間必要だ。だから平穏な国のような大手は安息日にチームを再編成できるよう、三一日に脱退の手続きをしておく。

　もちろんキネマ俱楽部には関係のない話だ。うちの場合、物資の収集と模様替えが主な安息日のスケジュールになる。保管室から古いフィルムと棚を放り出し、ベッドを並べて寝室にする、などだ。広くもない部屋だから、子供用の二段ベッドが重宝される。家具は架見崎ではもっとも手に入れやすい物資だ。

　その辺りの崩れていない民家を使えば個室が手に入るのに、メンバーの面々は映画館で暮らしたがる。連絡を密にするためにその方がいいと藤永は言う。でも実際は、この環境で、ひとりきりでいる時間が不安なのだろう。

　毎月行われる模様替えは、面倒ではあるけれど、誰もが八月一日を待ちわびている。血の臭いがしないところで身体を動かせるのが楽しいのかもしれない。でもなによりも純粋に、食糧の補給が嬉うれしいのだろう。

　生ものはさっさと食ってしまうことになるから、これから三日ほどはそれなりに贅ぜい沢たくな食事が続く。さらに一週間は作り置きした料理でどうにかなる。だが一〇日目辺りに、ポップコーンと涙の再会を果たすことになる。

　新たに手に入れた、平穏な国第七部隊の領土にはコンビニがあった。ずいぶん喜んだものだが、残念ながら手はつけられなかった。あいだに第八部隊が横たわっているせいで移動が困難だからだ。

　その領土に隣接しているのは、平穏な国を除けばミケ帝国だけだった。あの奇妙な形に伸びた領土が珍しく意味を持ったことになる。ミケ帝国には、こちらにはどうしようもないから好きに物資を集めて良いと伝えている。モノから聞いた大まかな物資の位置まで書き添えた。交渉に乗ってもらえるよう提案した、せめてもの贈り物だが、効果のほどはわからない。平穏な国の面々も物資を取りに向かうかもしれないし、もし二チームがかち合えば、架見崎では珍しい能力なしの殴り合いになるかもしれない。

　──さて、これからどうなるだろう？

　なんだか「どうにでもなれ」という気持ちもある。ネガティブな感情ではない。どうなろうが、どうにかしてやる。手足が戻ってきただけで奇妙な万能感があった。

　空はよく晴れていた。八月の、青い、青い、馬鹿馬鹿しいくらいに巨大な空だ。窓から顔を出したキドは、看板の猿と顔を合わせてほほ笑む。すると「リーダー」と声をかけられた。

　前の通りに視線を下ろすと、リャマがいた。

　彼はバナナに嚙かみつきながら──領土内の喫茶店跡から獲得できるもので、数は少ない──もう一方の手をこちらに振る。その手には一冊のノートを持っている。

「香屋の件で報告が。それと、あっきーから連絡がありました」

　そちらに行きます、と彼は映画館の中へと入る。

　香屋。彼の狙いを、キドだって知らない。

　ふたりでミケ帝国に行くと言って送り出したはずだが、実際に向こうについたのは秋穂ひとりだと聞いている。うちの検索士サーチャーにだってそれくらいはわかる。香屋はまだキネマ俱楽部内の領土に留まっているらしい。だから食糧の回収のついでに、声をかけてくるよう頼んでいた。

　──秘密主義だね、香屋くんは。

　信頼されていないということだろうか。当たり前か。出会ってまだ三日目なのだから。

　香屋の意図を考えていると、ノックが聞こえた。

　どうぞ、と声をかけると、リャマがドアを押し開ける。

「どんな感じ？」

　キドのカジュアルな質問に、苦笑いのような表情でリャマが答える。

「まずは、わかりやすい方から。あっきーの報告です」

「オーケイ。白猫さん、なんて言ってる？」

「白猫、コゲはこちらの提案に肯定的ですが、黒猫とはまだ話をできていないそうです。タンブルがミケ帝国にいるようで、そちらとの話に時間を割かれているみたいですね」

「なるほど」

　厄介な状況だ。

　物流を担になうタンブル工業との話は長引きやすい。とくにミケ帝国は、毎度タンブル工業を長く引き留めることで周囲から反感を買っている。さすがに安息日が終わるまでひっぱることはないだろうが、もし日づけが変わるようなことがあれば、ミケ帝国との交渉の前に平穏な国との戦いが始まってもおかしくない。

「ま、そっちはどうしようもないね」

　催促のメッセージを入れるくらいだが、効果があるとも思えない。

　香屋くんの方は？　とキドは促す。

「あいつはみつかりませんでした」

「みつからない？」

「検索サーチした先はミケ帝国近くの民家ですが、行ってみるともぬけの殻です。香屋の端末と、こいつだけが残されていました」

　リャマは手にしていた、薄いブルーのノートをこちらに差し出す。表紙は「物理」の文字が二重線で打ち消され、その上に「平穏な国対策のすべて」と書かれている。

「表紙の裏に、キドさんへのメッセージが」

　キドはノートを受け取り、表紙を開く。

　乱暴な文字で、こんな風に書き綴つづられている。




　噓をついてごめんなさい。

　僕は身を隠します。

　ミケ帝国に行かない理由は簡単で、計画に僕が邪魔だからです。あちらとの交渉材料のひとつは僕の能力ですが、殺されてしまうと同様のものを獲得できるようになるから、無意味です。よって僕はミケ帝国にはいきませんが、あとは計画通りに。

　噓をついた理由は、平穏な国の目と耳が怖かったからです。モノを、チームに入れていませんね？　端末を返していませんね？　もしもこの約束が守られていなければ、即座に計画を中止してください。条約を結ぶ前でも、ミケ帝国に逃げ込むのがいちばん生き残りやすいと思います。

　それから、平穏な国に対しては、僕はミケ帝国にいることにしていただけると嬉しいです。僕の端末を、鍛か冶じ屋や通りの郵便ポストがあるところからミケ帝国に向かって放り投げてもらえれば、向こうが回収してくれるよう秋穂に頼んでいます。

　僕の考えは、すべてこのノートに書いています。

　よろしくお願いします。




「どうしますか？」

　とリャマが言った。

「言う通りにしておいてよ」

　とキドは答えた。これでまた、藤永に叱られるだろう。

「じゃ、適当にぶん投げときます」

　そう言って彼は、香屋のものだろう、端末をポケットから取り出してみせる。

　キドはまだ、手元のノートをみつめていた。

「香屋くんはずいぶん、モノちゃんを警戒してるみたいだね」

「そっすね。ま、気持ちはわかりますよ。うちは平穏な国に狙われてるんだから。わざわざ自分から投降する理由なんてありません」

　まったくだ。だから香屋からは、彼女から端末を預かり決して仲間にもするなと言われていた。

　モノを無所属のままにしておけば、領土がないため能力を使用できない。ただし端末があれば、優秀な検索士サーチャーなら一方的に電話をかけることが可能だ。モノ自身が能力を使えなくても、平穏な国の検索士サーチャーから連絡がくる可能性がある。なら、仲間にはしない。端末は取り上げる。これがいちばん効果的だ。

　リャマがこれまでよりも抑えた口調で言った。

「平穏な国は、動きましたか？」

　キドは香屋のノートをめくりながら、答える。

「うん、動いた。今夜、顔を合わせて交渉したいと言っている」

　検索士サーチャーであれば他チームの端末とも連絡を取れる。だが端末を使った連絡は、他の検索士サーチャーに覗かれやすい。重要なチーム同士の交渉は、直接顔を合わせるのが基本だ。

　リャマは不安げに眉まゆを寄せる。

「急ですね」

「なんの連絡もなく、いきなり宣戦布告されるよりはましだけどね」

「場所は？」

「こっちまで遊びに来てくれるらしいよ」

「まじっすか」

「そんな噓はつかないでしょう。でも時間は向こうが決める」

　香屋のノートをざっと目で追って、キドは微笑ほほえむ。まさかと思ったけれど、本当に物理の授業を板書している。彼は本物の高校生だったようだ。見た目は中学生か、ともすれば小学生のようで、反面中身はあんなに得体がしれないのに。キドはページを飛ばした。

「会場も。うちの領土内で、向こうから指定がある」

「それ、元第七部隊の領土を指定されたらどうするんすか？」

「さすがに断るよ。そんなつまらないことは言いださないと思うけどね」

　ノートは七ページ目から本題に入った。

　香屋が作った平穏な国対策。細かく場合分けされている。たとえば宣戦布告を受けたとき、それが八月二日の午前中だった場合は三五ページへ、そうでなければ三六ページへ。という風に。律りち儀ぎに、隅にはページナンバーも振っている。

「もし本当に奴らが来たら、狩りますか？」

「狩らないよ」

「でもどうせ交戦になります」

「向こうからはふたりくる。ニックと紫むらさきだ」

　キドはノートから顔を上げる。リャマは口を開けてこちらをみている。目の前で交通事故でも起こったような顔だった。

　再びノートに視線を戻して、キドは続けた。

「こちらからもふたりだけ、会場に近づいていいことになっている。オレと藤永でいく」

　異論は？　と尋ねる。

　リャマは小さな声で、「ありません」と答えた。

　ぺらぺらとページをめくっていると、ちょうど、こんな項目があった。

　──宣戦布告の前に交渉の呼びかけがあった場合。向こうの人員によって、狙いを絞れます。

　その下に、五つのパターンが並んでいる。人名が書かれている場合も、相手のポイントや能力が書かれている場合もある。いちばん上は人名だった。

　──ニック、紫が交渉を担当するなら、一二ページへ。

　昨日、キドは、香屋と秋穂に長い話をした。かつてのキネマ俱楽部に関する話だ。

　その主要登場人物が、キドと藤永、ニック、紫。

　かつて四人は家族だった。





　　　　　２






　正直、家族に憧あこがれていた。

　架見崎に来るまで自覚もなかったが、きっとそうなのだろうとキドは思う。

　母は小学生のころにいなくなった。不倫の末の離婚だったようだ。当時はもちろん悲しかったし、ずいぶん不思議でもあった。母が自分と父を捨てていく、感情の成り立ちみたいなものがわからなかったから。でもそれなりに成長してから思い返せば、むしろ自然な流れだったのだろうと思う。父は家庭を顧みない人だった。

　彼は、ある面では有能な人間だった。大きな企業で順調に肩書きを更新していた。でも幸せそうにはみえなかった。彼の社会的な評価だけを追い求める価値観に、キドが共感できなかったからだろう。家族を犠牲にして得た、その他大勢からの尊敬にいったいどんな価値があるのか、キドには上手く理解できなかった。

　父はキドに興味を持たなかった。家の中でも会話をした記憶がほとんどない。キドの世話は家政婦に任せきりだったし、食事さえ別々の部屋だった。

　幼いころ、キドは父に愛されたいと願っていた。だから学業も手を抜かなかったし、スポーツにも力を入れた。いくつかの競技を渡り歩き、アマチュアボクシングでそれなりに誇れる結果を出した。一方で、中学、高校、大学と成長するに従い、キドの方も父への興味を失いつつあった。

　それでも父と同じ企業に就職したのは、奇妙な意地があったからだ。

　──オレは父に愛されたいはずだ。

　そう信じていた。だって、あの人に褒められたくて、幼いころから努力を続けていたのだから。もう摩耗してよくわからなくなっていたとしても、その感情は、自分の深い場所にあるはずだ。

　だが入社してから四年経たったある日、すでにキドの方も、父への興味を失っていたのだと自覚した。

　きっかけは、父の不正に気づいたことだ。それは会社が建てる工場のため、法規制の一部を緩和させる目的で違法な献金を行っている、というものだった。

　それを知ったとき、キドは怒りも悲しみも感じなかった。喜びさえなかった。「ああ、あの人ならやりそうだな」と納得しただけで、感情は揺れなかった。

　キドは匿とく名めいでそのことを告発し、世間ではそれなりの騒ぎになった。報道のほとんどは政治家へのバッシングだったけれど、会社は傾き、重役だった父は職を失った。キドには別に、復ふく讐しゅうだというつもりはなかった。ただ興味を持てなかったから、とりあえず正しそうな方法を選んだだけだ。

　架見崎への招待状が届いたのは、ちょうどこのころだ。

　理由は、「正義感を高く評価して」。

　馬鹿げている。これは正義も悪も関係なく、ただキドと父が、もうずっと前から家族ではなかったことを証明するだけのエピソードだ。


＊



　長いあいだ、家族なんてこの程度のものなのだろうと思っていた。

　フィクションではよく親子の愛情なんかが描かれるけれど、現実では他の人たちも、自分とそう大きく違いはないのだろう、と。

　父は金を持っていたし、暴力を振るうわけでもなかった。必要なものはすべて買い与えられた。なかったのは愛情だけで、でもそんな目にはみえないものを理由に、自分を不幸だと言い張る気にもなれない。

　たいていの人生は、これくらい虚むなしくて。

　たいていの人間には、別に深い繫つながりなんかない。

　そんなものじゃないかと思っていた。

　でも。初めて家族を実感したとき、間違いだと気づいた。




　キドに家族を教えたのは、本物の家族ではなかった。

　架見崎で出会った、ひとりの初老の男だった。

　その男を銀ぎん縁ぶちという。


＊



　銀縁は、キネマ俱楽部の初代リーダーだ。

　名前の通りに銀縁眼鏡をかけていた。歳としを聞いたことはないが、六〇代の半ばといったところだろう。彼は猫背だったから、小柄なのがより小さくみえた。それを除けばいかにも上品な紳士といった風ふう貌ぼうだった。いつも濃紺色のスーツを丁寧に着ていて、綺き麗れいな白髪がよく似合った。

　彼に出会ったのは、四〇ループほど前のことだ。正確にはカウントしていない。でも三年よりは前で、四年は経っていない。それくらいだろうと思う。

　キドが最初に所属したチームは、二ループほどで消えた。

　内輪もめが原因だ。珍しいことではない。弱いチームの連中は腹を空すかせて気が立っているし、自分たちの領土内であればいつだって能力を使えるから。

　リーダーを失ったチームは消滅し、領土は誰のものでもなくなる。そうやってぽっかりできた空白は、他のチームのリーダーが「移動して囲んだ」範囲を領土にできるが、たいていは複数のチームが入り乱れるから交戦の原因になる。

　自身のチームを失って、無所属になっていたキドは、四階建ての背の低い雑居ビルの上からその小こ競ぜり合あいを眺めていた。

　どこかのチームに殺されてもいいと思っていた。手下になれと言われたら、そうするつもりだった。現実でも、ここでも同じだ。ぼんやり生きて、そのうち死ねばいい。

　そこに現れたのが、銀縁だった。

　足音が近づいてくることには気づいていたが、キドはとくに反応しなかった。銀縁はキドの背後に立って、言った。

「よくわかってるじゃないか」

　振り返ると彼は、皺しわの深い顔で笑っていた。

「探し物をするなら、高いところから見下ろすのがいい」

　キドはしばらく銀縁の顔を眺めていた。銀縁の方もキドの顔をみていた。

　なんだかみつめ合っているのが気持ち悪くて、キドは目をそらす。

「別に、なんにも探していませんよ」

　へぇ、と銀縁はつぶやく。それから、言った。

「君、私の家族にならないか？」

　キドの喉のどの、妙に高い位置から、「はあ？」と声が漏れる。

「それ、どういう意味ですか？」

「意味なんかない」

　銀縁は丸い背で、優しい笑みを浮かべていた。

「ただの口約束だ。口約束に実体はない」


＊



　キネマ俱楽部は特別なチームだった。

　とにかく戦闘を嫌っていて、自分たちから宣戦布告をすることはなかった。受けても銀縁の指示は決まって「逃げろ」「生き延びろ」のふたつだけ。だからもちろん、勢力は小さかった。

　当時、キネマ俱楽部の領土にはコンビニがひとつあったが、食料は不足しがちで、そんなとき銀縁は周辺のチームに情報を売った。彼は優秀な検索士サーチャーで、中堅未満のチームのリーダーとしては規格外のポイントを所持していた。かつてはある大手チームに属していたらしい。

　争いにはできるだけ関わらず、情報を売って生きる。これがキネマ俱楽部の特殊性のひとつだ。でもキドがより驚いたのは、そこでの生活だった。

　目を覚まして顔を洗いにいく途中で、口々に「おはよう」と声をかけられる。食事は一同が集まって、「いただきます」と言って始まる。食べるのが遅いと横からひょいと取られるかもしれない。口の悪いじゃれ合いがあちこちで起こり、それがそのまま罵ののしり合いに発展することもある。なのにすぐあとで笑い合っている。夜になるとまた、口々に「おやすみ」と言い合って部屋に戻っていく。

　初めキドは、妙な居心地の悪さを感じていた。

　でもそこでの生活を続けるうちに、キネマ俱楽部に愛着を持つようになっていた。

　理由なんて、とくにない。ただ一〇〇日のあいだに、当時は一六人だったメンバーに向かって、合計で一六〇〇回「おはよう」と言った。一六〇〇回「おやすみ」と言った。初めは義務的に。やがて、心を込めて。それがすべてだ。

「私は、平穏な老後が欲しいんだよ」

　と銀縁はよく話していた。

「好きな映画をみて、眠る前にウィスキーを飲む。あとは朝と夜に、挨あい拶さつができる家族がいればいい」

　彼はその言葉通りの生活を送っていた。

　映画館のスクリーンにお気に入りの映画──たいていはチャップリンを流していた。キドもよく一緒にみようと誘われて、初めのころは付き合っていたが、どんな名作であれ繰り返すと飽きてくる。

「同じ映画ばかりじゃつまらなくないですか？」

「関係ないさ。大抵は寝ている」

「寝るならもっと、ラフな格好をすればいいのに」

「喜劇はスーツでみるものだよ」

　そんなことを言って、銀縁は笑う。つられてキドも笑った。

　キネマ俱楽部の日常は、おそらく銀縁の期待通りだったのではないか、と思う。

　彼はチーム内での口論を推奨した。意見が合わなければ、徹底的に言い合えと笑っていた。なにも溜ためるな。すべて吐き出せ。我わが儘ままを言い合え。喧嘩だってしろ。だがどんな朝でも、どんな夜でも、「おはよう」と「おやすみ」は忘れるな。

「私は君たちを愛しているが、君たちが私を愛する必要はない」

　なんてことを、彼は酔った夜なんかに言った。少しだけ照れくさそうに。

「でも、愛されていることだけは、忘れないでいろ」

　きっとそれが、彼の家族の定義だった。

　キネマ俱楽部は本当に、ひとつの家族のようなチームだった。銀縁がそんな風にみんなを扱うから、そうなるしかなかった。きっと生き物の本能なのだろう。架見崎のような、すぐ隣に殺し合いが転がっている場所で、家族を拒める人間なんかいない。

　どうやら銀縁は、子供を亡なくしているようだった。財布に写真を入れていて、ウィスキーで酩めい酊ていしたときなんかに、たまにそれをみつめていた。古い写真だ。中学生くらいだろう、少年が写っていた。

　だから、という接続詞で繫ぐのは、銀縁に対して失礼かもしれない。でもキドはその写真をみて、彼のルールに従うことに決めた。つまりなにも溜め込まず、我儘を言い、必要であれば喧嘩をして、キネマ俱楽部の面々を愛そうと努めた。

　それは簡単なことではなかった。どれもこれまでの生活とは正反対だったから。でも不思議と、いちばん困難だと思っていた、最後のひとつだけは簡単にできた。

　愛することは、簡単だった。


＊



　当時、キドにはとくに仲のよい、三人の弟妹がいた。

　ニック、紫、藤永。

　ニックと紫が架見崎を訪れたのは、キドと同時期だったそうだ。

　でもキネマ俱楽部に入ったのは、彼らの方が少し先だった。ニックは二三歳、紫は二四歳。キドは二六歳だった。

　キドとしては向こうが先輩でもよかったのだけど、架見崎で過ごした時間がほぼ同じだということもあり、年齢の通りの関係に落ち着いた。キドが長男で、紫が長女、その下にニック。さらにしばらくして藤永が現れ、ニックの下についた。

　とはいえニック、紫のふたりの関係だけは、少し様子が違っていた。彼らは現実でも知り合いで、一緒に架見崎を訪れた。だから、家族と呼ぶには少しぎこちない感じがした。初対面の方が家族になりやすいのは、なんだか不思議な気がする。

　まだ出会ったばかりのころの、ニックとの会話を覚えている。

「ここは空気が美う味まいっすね」

　と彼は言った。ある朝のことだった。

　言われてみると、たしかに架見崎は空気が澄んでいる。まともに経済活動が行われていないこの世界には、排気ガスの問題もないのだろう。でも荒廃した街並みを前にして、わざわざそれを口にするのは変わった感性だ。極端に鈍いのか、極端に繊細なのか。ニックは間違いなく後者だった。そしてどちらかというと、前者にみられたがっていた。

　このとき、ニックとは映画の話をした。

「オレはね、派手なアクション映画が好きなんですよ。クライマックスでビルか、船か、なんでもいいからでかいのが爆発するやつ」

　そう言いながら、彼が好んで映画館で流していたのは、エンターテインメント性が高いとは言い難い、フランスの古い映画ばかりだった。「裸の女が目当てですよ」と言うけれど、彼はスタッフロールが終わるまで席を立とうとしなかった。

　キネマ俱く楽ら部ぶでのニックは、いつもつまらなそうだった。でもつまらないなりに、ここが気に入っているのもわかった。

「オレが、みんな守ってやりますよ。紫がここを気に入っているから」

　と彼は、照れたように笑って言った。




　ニックの言葉に、噓うそはなかったはずだ。

　彼は戦術の話し合いや能力を使う訓練を率先してやりたがった。キドは毎度、それにつき合っていた。キド自身もここを守りたいと思っていたから。

　だからだろう、たまに戦闘になると、ふたりは自然と行動を共にした。

　良いコンビだった、とキドは思う。

　強化士ブースターだったニックは、優先的に伸ばした速度と反射神経で接敵し、足りない威力を補うために握ったナイフでシンプルに刺した。ポイントで獲得した特殊なナイフだ。強化ブーストの能力に応じて切れ味が増す。

　戦場での彼は機能的で、美しくみえた。一方で、自身の身体まで道具として扱っているような危うさがあった。まるで放たれた矢みたいに。自身が折れることも厭いとわず、ただ敵を貫こうとしているようだった。

　だからニックの動きに合わせて、キドは戦場に射撃シュートの光線を引いた。彼が余計な障害物にぶつかって折れてしまわないように、ここは立ち入り禁止ですよ、と戦場を区切り続けた。

　ふたりは上手く機能していた。複雑な仕掛けの歯車がかみ合うように。戦場で生まれる様々な困難を細分化し、役割を分担して、それぞれが専門的に処理した。

　銀縁の情報収集力と他チームへのコネクション、架見崎では異例の温和なチーム運営の方針に加え、ニックやキドという戦闘面での評価も得たキネマ俱楽部は、じわじわとその規模を増していった。交戦で自分のチームを失ったプレイヤーが、まず逃げ込みたいと考えるのがキネマ俱楽部だった。

　ピーク時には、チームの規模は現在の三倍ほどまで膨らんでいた。領土も、人数も、総ポイントも。多少上下にぶれはあるが、だいたい今の三倍だ。

　数字の上では、中堅の底にひっかかるかどうか、というところだったと思う。

　でも内心では、キドもニックも、並みの中堅には負けないと信じていた。


＊



　ニックは生意気な奴だ。

　だがいちばん初めに、キドに家族を実感させてくれた相手でもあった。優秀な弟がいたらこんな感じだったんだろうな、とふとしたときに想像した。もしも彼が本当の弟だったら、あの父親の下での生活も変わっていただろうか。

　一〇ループ、二〇ループと過ごすうちに、キネマ俱楽部へのキドの愛情は際限なく膨らんだ。紫は優しく、藤永は生き真ま面じ目めで微笑ましかった。

　大げさではなく、キドは生まれて初めて、人生を実感していた。それはつまり、周囲にいる人々の名前なのだろう。コンパスでくるりと円を描くように。キド自身はただ中心点を示しているだけで、人生というのは、隣にいる人々のことなんだろう。

　一方でいつも少しだけ拗すねているようなニックが、キドのことをどう思っているのかはよくわからなかった。しばしば冷たい目を向けられて、もしかしたら嫌われているのではないか、という気がしていた。

　でも一度だけ、彼の愛情を実感できたことがある。

　共に暮らし始めて三〇ループほど経ったときに巻き込まれた戦闘で、キドが重傷を負ったのだ。他のことに気を取られていて、敵の強化士ブースターの接近を許した。なんとか身を捻ひねったが敵の拳こぶしが脇わき腹ばらを掠かすめ、それだけでキドの身体が宙を舞った。

　意識が飛んでいたから、そのあとはわからない。紫や藤永が対応し、敵の強化士ブースターを退かせたのだと聞いただけだ。

　覚えているのは薄目を開けたとき、こちらを覗き込んでいたニックの顔だった。

「なにやってるんですか、キドさん」

　彼は泣き出しそうな、幼い顔つきで叫んだ。

「くそ。だから、出てくんなって言ったでしょ。死ぬなよ。許さねぇぞ」

　怪け我がの痛みは熱く、反面で身体は凍えたように冷たく感じた。でも怒ったニックの表情は、当たり前に温かかった。




　あばらが折れていたのは間違いない。

　でもそれより、妙に気分が悪いのが気になった。吹き飛ばされ、頭をアスファルトに打ちつけた影響だろうか。常に酔っているような感覚があり、極力安静にしてループまで過ごした。

　銀縁からリーダーを譲渡されたのは、その直後だった。

　ある夜、メッセージが届いたのだ。

　──あなたはチーム【キネマ俱楽部】のリーダーに指名されました。ＯＫ？

　キドは銀縁を探した。

　彼はいつも通りのスーツ姿で映画館の客席に座り、チャップリンのクールに誇張された身振りを眼鏡に映しながら、ウィスキーのグラスを傾けていた。

　キドはリーダー交代のメッセージを彼に向けて、尋ねる。

「どういう意味ですか？」

　このチームのリーダーは、銀縁しかいない。そう思っていた。メンバーはみんな彼を中心とした家族だ。

　銀縁は笑う。

「ここを潰つぶしたくなかったら、死ぬな」

　そんな理由でリーダーを押しつけるなよ、と思った。

　なんて、非合理的で。なんて、銀縁らしい。そんな理由で。

　銀縁の隣で、顔を歪ゆがめて、キドはＹＥＳを押した。


＊



　でも、けっきょくこれが、崩壊の始まりだったのだろうと思う。

　キドが負傷し、そして銀縁にリーダーを譲られた、あの一連の出来事が。

　キネマ俱楽部のなにもかもが変わったのは、それから四ループほどあとだ。今からみると、七ループ前。キネマ俱楽部は架見崎でも最大手のチームから宣戦布告を受け、銀縁を失う大敗を喫した。

　この戦いで、キネマ俱楽部のメンバーは三分の一が戦死した。そして残った三分の二の意見は、真っ二つにわかれた。銀縁を失ってもなお、これまでの方針でチームを運営するつもりだったキドに対し、ニックはより強いチームを作るため積極的に戦うべきだと主張した。

　ふたりの意見は平行線を辿り、そして、ニックはメンバーの半分を引き連れて新しいチームを作った。

　彼のチームの名前が、トリコロールだ。


＊



「ちょっと待ってて。あいつのことは、私がなんとかするから」

　と、そう言ったのは、紫だった。

　彼女はニックと共に、キネマ俱楽部を出る予定になっていた。

「なんとかなるかな？」

「大丈夫でしょう。あいつは、拗ねてるだけだから」

「そう？」

　ニックの主張にだって、説得力がないわけじゃない。

　架見崎の状況は変わり続けている。最大手であるＰＯＲＴは人口が架見崎全体の半数に迫りつつある。平穏な国はついに線路の北側全土を支配した。この二チームは、そう遠くない未来にぶつかり合うだろう。それはつまり架見崎全体を巻き込む戦いだ。キネマ俱楽部が生き延びるには、今よりもずっと強い力がいる。

　でも紫は苦笑した。

「口ではそれっぽいことを言うけど、ニックの考えなんて単純だよ。大好きな人たちを、もう傷つけたくないだけ」

　銀縁のことを、言っているのだと思った。

　でもそれだけではないようだ。

「あいつは焦あせってるんだよ。さすがにニックだって、貴方あなたの怪我は自分のせいだって知ってるから」

　キドが敵の強化士ブースターに接近を許した、あのとき。本当に危険だったのはニックだ。彼は前線に出すぎていた。向こうの狙撃士シューターからニックに射線が通っていた。そのサポートのために、キドは下がれなかった。

「オレが弱かっただけだよ」

「同じことを、あいつも言うでしょうね」

「かもしれない」

　ニックは優しく、繊細だ。だから誰にも頼らず、ひとりですべて背負い込もうとする。

「あいつに、なにかアドバイスはある？」

　尋ねられて、キドは答えた。

「ニックの戦い方は、綺麗だよ。でも、そうだね。少し読みやすい」

　こんなことを、あの繊細な男には言いたくなかった。でも彼はキネマ俱楽部を出て行ってしまう。もうキドの射撃シュートは届かない。なら、あいつには自衛を覚えてほしい。

「必ず伝えるよ」

　と紫はほほ笑む。

　それにキドも笑みを返した。

「君も気をつけて。これまでとは、戦い方も変わるだろうから」

　紫はクレバーな強化士ブースターだ。彼女の撃墜率は高くないが、戦場を俯ふ瞰かんして眺め、要所を守る判断に優れていた。藤永とよく組み、ニックが暴れているあいだ、辛抱強く敵の攻撃を受け流した。

　深い、夜空みたいに輝く瞳ひとみで、紫はキドをみつめる。

「貴方も。藤永を守ってあげて。できるだけ急ぐけど、ちょっと時間がかかるかもしれない」

　ニックは強情だから、と紫はぼやく。

「いつまででも待つよ」

「いつまでもってわけにはいかないよ。じゃあ、一〇ループ。そのあいだに、なんとかする」

「わかった。君たちが帰ってくるまで、オレはキネマ俱楽部を守る」

　ただの口約束だ。

　銀縁の言葉を思い出す。家族にならないかと誘われたときの言葉だ。

　──口約束に実体はない。

　でも、彼はそれを現実にしてみせた。

　実体のない口約束であれ、当たり前に、守り続けたなら事実になる。

　このときキドは、少なくとも一〇ループ間、決してキネマ俱楽部を失わないことを決めた。
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　いや、おかしいだろ。

　香屋は思い切り顔をしかめる。キネマ俱楽部の話だ。

　四人は家族のような関係だった。それはいい。キドはまだ、当時のように一緒に生活できる日々を望んでいる。まったく問題ない。でも、どうしてキネマ俱楽部に拘こだわる必要があるんだよ。一緒に引っ越せよ。家が火事になったら、本物の家族だってそうするだろ。

　だから彼の話に共感できたとしても、結論にはまったく納得できなかった。まず生きろよ。生き残れよ。銀縁って人もそう言ってたんだろう？　未来は誰にも断言できない。どんな幸せなことだって起こり得る。でも、死んだらおしまいだ。目標があるなら常に生きていることを優先しろよ。

　香屋が誰かに対して心底苛いら立だつのは、珍しいことだ。

　怒りは恐怖の邪魔をする。恐怖こそが、生きる道の手がかりだ。そう信じているから自然と怒りが希薄になった。

　でも。今回の場合、理由は明白だ。

　──けっきょく、キドさんは自殺志願者なんだ。

　積極的に死にたがるわけじゃなくても、消極的な。根っこの部分で、自身に価値を置いていない。キネマ俱楽部で疑似的な家族を手に入れても、それがどれだけ大切でも、自分自身の価値には繫げられないでいる。

　だから簡単に、死に傾く。生きることを軽視する。銀縁がキドをリーダーに任命したのも、そのことを不安視したからだろう。

　許せないのは、それだった。

　香屋自身に殺意を向けていたアズチよりも、よほどキドの方に怒りを感じていた。

　──でも、僕の感情を別にすれば。

　色の濃い闇やみの中で、香屋は何度か深呼吸をする。

　──強引にでも、キネマ俱楽部の領土を守ることには意味がある。

　すでに日は暮れていた。架見崎の夜には、光も、音も少ない。闇は怖い。当たり前に怖い。香屋は座り込んで自身の膝ひざを抱える。その膝も腕も震えている。できるだけのことはしたつもりだ。でも、不確定要素ばかりだ。

　──大丈夫だ。

　と香屋は自分に言い聞かせる。

　──今回、賭かけているのは僕の命じゃない。秋穂だって安全な役目にできた。アズチ戦で命を賭けた意味はある。

　キネマ俱楽部に、ある程度の我儘を通せる権利は勝ち取っている。今回、賭けに負けても、失うものはそれだけだ。つまりキネマ俱楽部が消えるだけだ。香屋はもう一度やり直すことができる。

　だから、安心していい。なるようになればいい。なのに。胸の音が鳴りやまない。繰り返し不安が響いている。香屋はミュージックプレイヤーの音量を上げる。大好きなアニメのテーマが、切実に、生きることを謳うたう。

　その、美しくはない歌声に身を任せて、目を閉じた。

　──まったく、足りない。

　もっと、もっと、我儘を通せる権利を手に入れなければ、ここで平穏に暮らせない。

　でもそれを手にするには時間が掛かる。今、できることはもうない。膝を抱えているしかない。

　また殺し合いが始まる。









　　　第六話　どれも死ぬ理由には足りない
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　平穏な国が指定した会談の時刻は、午後一一時だった。

　八月一日──安息日が終わる一時間前。つまり交渉が決裂すれば、即座に宣戦布告するという意味だろう。

　向こうは会談の場所に、キネマ俱く楽ら部ぶ領土内の喫茶店を選んだ。多少の食糧とコーヒー豆が手に入るが、半壊していて優良とは呼べない物件だ。

　キドは藤ふじ永ながと共に、約束の時刻の一〇分前に喫茶店跡に入った。西側の壁と天井が崩れ、月明かりが差し込んでいる。八月一日の月はいつも満月だ。月の出は午後七時二八分。南中が〇時一二分。射撃手シューターは光源を気にする。

　月明りが作る影は、淡く物悲しく感じる。まるですでに過ぎ去った、もうここにはない景色みたいに。よく月光のあたるテーブルの瓦が礫れきをどけて、藤永と並んで席に着いた。

「捕えませんか？」

　と藤永が言う。

　キドは首を振る。

「いや。いい」

　何度か繰り返した会話だ。

「香か屋やを信じているんですか？」

「もちろん。うちが唯ゆい一いつ、生き残れる道だよ」

　本当はわからない。でも、チームリーダーの仕事というのは、これなのだと思う。信じる先のない状況で、信じる。上う手まくいかなければその責任を負う。キドは香屋のノートをめくった。

　適当に開いたページには、こう書かれている。





　平穏な国から宣戦布告を受けた場合。




　ミケ帝国も宣戦布告し、三みつ巴どもえになった　→18ページへ。

　それ以外　→19ページへ。






　香屋の計画は、ミケ帝国が中心になっている。

　ミケ帝国が思い通りに動いてくれなければ、すべて頓とん挫ざする。そしてあのチームの動向は、簡単に読めるものではない。

　しばらくノートをめくっていると、端末が鳴った。リャマからの連絡だ。

　──ニック、紫むらさきがうちの領土に入ったのを確認しました。目視です。ふたりは端末を持っていません。

「来たそうだよ」

「はい」

　時刻を確認する。約束から、きっちり五分遅れている。意図的な演出だろうという気がした。ちょうど五分というのがいかにもニックらしい。予定を立てなければ遅刻もできないような、真ま面じ目めな男だ。

　キネマ俱楽部の領土は狭い。間もなく足音が、かつてガラス戸だったものの残ざん骸がいを踏みしめてくる。

　キドはそちらに、顔を向ける。

　ニックと、紫。なにも変わっていない。ループする架か見み崎さきでは当然だ。外見の老いも成長もない。だがふたりともスーツを着ているから、印象は違った。

　不機嫌そうにニックが言った。

「わざわざ、埃ほこりっぽいところを指定してすみませんね」

　キドは彼に微笑ほほえむ。

「まったくだ。映画館に来て、一緒に飯を食えばよかった」

「まさか。ろくに食料のないチームにはたかれませんよ」

　ニックがキドの、紫が藤永の向かいにそれぞれ座る。光源は月明かりだけだが、それでもニックがわずかにほほ笑んでいるのがわかった。反面、紫は表情を硬くしている。

　藤永が言った。

「まず言い訳を聞こう」

　トリコロールが、キネマ俱楽部に対して宣戦布告した件だ。ニックがキネマ俱楽部を出るときに、互いへの不可侵を約束していた。それを理由に、キネマ俱楽部は領土の半分をトリコロールに譲った。なのになんの事前連絡もなく宣戦布告があった。

　ニックは表情を変えなかった。薄く笑ったままキドに向かって頭を下げる。

「すみません。でも、キネマ俱楽部を守るためでもありました」

　藤永が顔をしかめる。

「どこがだ？」

「平穏な国はキネマ俱楽部を欲しがっている。奴やつらがうちに手を出したのは、それが理由です。このままであれば、キネマ俱楽部が消えることはわかっていた。キドさんが無意味な抵抗をすることも。だから先に、うちでキネマ俱楽部を取り込んで、平穏な国との話を穏便にまとめるつもりでした」

　奇妙な話だ。平穏な国が、キネマ俱楽部のような弱小を欲しがる理由はない。

　とはいえあのチームは架見崎の北東で誕生し、西の端まで領土を広げ、それから南下を始めた。架見崎全体を反時計周りに進むように。ちょうどその経路上に、キネマ俱楽部があったというだけのことなのかもしれない。

　キドは、ニックに向かってほほ笑む。

「だとすれば、まずは連絡をくれてもよかったんじゃないかな？」

「それで、貴方あなたがチームを明け渡してくれるわけがないじゃないですか」

「そうだね。でも、やり過ぎだ。モモとダフロが死んだ」

「はい。申し訳ないと思っています。うちは積極的にメンバーを増やしていたから、過去を知らない連中が無茶をしました」

「空々しいことを言うな」

　藤永が叫ぶ。

　彼女は椅い子すから腰を浮かせ、両手で強くテーブルを叩たたいた。

「お前は、キドさんにまで。相手がお前だったから、キドさんは信頼して」

　内心で、キドは首を振る。信頼ではない。

　トリコロールはモモとダフロを手にかけたが、すぐには殺さなかった。誰がみても瀕ひん死しだったが、痛みにうめき声を上げていた。キドは飛び出すしかなかった。

　ニックは困ったように笑う。

「でも、死ななかっただろ？　ちゃんと手加減したんだ。オレだってあんな形で、キドさんを失いたくない」

「ふざけるな。私たちが、助けに入らなければ──」

「ああそうだな。どうして助けられたと思ってるんだ？　オレはわざわざ、腕と足を狙ねらった。心臓にナイフを突き刺す方が手間もないのに。勝つことは簡単だったが、そっちが折れるチャンスをやったんだよ。どうしてわからない？」

「それはこちらの台詞せりふだ。相手がお前らだから、キドさんは攻撃しなかった。本当にお前が、キドさんに勝てると思っているのか？」

　ほんの一瞬、ニックが顔をしかめる。

　だがすぐにそれまでの、薄い笑みを再現して、キドの方に顔を向けた。

「なんにせよ、約束を破ったのはオレらです。本当にすまないと思っています。でも、もうトリコロールはないんだ。個人的な話はこれくらいにしましょう」

　さらに口を開こうとした藤永を、キドは手で制止する。

　できるだけ軽く言った。

「たしかにね。先に、チームとチームの話を終わらせてしまおう」

「ええ。オレはあくまで平穏な国の使いで、ここに来ましたから」

　無意味だ、と胸の中でため息をつきながら、キドはまとめてきた案を伝える。

「キネマ俱楽部からの提案は、領土の交換だ。飛び地というのは使いづらくてね。そっちもメインチームに隣接する領土がうちのだってのは不都合でしょ？　だから元第七部隊の領土と、トリコロールの領土を交換したい」

「多少そちらから出すぶんが大きいようですが？」

「かまわないよ。どちらもコンビニ一軒がメインで、ほかにめぼしいものはない。さらにこちらは三人の捕虜をつけてもいい」

「たしか、そっちに捕まったのは四人だと聞いていますが」

「ひとりはうちに入りたいと言っている。なら、放り出せない」

「なるほど。悪くない条件です」

　ニックは一回り、笑みを大きくした。

「でもうちは、互いがもっと幸せになれる提案ができます」

　ニックが平穏な国を「うち」と呼んだのが気持ち悪かった。彼はポケットの中から、一通の封筒を取り出して、言った。

「平穏な国のリーダーの署名済みです。ご精査ください」

　月明かりの中では、その封筒は妙に青白くみえた。

　受け取って、封を切る。タイトルは「平穏な国、キネマ俱楽部の合併の提案」となっている。こんな内容だ。





一、キネマ俱楽部は現在所有するすべての領土、人員、物資、およびポイントを平穏な国に譲渡するものとする。

二、キネマ俱楽部に所属していた人員は、手続きの完了まで端末を平穏な国に預けるものとする。

三、平穏な国はキネマ俱楽部から譲渡されたポイントのうち、七割を元メンバーに割り振り、適切な部隊に配置するものとする。

四、平穏な国はキネマ俱楽部の人員すべてを受け入れ、肉体的および精神的な虐ぎゃく待たいを行わず、生活に必要な食糧、物資を提供するものとする。






　おおよそ想定していた通りで、ため息がもれる。

　隣の藤永が苛いら立だたしげにつぶやいた。

「馬ば鹿かなのか？　こんなもの、無条件降伏と同じだ」

　ニックは相変わらず笑っている。

「馬鹿なのはお前だよ。こっちにしてみれば、あんたらの反応なんてどうでもいいんだ。戦えば必ず勝つ。なら、ポイントを潰つぶし合うのは非効率的だ。だから戦う前に降伏する機会をやるって言ってるんだ」

　まったくありがたい話だ。

　たしかに結果がみえている戦争なんて、やる方が馬鹿だ。

「大枠は、呑のんでもいい」

　とキドは言った。

「でも条件がふたつある。ひとつ目は、キネマ俱楽部のメンバー全員をまとめ、その人員だけでひとつの部隊を作ること。ふたつ目は、その部隊の領土を元キネマ俱楽部のものにすること」

　そうなれば実質、キネマ俱楽部の存続と変わらない。ただポイントの三割を取られるだけだ。それはアズチから得たポイントで補える。

　ニックは静かに首を振った。

「通るわけないでしょ」

　架見崎のルールに「部隊」というものはない。メインチームに仕えるチームを便宜上そう呼んでいるだけだ。もちろん部隊がメインに宣戦布告することもできる。だから部隊のメンバーは流動させる。裏切りが発生しないように管理する。

　ニックは屈みこむような姿勢で、こちらを睨にらみあげていた。

「平穏な国は条件を変えません。ご決断を、キネマ俱楽部リーダー」

「少し考える時間をもらえないかな。ほら、うちの連中にも、事前に話をしておきたいから」

　こんな条件、呑めるはずがない。でも時間が欲しい。ミケ帝国の反応を待ちたい。

「ええ。こちらも、そのつもりです」

　ニックは背筋を伸ばした。優等生的な微笑を浮かべる。

「本日の二四時までは待ちますよ。日づけが変わった直後、こちらから宣戦布告をするので、そちらは交戦開始と同時に降伏宣言を」

　けっきょく、安息日の終了と共に宣戦布告があることは決まっているようだ。

「二四時まで、もう三〇分しかない」

「三七分あります。それに宣戦布告から、開戦まで二時間ある。チームメンバーに説明する時間は充分では？」

「わかった。今、決断しよう」

　キドは細長く息を吐き出した。

　手の中の手紙を、ニックの方へと滑らせる。

「持ち帰って再考してくれ。それから、ひとつ伝言を」

「はい。聞きましょう」

「うちをみくびるな」

「了解。誤解のないよう伝えます」

　ニックは席から立ち上がる。

　手紙をポケットに突っ込んで、こちらを見下ろして、言った。

「でもね。あんたの方が、大手の力をみくびってるよ」

　こちらに背を向けたニックに、キドは声をかける。

「待って。終わったのは、チームの話だけだ」

　ニックは顔だけをこちらに向けて、苦笑した。

「オレらに、ほかにどんな話があるっていうんですか」

「うちに戻れ」

「なるほど」

　身体からだごとこちらに向き直り、ニックは両手を広げる。

「でも、言葉が足りない。──戻らなければ撃つ。そうでしょ？」

　隣では藤永が、端末を構えている。キドはそれを片手で制止する。視線はニックから離さない。

「家族にそんな説得はしないよ」

　一瞬、ニックの顔に浮かんだ表情は、明らかな嫌悪だった。頰がぴくりと痙けい攣れんして、なにか大きな、言葉か感情を飲み込んだのがわかった。

　結局はなにも答えず、彼は再び背を向ける。

「いくぞ、紫」

　とだけ、彼は言った。

　これまで黙り込んでいた紫が、ため息をついて立ち上がる。彼女がずっと、キドだけをみていたことには気づいていた。

「約束は覚えてる？」

　とキドは小声で尋ねた。

　紫は小さく、だがたしかに頷うなずく。

「そっちは？」

「もちろん。覚えてる」

　だから一〇ループのあいだ、キネマ俱楽部を守り抜かなければならない。

　それは、一冊の物理のノートにかかっている。


＊



　ニックは両手をポケットに突っ込んで、背を丸めて歩く。

　さすがにチーム境を越えるまで緊張していた。でも何事も起こらずトリコロールの領土にたどり着く。──いや、今は平穏な国か。平穏な国、第八部隊。

「いつまでも甘い人だな、キドさんは」

　顔は向けずに、だが紫に向かって言った。

「オレたちを捕えるのが、どう考えたって正しい。不安を抱え込みたくないなら殺せばいい。どうせ戦闘になるんだ。相手の戦力を少しでも削れる」

　紫は少し後ろにいた。

　できれば前を歩いて欲しいなとニックは思う。歩幅を合わせやすいから。でもそんなことは口には出さない。

　彼女は休日に散歩でもしているような、呑のん気きな口調で言う。

「嬉うれしそうだね」

　はっ、とニックは笑う。

「そりゃ、懐なつかしい人が変わらずにいるのは嬉しいさ。でもこいつが無駄になった」

　ニックはポケットから右手を取り出す。

　そこには一枚のコインが握られている。親指で弾き、それを追って顔を上げる。コインはきぃんと澄んだ音をたてて上昇し、また落ちてくる。

　受け止めて、月光に当ててみてもただのコインにしかみえない。だがこれは特殊なアイテムだ。ポイントで獲得できるアイテムには、「加工タグ」と呼ばれるものがある。タグというのは検索士サーチャーが好んで使う言葉だが、要するにジャンルわけのようなものだ。

　加工タグのアイテムは、重さやサイズが規定内であれば、架見崎にある任意の物に特殊な効果を与える。しかも効果が重複する。このコインには三つの効果が載っている。盗聴器、発信機、そしてリモート爆弾。リモート爆弾はその他能力オリジナルで、あまり知られていない。効果は能力のルールに準ずる──自チームか交戦中のチームの領土でしか使えない──が、強力なものだと聞いている。

　ニックたちはキネマ俱楽部に捕らえられる予定だった。

　少なくとも平穏な国の連中はそうなるだろうと考えていた。

　弱小の戦い方はゲリラ戦か籠ろう城じょうと決まっている。だがゲリラ戦を行うには、キネマ俱楽部はやや狭い。なら面倒なのは籠城だ。いずれ勝つだろうが時間がかかるかもしれない。だから盗聴機能で情報を抜き出し、運が良ければキドを爆破する。おそらく、そんな意図だったのだろう。

　──天才、キド。

　彼がそう呼ばれたのは、ニックたちがキネマ俱楽部を抜けた直後のことだ。

　キネマ俱楽部は当時隣接していた中堅チーム──ブルドッグスから宣戦布告を受けた。戦力差は圧倒的だったが、キドはそれを退けた。

　間合い五メートルの高速射撃士シューター。それが本来の、キドの戦い方だ。ニックがいたころの彼はサポートに回ることが多かったが、銀ぎん縁ぶちを失った戦いではその片へん鱗りんをみせていた。キドの動きはとても腕の長いボクサーのようだ。スピーディーに動きながら、近距離で射撃シュートの特殊弾を使い分ける。ジャブ、フック、ストレート、アッパー。そんな風に。

　ブルドッグスとの戦いで、キドは一万Ｐオーバーと二度戦い、共に勝利した。そしてふたつの名前で呼ばれた。「天才」と「ジャグラー」。ジャグラーは小型銃をころころと持ち替えるキドの戦い方が由来だが、詐さ欺ぎ師しという意味を持つ言葉でもある。当時五〇〇〇Ｐ少々だった彼が倍近いポイントのプレイヤーを退けたのだから、傍からは詐欺のようにみえただろう。

　なんにせよ、キネマ俱楽部はキドのチームだ。彼がいなければどうにでもなる。だから平穏な国は物事を効率的に進めるため、このコイン型の爆弾を用意したのだろう。

　紫はため息をつく。

「上の心象をよくしたければ、貴方が自分からキネマ俱楽部に残るといえばよかった。キドさんは反対しなかった」

　もしそうしたなら、お前はどうした？　そんな風に言ってやれたなら、どれほど気が楽だろう。でも言えるわけもなかった。

　紫はずっとキド派だ。ぎりぎりになれば、向こうの肩を持つ。平穏な国にこっぴどくやられるとわかっていても。キネマ俱楽部を出るときに、紫がついてきたのだって、ニックに首輪をつけるためだ。そんなことキネマの連中はみんな知っている。

　ニックは足元に転がっていた、こぶしほどの大きさの瓦礫を蹴けり飛ばす。それはぼろぼろの壁にぶつかって甲高い悲鳴に似た音を立てた。

「子供っぽいよ、物に当たるのは」

「うるせえ。ちょっとは感傷に浸らせろよ。夜明けには、キネマ俱楽部がなくなるんだ」

　本当に言いたかったのは、そんなことではなかった。

　──オレに同情するな。

　そう叫びたかった。本当は、ひとりでよかったんだ。オレだけでよかった。お前はなんにもわかっていない。

　ニックは夜空を見上げる。つまらない空だ。ただ、月が明るいだけの。

「お前は、戦場に出るなよ」

「そんなのわからないよ。命令次第」

「なら、できるだけ後ろにいろ。邪魔すんなよ」

「するよ。当たり前でしょ。またキドさんと戦うつもり？」

　決まってんだろ。ほかに、どうしろってんだよ。

　もうどうしようもない。キネマ俱楽部は消える。キドのことだって、外からどうにかできる状況じゃない。本人の意思次第だ。最後までくだらないことに拘こだわったまま命を落とすのは、あの人の自由だ。

　明日の朝、架見崎がどんな状況になっているのかは、目にみえている。

　だから紫は、平穏な国に嫌われちゃいけない。あの巨大なチームに受け入れられて、あそこで生きていく覚悟を決めないとならない。

　本当は、ニックはヒーローになりたかった。

　仲間のピンチに恰かっ好こうよく駆けつけたかった。でも。

　──お前がついてきたら、どうしようもないじゃねぇか。

　流されて、抗あらがえず、止まれずに進んで。

　悪役にだって、なっちまうだろうが。


＊



　空になったばかりの席をみつめて、キドは細長く息を吐いた。

　藤永は、不満と苛立ちが呆れで良い感じに中和されたのだろうか、役に入る前の役者みたいなフラットな顔つきでつぶやく。

「本当に、よかったんですか？」

「ニックたちを、素直に返したこと？」

「ええ。というか、香屋の話を頭から信じたことです」

「どうだろうね」

　香屋のノートには、こうあった。





　平穏な国が事前に交渉を持ち掛け、その担当がニック、紫だった場合




　罠わなの可能性があります。なにも奪わず、必ず追い返してください。

　持ち物を没収して拘束する程度では不安です。最悪、なにか特殊なアイテムを呑み込んでいる可能性があります。そしてこれは彼ら本人も知らされていない場合（別の効果のアイテムだと聞かされている、など）も想定できます。不安材料を抱え込まないためにも、彼らを守る意味でも、キドさんたちの近くにおいてはいけません。






　当たってるのかな、これ。とキドはぼやく。

　なんにせよ、ニックたちと直接争う可能性を消せなかったことは残念だ。

　またノートをぺらぺらとやっていると、端末に着信があった。リャマからだ。ミケ帝国が動いたか？　と期待したが、違った。

　──平穏な国の再編成が終わりました。第八部隊に戦力を寄せています。おそらくこことの戦闘になります。解析、集中します。

　第八。トリコロールを落とした部隊だ。現状でキネマ俱楽部に隣接しているチームだから、自然な流れではある。

　リーダーの詳細を早めに頼むよ、とキドは返信した。香屋のノートでも、その部分にいちばんページが割かれている。

　返信はすぐにあった。

　──ひとり、大物が混じっています。本命でしょう。

　平穏な国の大物。誰だ？

　数名を思い浮かべていると、データが届いた。

　所持ポイントはおよそ三万。そのうちの七割近くの使い道が不明。──つまり、その他能力オリジナル。通常は平穏な国のメインチームに所属している。

　登録名、ウォーター。

　知っている。平穏な国に入る前だが、顔をみたことさえある。

　ウォーターはまるで少年のように無邪気に笑い、夢みたいなことを語っていた。だが誰もがその言葉を蔑ないがしろにはできなかった。

　結果を出し続けたからだ。ウォーターは二五ループほど前に架見崎に現れ、ごく小規模なチームを作り、そこから無敗のまま中堅まで駆け上がった。誰もがウォーターを警戒していたが、ある日ふいにチームを平穏な国に売り、そこの幹部に納まった。

　伝説と呼ぶには新しすぎる。

　だが架見崎で語られる、ひとつの物語の主人公だ。





　　　　　２






　予定通りに、と言っていいだろう。

　二日の午前〇時ちょうどに、平穏な国がキネマ俱楽部に宣戦布告した。まず動いたのは作り直された第七部隊だった。だが間もなく第六、第八、第九もそれに乗る。まともに戦いになる戦力差ではない。そのことを秋あき穂ほは、コゲの口からきいた。

　わざわざ秋穂に説明してくれたわけではない。

　教室のひとつに、白しろ猫ねこ、コゲ、そして黒くろ猫ねこがようやく揃そろっていた。そこに秋穂も呼ばれたのだ。

「ウォーターが絡からんでいるのが、まったくもって絶望的ですね。あの人を除いてもポイントで五倍以上の差がありますが」

　ため息交じりにそう告げたコゲに、白猫が尋ねる。

「具体的な数字は？」

「キネマ俱楽部が二万七三〇〇Ｐ。平穏な国の四チーム合計で一七万六〇〇〇Ｐ。人数比ではキネマ俱楽部が九名。平穏な国が五三名。ですが登録名『あっきー』がここにいて、香屋歩あゆむの端末を預かっていますから、キネマ俱楽部は実質七名です」

　へぇ、と白猫が呟つぶやいた。

「意外にアベレージが高いな、キネマ俱楽部は」

「前ループ末の戦闘で九〇〇〇Ｐは稼いでいますからね。それを除いても、キドは優秀なプレイヤーです」

「うちがキネマ側についたらどうなる？」

「それでも三万Ｐほど、平穏な国が上回りますよ」

「そんなことはわかっているよ。戦況の予想だ」

「本気でやれば、もちろん負けはしないかと。ウォーター次第ですが──」

　口を挟める話題でもなかったので、秋穂はテーブルの上のアーモンドチョコレートをつまむ。真夜中にどれだけ食べても月一で脂肪がリセットされる架見崎は、その点だけを考えれば楽園のようでもある。

「開戦までの時間は？」

　と白猫が尋ねた。

　それにコゲが答える。

「あと一時間二〇分ってところです。動くならそろそろ、決断した方がいい」

　白猫は頰ほお杖づえをついて、香屋からの手紙を読む黒猫に顔を向ける。

　黒猫。ミケ帝国内で、交戦を含む外交全般の責任者。二〇歳ほどだろうか、ショートカットの黒髪の女性だ。ため息をついて、彼女は言った。

「静観しましょう」

　コゲが顔をしかめる。

「私としては、香屋歩の能力が欲しい」

　黒猫はコゲを睨んだ。このふたりは、あまり仲がよくないようだ。

「知ったことではない。これ以上、お前の趣味にリソースは割けない」

「キネマ俱楽部からの提案は、フェアなものでしょう？　うちにデメリットはない」

「どこが？　一時的にこちらの戦力が奪われる。それにフェアだったとして、弱小から出てきた五分の提案を受ける方が馬鹿げている」

「二万七〇〇〇Ｐ持つチームに恩を売るのは有意義では？　いずれ、平穏な国はうちも狙いますよ。今はＰＯＲＴとのバランスで大きくは動けないだけだ」

「わかっている。キネマ俱楽部を取り込めるというなら価値がある。だが向こうにその気はないだろう」

　話がまとまりそうもない。

　まだもう少し時間には余裕があるが、香屋が予定している「ある瞬間」までにはこの議論のポイントがまとまっていなければならない。

　──さすがに少し、働きましょうか。

　秋穂は内心でぼやく。元々、この状況で「キネマ俱楽部を守ろう」というのが無茶な話ではあったが、すでに知り合ってしまった人たちを簡単に見捨てるのは、さすがに気が引ける。

「状況をまとめましょう」

　口を開くと、三人の視線が集中した。秋穂は立ち上がり、教壇に向かう。

　黄色いチョークを手に取って。

「私たちが議論しているのは、けっきょく、ポイントです」

　できるだけ背伸びをして、ポイント、と黒板に書いた。
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　午前一時三〇分──交戦開始が三〇分後に迫ったとき、ニックは平穏な国第八部隊の領土にいた。つい最近までトリコロールの、さらに過去にはキネマ俱楽部の領土だった土地だが、ニックはそこが自分の居場所だとは思えなかった。

　明るいコンビニの前に、大勢がたむろしている。今回の戦闘に参加する、平穏な国側の人員は五〇名を超えると聞いた。その五〇名は四つのチームに別れており、それぞれリーダーが一万Ｐ、メインのアタッカーが五〇〇〇Ｐほど持つ。アズチのように余よ所そ者ものではない、平穏な国で成り上がった人員だ。集団での戦闘も慣れているだろう。

　戦闘の直前だというのに雰囲気は和やかだ。方々で数人のグループが円形に座り、つまらない話をしている。今夜の寝床だとか、明日の飯だとか、平穏な国の上層部の思惑だとか。

　一方で、チーム内の規律が守られていることもよくわかった。すでにコンビニの中は空になっている。大勢が食い荒らしたから、ではない。物資はすべてメインチームに運び込まれ、再配布された。戦闘前は多少優遇されるようで、食事の時間外だというのに、簡単な飲食物が配られている。生菓子の類たぐいがよく目につく。シュークリームだとかプリンだとか。そういう、保存が難しいものから先に消費されるのは、どこのチームでも変わらないようだ。

　ニックも個別包装されたチーズタルトを受け取っていたが、それをかじろうという気にはならなかった。ミネラルウォーターをちびちびと傾けながら、交互に時計と、検索士サーチャーが共有するマップを眺めていた。

　よく晴れた夜だ。コンビニの光を別にすれば、ようやく天頂から下り始めた月がもっとも明るい。反面で地表は暗い。本来、夜は空が明るく、地面が暗い時間なのだろう。

　やがて、割れたアスファルトにのしかかる闇やみを切り裂いて、強い光源が近づいてきた。車のヘッドライトだ。

　それに気づいたのだろう、周囲から音が消えた。アスファルトだとか、瓦礫だとか、壊れた室外機だとかに座り込んでいた面々が、一斉に立ち上がる。誰もが背筋を伸ばしていた。その様子に気おされて、ニックも同じようにする。

　軽自動車だろう、小さく、丸っこいフォルムの一台が停車する。エンジン音が鳴りやむと、車内の明かりが灯った。運転席にいるのは紫だ。彼女はトリコロールの時代から平穏な国との交渉を担当しており、繫つながりが強い。

　だが紫は、車を下りなかった。

　助手席が開き、一見すると馬鹿げた、カウボーイハットを被かぶったひとりが現れる。ポケットの多いウェスタンシャツと相まって、なんだか舞台衣装のようだ。イメージよりもずっと小柄なのが理由だろう、本物のカウボーイにはみえない。

　だが、不思議とその服装がよく似合っていた。蒸し暑い夜でもなお寒々とした月光と相まって、帽子の下にある中性的な微笑みが、現実味のない綺き麗れいなものにみえた。

　ウォーター。架見崎における、圧倒的な実力者のひとり。

　ドアを閉め、ゆっくり一同を見渡して、微笑みを浮かべたまま口を開く。

「ウォーターだ。今夜の指揮をとることになった。皆にとっては不幸なことだと思う。簡単に戦いを終わらせるつもりはないからね」

　言葉の内容よりも、その声に驚いた。

　歌うようにリズミカルな、澄んだ声だ。優しい、というのがいちばんの印象だった。戦場にはそぐわない、どこを抜き出しても非暴力的な声だ。

　誰かひとりが口を開く。

「奴らをいじめ抜けってことですか？」

　ニックには、それを口にしたのが誰だかわからなかった。だがウォーターがその目を、短髪の青年に向けた。新たに組み直した第七のリーダーだったはずだ。

「その通りだよ」

　ウォーターは頷き、短髪に尋ねる。

「今夜の勝利条件はなんだ？」

　短髪は答える。

「キネマ俱楽部の領土を奪い取ることです」

　今度は、ウォーターは首を横に振った。

「これほど戦力に差があるんだ。領土の獲得くらいで満足するな。目指すのは完全な勝利だよ。だから、オレからの命令はひとつだけ。ただのひとりも死ぬな。これだけだ」

　周囲の誰かの口から、おお、とため息のような声が漏れた。

　集団同士の殺し合いで、消耗をゼロに抑えるというのは、当たり前に考えて不可能だ。ニックもトリコロールを率いていたからわかる。良いリーダーは上手く仲間を殺す。効率的に殺し、相手により多くの被害を与える。弱小ならわからないが、平穏な国のようなチームでリーダーを任された人間が「ひとりも死ぬな」というのは異例だろう。

　ニックは奥歯をかみしめる。かつて仕えていたリーダーのことを思い出したからだ。「死ぬな。生き延びろ」。徹底して、それだけしか命令しなかったリーダーを。

　ウォーターは続ける。

「そのために、相手を上手くいじめろ。嫌がることばかりをしてやれ。パラポネラ、向こうの編成は？」

　小柄な少女が答える。

　どうやら検索士サーチャーのようだ。

「はい。中心人物はキド、七五〇〇Ｐほど所有しています。メインは射撃シュートですが高レベルのプレイヤーとしては射程が短く、強化ブーストで機動力を上げて接敵して戦うことを好みます。特徴的なのは特殊弾の獲得に二〇〇〇Ｐほど割いている点で、その内訳は──」

　検索士サーチャーがひとりずつ、キネマ俱楽部の人員の能力を読み上げていく。

　ニックにとっては、大半が既知の情報だった。だがその内容があまりに詳細で、驚く。また銀ぎん縁ぶちのことを思い出した。

　少女が説明を終えると、ウォーターは頷いて、さらに尋ねた。

「今回のループで、向こうはどこを成長させた？」

「一貫しています。強化士ブースターは機動力を、射撃手シューターは使用回数を集中して獲得しています」

「そこから予想できる戦い方は？」

「ゲリラ戦」

　ウォーターは視線を、検索士サーチャーからこちらに向けた。

「と、いうことだ。奴らは走り回る。ならそうさせてやれ。体力と能力の使用回数を消耗するだけだ。深追いはするな。それこそ、向こうが求めていることだ」

　ひとりひとりの顔をみて、言い聞かせるように、ウォーターは語る。

「データの確認を怠るな。射程で常に有利を取れ。簡単には殺そうとするな。音を上げるまで疲れさせろ。今夜の戦場に混乱はいらない。うちにも、敵にもだ。向こうが冷静なまま消耗するやり方を徹底しろ。自棄になると突撃がある」

　相手の混乱は、多くの指揮者であれば望むことだろう。だがたしかに無傷での勝利を目指すとなると話が違う。大局をみるとまったく無意味な一撃でも、キドが捨て身になれば何人かはやられる。

　むしろ淡々とした口調で、ウォーターは締めくくる。

「今夜はひとりも、命を賭かけるな。この命令を厳守してくれ。期待してるよ」

　ポーズもなく、声を張ることもなかった。

　なのにその言葉は劇的に聞こえた。なんだか現実味がなかった。ウォーターも、カウボーイハットばかりを照らす月も、この夜も。物語のワンシーンに取り込まれたような気持ちだ。このあとダイジェストですべてが片付くのではないかという気がした。──そしてすべては、ウォーターの言う通りになったのです。こんな風に。

　同じように感じていたのだろうか、一同は呆あっ気けにとられたように、二、三秒のあいだ黙り込んでいた。直後、作り物ではない、感情的な歓声が上がる。やっぱり誰だって、死ぬのは怖い。だからウォーターの言葉に笑みを浮かべて拳こぶしを突き上げている。

　気持ちはわかるよ。でも。ニックは、素直に喜ぶ気になれなかった。

　手を上げて、声を張る。

「質問があります」

　それで周囲の歓声が引いた。

　ウォーターは、こちらと目を合わせてほほ笑む。

「なんだい？」

　言い繕いようもなく、緊張していた。ループがある架見崎で、肉体は歳としを取らない。だから外見の年齢には意味がない。それでも明らかな年下に気おされるのは恥ずかしい。

　ニックは口早に尋ねた。

「キネマ俱楽部はミケ帝国と手を組んだという噂うわさがあります。ミケ帝国が参戦したなら、それなりに被害も出るでしょう。どうお考えですか？」

　どこまで正確な情報だかわからないが、ループの直前からキネマ俱楽部の人間がミケ帝国を訪ねているのは事実だ。そしてミケ帝国は、動きが読めない。大半のチームは平穏な国の戦いに首を突っ込むようなことはしないだろうが、あそこであればわからない。

　だがウォーターは、軽く首を振る。

「あり得ない」

　なぜ、という疑問が、上手く声にならなかった。周りの人々も、なんだかぽかんとした表情でウォーターをみつめている。

　綺麗にほほ笑んだまま、ウォーターは続ける。

「ミケ帝国は参戦しない。そんなのまったく、あいつのやり方じゃない」

　あいつとは、誰だろう。──ミケ帝国のリーダー？　そういえばウォーターは、かつて自分のチームを持っていた時代、繰り返しミケ帝国と交戦していた。

　ウォーターは笑みを大きくする。

「他に質問は？　なければ各チームのリーダーはこちらに。動き方の確認をする」

　解散、とウォーターが手を叩く。

　ニックは理屈のないウォーターの言葉を、なぜだか疑おうという気になれなかった。

　──ああ、ミケ帝国は参戦しないんだな。

　じゃあ、なんだ。本当にキネマ俱く楽ら部ぶはなくなっちまうな。

　そのときに思い浮かんだのは、キドでも銀縁でもなくて、あの映画館で貪むさぼっていた塩っぽいばかりのポップコーンだった。
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　タイマーは回り続ける。

　キドは自身の端末をじっとみつめていた。交戦開始まで、およそ五分。

「ミケ帝国の動きは？」

　と藤永が声を上げる。二分毎に言っている。

「ありません。状況、変わりません」

　とリャマが答える。

　キドは内心で顔をしかめる。

　──やはり、ミケ帝国に頼るのは難しいんじゃないか？

　いまさらだ。香屋の案で行くと決めたのだから。それにどれだけ確率が低くとも、まともに平穏な国を相手にするよりはましだ。

　キドは「平穏な国対策ノート」のページをめくる。





　平穏な国のリーダーがウォーターだった場合。




　最悪ですが、最高です。

　戦うと必ず負けます。勝ち目はありません。ですが投降を考えるなら、もっとも安全な相手でもあります。やばいと思ったら、素直に降伏することを強く推奨します。悪い扱いは受けません。

　想定できる向こうの戦い方は、いくつかあります。

　可能性が高いのは、徹底して戦闘を長引かせる方法です。戦力の差を利用して、ひたすらこちらの消耗を狙う。この際のウォーターの目的は完封です。つまり平穏な国にひとりの被害も出さないまま戦いを終わらせることです。場合によってはこちらにさえ被害を出さないことを狙うかもしれません。トラップや囮おとりを警戒してくれるので、逃げるのは簡単ですが、こちらの狙いもほとんど筒抜けだと考えられるため──






「けっきょく私は、チームに入れてもらえないんですか？」

　と声をかけられた。

　顔を上げるとそこに、モノがいた。

　──どうせ君は、すぐに平穏な国に戻ることになる。

　と、キドは言ってやりたかった。これから始まる戦闘で、彼女や他の捕虜を平穏な国から守り抜くことはできない。でも内心はほほ笑みの裏側に閉じ込めて、代わりに香屋のノートにあった言葉で答えた。

「君が入ると、ノイズになる」

「ノイズ、ですか」

　そう。ノイズ。香屋はどうやら、それを怖おそれているようだった。

　正確には、こうだ。

　──算数の式にノイズが混じると、計算が面倒になります。

　算数の式とはなんのことだろう？　彼は多くの場合、言葉が足りない。その点だけを取るとリーダーに向いた性格ではない。隣に秋穂のような、彼の考えを言葉にできる人間が必要だ。

　モノは首を傾かしげた。

「では、私はこのまま解放してもらえるんですか？」

「ポイントが欲しい」

「どれだけ？」

「できれば、全額」

「さすがに、それはちょっと。私にも今後があるので」

　平穏な国に戻るなら、キネマ俱楽部には屈しなかった、という言い訳が必要だろう。他の捕虜たちも、簡単にはポイントを差し出そうとはしない。

　──なめられてるな。

　彼ら、彼女らは、キネマ俱楽部が人を殺さないチームだと思っている。命までは取られないと信じているから、我を張っていられる。そしてそれは、まったく正しい。戦場であれば別だが、一方的に有利な状況で、キネマ俱楽部が敵の命を奪ったことはない。

「なら、七〇〇ポイントだけ欲しい。それでいい」

　どうして、とは、質問されなかった。理屈がわかり切った数字だったからだ。

　譲渡などでポイントが足りなくなった場合、「あとから獲得したもの」から順に、能力の使用ができなくなる。たとえば検索サーチ、強化ブースト、検索サーチの拡張、という順に能力を獲得していたなら、まず検索サーチの拡張の部分を失い、次に強化ブーストを失い──という風に。

　七〇〇Ｐの譲渡で、モノは強化ブーストを使えなくなる。ただの検索士サーチャーであれば、危険は少ない。

「ま、それくらいは仕方がないですね」

　と、今度はモノがあっさり同意した。架見崎はその歴史の中で、いくつもの「定石」と呼ばれる考えを生んだ。キドが要求したポイントは、その定石から外れたものではない。

　キドとモノは端末をぶつけ合う。七〇〇Ｐの譲渡を受けた。

「確かに」

　画面を確認して、キドは端末をポケットにしまう。

　モノは首を傾げる。

「ミケ帝国は、参戦してくれそうですか？」

　彼女には詳しい事情を話していない。香屋から口止めされている。

「どうかな。白猫さんは読み切れないから──」

　と言いかけたところで、端末がなった。ぴりりりり、ぴりりりり、ぴりりりり──と続けて。これから始まる戦いに、他チームが参戦を表明したときの音だ。

　藤永がこちらをみる。

「ミケですか？」

　その場にいる全員が、キドの方をみていた。キドは首を振る。

「いや。違う」

　──チーム【平穏な国】が、【キネマ俱楽部】に対して宣戦布告しました。

　部隊表記のない平穏な国は、メインチームと呼ばれる。メンバーは三五名ほど。もちろん平穏な国の中で、もっとも総ポイントが高いチームだ。

　端末は鳴りやまない。ぴりりり、ぴりりり、ぴりりり。ぴりりり。ぴりりり。

　チーム【平穏な国第三部隊】が、【キネマ俱楽部】に対して宣戦布告しました。チーム【平穏な国第一〇部隊】が、【キネマ俱楽部】に対して宣戦布告しました。チーム【平穏な国第一部隊】が、【キネマ俱楽部】に対して宣戦布告しました。チーム【平穏な国第四部隊】が、【キネマ俱楽部】に対して宣戦布告しました。チーム【平穏な国第二部隊】が、【キネマ俱楽部】に対して宣戦布告しました。チーム【平穏な国第五部隊】が、【キネマ俱楽部】に対して宣戦布告しました。

　その様は、圧巻だった。平穏な国のすべてのチームが、たったひとつの弱小に向かって牙きばをむいている。

「敵戦力は？」

　と藤永が叫ぶ。

　リャマが叫び返した。

「総ポイントおよそ九五万六〇〇〇、人員一六四名です」

　はは、とキドは笑う。

「同じことだよ。どうせ、状況は変わらない」

　香屋のノートでも触れられていた展開だ。平穏な国は、キネマ俱楽部とミケ帝国の共闘を疑っている。だから「開戦直前にミケ帝国が参戦しても圧勝できる戦力」を上乗せする可能性がある。なら中途半端に戦力を残すのはよくない。残した方の戦力を、別の大手が狙ねらうかもしれないから。動く予定のないチームまで戦闘に参加して、他チームからの宣戦布告をシャットアウトした方が安全だ。

　データ上は派手に動いた平穏な国に対して、ミケ帝国は静かなものだ。なら後から宣戦布告した平穏のチームも、動きはしないだろう。キネマ俱楽部だけを相手にするなら、元の戦力でも過剰なくらいだ。

　タイマーの色が赤く染まる。交戦開始まで、残り一分を切っていた。

「さあ、そろそろ時間だね」

　一同を見回して、キドは言った。

「気負いなく行こう。やれることをやろう。指示はいつも通りだ」

　──時間になりました。

　と、システムメッセージが流れる。実際はキネマ俱楽部と平穏な国の戦いでも、データの上では計一二チームが参戦する大規模な戦いだ。長いシステムメッセージだった。

　もう一度、全員を見回して。

「逃げろ。生き延びろ」

　誇りを持って、キドはそう告げた。


＊




　ミケ帝国も宣戦布告し、三みつ巴どもえになった場合




　敗北確定です。

　ミケ帝国にキネマ俱楽部を護まもるつもりはありません。どうしようもないので降伏してください。




＊



　コゲが言った。

「開戦しました。平穏な国の連中が二五名、キネマ俱楽部領土に踏み込んでいます」

　秋穂は内心でため息をつく。

　そろそろ時間だ。話をまとめにかからなければならない。

　元々、香屋の狙いは、ミケ帝国との共闘ではない。純粋にチームの力では、平穏な国は圧倒的に強大なのだから。ミケ帝国の戦力を上乗せしてもリスクの方が大きい。

　つまらなそうに、白猫が口を開く。

「どれくらい持つと思う？」

　コゲが答えた。

「三〇分か、一時間か。なんにせよ、平穏な国側が想定した時間通りでしょう。奴やつらが潰つぶそうと決めれば潰れます」

　白猫は、黒猫に目を向けた。

「まだ間に合うようだぞ？」

「私の考えは変わりませんよ」

　彼女の手元には、キネマ俱楽部が同盟を求める文書がある。香屋が作ったもので、こんな内容だった。




　ミケ帝国は領土内のキネマ俱楽部の人員に対し、一切の危害を加えてはなりません。また、ミケ帝国はキネマ俱楽部の人員の安全と生活を保証し、領土を出る意思を示した場合はそれを阻害してはなりません。

　これが守られている限り、キネマ俱楽部の人員は、ミケ帝国の指示に従います。つまり安全と生活に支障をきたさない範囲であれば、指示のままに働き、情報を隠さず、可能であれば能力も指示通りに使用します。ミケ帝国を出る場合には返還される、という条件付きで、端末を差し出すことにも応じます。

　この契約に同意するのであれば、ミケ帝国は計三万Ｐを登録名「あっきー♪」に譲渡してください。

　今後、キネマ俱楽部の人員が自らの意思でミケ帝国の領土を出る場合、その人物が持つのと同じだけのポイントを、「あっきー♪」からミケ帝国に返還します。また、すべてのキネマ俱楽部の人員がミケ帝国を出る場合、返還ポイントの合計が三万になるように調整します。




　キドがこだわっていたのは、キネマ俱楽部の存続だ。

　そこで香屋は、「安全な逃亡先を作ること」を考えた。

　もしもキネマ俱楽部に所属する全員が、ミケ帝国に逃げ込むとどうなるか？　平穏な国はキネマ俱楽部に対してしか宣戦布告していない。つまり、ミケ帝国内では一切の能力を使用できない。交戦の結果は引き分けのほかにあり得ない。

　ルールの不備のような逃げ方だ。でも、普通は起こることではない。関係のないチームに逃げ込むと、自分たちも能力を使えないのだから。今回の場合、キネマ俱楽部のメンバーは、一方的にミケ帝国からの攻撃を受ける危険がある。

　そこで香屋はミケ帝国から、一時的に三万Ｐ預かることを契約に盛り込んだ。ループが明けた時点で、キネマ俱楽部の総ポイントは二万七三〇〇。つい先ほど、捕虜から七〇〇Ｐの譲渡があり、二万八〇〇〇Ｐ。ミケ帝国から三万Ｐ預かると、あわせて五万八〇〇〇Ｐだ。ミケ帝国がキネマ俱楽部を裏切り全員を殺しても、獲得ポイントは半減するため二万九〇〇〇で、わずかではあるけれど元値に届かない。

　秋穂は黒板の隣に立っていた。黒板には、ポイントのやり取りに関する数字や、白猫、黒猫、コゲの発言の抜き出しが書かれている。

　その一行を指して、秋穂は黒猫に尋ねる。

「ミケ帝国は平穏な国と敵対してもかまわない。間違いありませんね？」

　黒猫は顔をしかめた。

「ああ。うちはどこも恐れない」

　頷うなずいて、別の行を指す。

「一方で、三万Ｐの譲渡には応じられない」

「当然だ。無駄にうちの戦力が削られる」

　ポイントが減少すると、能力の一部が使えなくなる。

　頷いて、秋穂は話を進める。

「では、譲歩しましょう。もしミケ帝国が総ポイント一〇万以上のチームから宣戦布告を受けた場合、キネマ俱楽部はできるだけ速やかに、預かっているポイントを返還する、でいかがですか？」

　ポイントが返還されれば、使えなくなっていた能力も即座に元に戻ると聞いている。

　コゲが言った。

「それは、キネマ俱楽部の総意と考えてかまいませんね？」

「もちろん。この件は、キドも私に一任しています」

　キドは、秋穂というより香屋に任せたつもりだろうが、関係ない。

　白猫が口を開いた。

「契約は、私たちに不利ではないように思うぞ？」

　口元を歪ゆがめて黒猫は答える。

「私たちに有利でないことが、苛いら立だたしいんですよ」

　その言葉に合わせて、秋穂は手にしていたチョークを走らせる。

　──譲渡するポイントが、キネマ俱楽部の総ポイント以下なら？

　つまりミケ帝国がキネマ俱楽部の全員を殺したときに獲得できるポイントが、譲渡するポイントを上回っていたなら。

　たん、と秋穂は、チョークで黒板を打つ。

「これであれば、黒猫さんも交渉に応じていただけますか？」

　黒猫は相変わらず不機嫌そうだ。

「そうだな。こちらから出すポイントを減額しろ。それが条件だ」

　どれだけ？　とは尋ねない。大きすぎる数字を言われると困るし、こちらの狙いに気づかれてもいけない。

　代わりに、今書いた一行にバツを書き込んだ。

「それは、できません。他に交渉の余地はありませんか？」

　これは一見、ポイントに関する議論だが、本質は違う。ミケ帝国とキネマ俱楽部、両チームの立場に関する議論だ。ミケは自分たちが完全に有利な状況でキネマの面々を領土に招き入れたいと考えている。キネマはできる限り五分に近い状況を作りたい。そのボーダーラインが、三万ポイントだ。

　黒猫がじっと秋穂を睨にらむ。

「お前らが生き残る道は、ポイントの減額しかない」

「わかりました」

　秋穂はチョークを置いて、指先についた粉を払う。

　これで、秋穂の仕事はお終いだ。ミケ帝国の議論は香屋が想定した形でまとまった。焦点はミケ帝国から預かりたい三万ポイントの意味。そこに張った罠が機能するのかは、キネマ俱楽部にかかっている。

「しばらく、戦況を見守りましょう」

　にっこり笑って、秋穂は席に戻った。


＊



　どこか遠くで、着弾の音が聞こえた。

　がん、とコンクリートだか、アスファルトだかをえぐる音。また殺し合いが始まった音だ。

　──大丈夫。大丈夫。

　と香屋は胸の中で繰り返す。

　──僕は安全だから、大丈夫。

　死にたがっている奴らなんか、どうだっていいんだ。いちいち相手にしていられるか。知ったことじゃない。僕は生き延びる。それでいい。

　なのに胸が痛かった。

　どうしてだよ、と叫びたかった。

　──キネマ俱楽部は間違っている。

　キドも、彼に従うメンバーも。ギブアップすればそれで済む話なのに、どうして命を懸ける必要がある？　馬ば鹿かだ。おかしい。生物として壊れている。

　勝手に殺し合ってろよ、と香屋はぼやく。

　内心では、誰も死ぬなと顔をしかめる。涙がにじんだ。

　どこか遠くから、人を殺すための音が聞こえる。





　　　　　３






　戦闘の開始から、五〇分ほど経過していた。

　ニックはまだ、コンビニの前にいた。

　ウォーターは四つの部隊のうち、二つだけを戦場に出し、三〇分ごとに一部隊ずつローテーションさせた。つまりＡ、Ｂの部隊がまず戦い、三〇分後にＡが抜けてＣが入り、さらに三〇分後にＢが抜けてＤが入る、という風に。各部隊は、それぞれ一時間の戦闘と休憩を繰り返すことになる。それでも常にキネマ俱楽部の三倍近い戦力が戦場にいる。互いに威い嚇かく射撃を繰り返しながら、平穏な国はゆっくりとキネマ俱楽部を領土の隅へと追い詰めていた。

　これまでの戦いで、死者はまだ一人も出ていない。

　怪け我が人にんなら向こうに一人、こちらに三人。だが、大した問題でもない。平穏な国はすでに戦線を、キネマ俱楽部の領土の半ばまで押し上げている。定期的に検索士サーチャーが報告する能力の使用回数でも、向こうはこちらの二倍もある。やがて射撃士シューターの弾がつき、そこでこの戦いは終わるだろう。

　熱のない戦場だ。

　ウォーターが言った通りに。混乱も、波乱もない夜だ。

　──けっきょく、どうしようもないじゃねぇかよ。

　ニックは内心で愚痴る。

　──なにが天才だよ。ただ踏み潰されておしまいじゃねぇか。

　もしもキネマ俱楽部に自分がいたら、とニックは考える。

　それでも、状況は圧倒的に不利だろう。だが、こうではなかった。少なくとも平穏な国の連中に声を張り上げさせることくらいはできた。こんな、ただロード画面を眺めているような戦いにはならなかった。

　さっさと死ねよ、とぼやく。

　──キドさん。もう、どうしようもないんだ。さっさと終われよ。

　風ふ呂ろに入って、飯を食って、少しだけ悲しんで。すっきり眠らせてくれよ。

「不満そうだね」

　と後ろから、声が聞こえた。

　振り返るとそこに、ウォーターがいた。

「いえ。別に──」

「気にしなくていい」

　ふ、とウォーターは笑う。

「オレもこういう戦い方は、あまり好みじゃない。でも今夜は特別だ。絶対に、負けたくない理由があるからね」

「第一部隊の話ですか？」

　平穏な国のナンバー二は、第一部隊のリーダーになる。もうすぐそこが入れ替わるのではないか、とチーム内で話題だ。新たなナンバー二と目されている人物のうちのひとりがウォーターだった。ならこんな戦いで失敗はしていられないだろう。

　しかし、ニックの想像は外れたようだ。

「第一？」

　とウォーターは怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。

　それから、笑った。

「そんなのどうでもいいよ。欲しければ貰いに行く。負けたくないのは、キネマ俱楽部にライバルがいるからだ」

　なにを言っているんだ、この人は。

　平穏な国のナンバー二争いをしているのに、弱小にライバルだって？

「キドですか？」

　ほかにはいない。いや、キドであれ納得はできないけれど、彼はキネマ俱楽部では頭抜けている。

　だがウォーターは首を振る。

「キドさんは良い射撃士シューターだ。でも、架見崎のルールの中にいる」

　意味がわからない。ここにいる全員が、架見崎のルールの中だろう。

　ウォーターは笑った。屈託のない、少年のような笑みだった。

「ところで、ニック。そろそろ君の部隊の出番だね」

「ええ、はい」

　ニックは第八部隊に所属している。第八は、ローテーションの最後に戦場に投入される部隊だ。

　ウォーターは言った。

「好きにやりたいか？」

「そりゃ、やれるなら」

「死なない自信はあるかい？」

「もちろん。キネマ俱楽部の誰にも負けませんよ」

「なら、いいよ。君だけ独立して動け」

　ウォーターはじっとこちらの瞳ひとみを見上げている。なんて、無邪気な目。まるでここが戦場ではないような。子供たちの秘密基地のような。背筋がぞくりとした。どうしてこんな目で、人の生き死にを指揮できるんだ。

　その瞳のままで、ウォーターは続ける。

「実はさっき、連絡があったんだ。映画館を制圧した。そこに捕虜だった四人がいた。彼らを回収してしまえば、あとは多少、暴れてもいい」

　この人のことがわからない。ただ気まぐれな指揮官？　そんなもの、下につく人間にとっては最悪だ。

　──でも、チャンスだ。

　これから平穏な国で成り上がるために。少なくともここで、紫と安定した生活を送るために、ウォーターの心象をよくしておくことには意味がある。

　それに。

　──オレは、キドさんよりも上だ。

　訓練では一度も負けなかった。実戦でも、劣っているつもりはない。

「期待に応こたえてみせますよ」

　なんとか笑って、ニックは言った。


＊



　ぴー、と笛の音が鳴る。

　ちょうど、戦闘が始まって一時間が経過した。チームをローテーションさせる時間だ。

　ニックの背中を見送るウォーターに、検索士サーチャーの少女が声をかける。

「いいんですか？」

「ん？」

「ひとりだけ、はしゃがせて」

「これも予定通りだよ。負けたくはない戦いだから」

　先ほどとは打って変わって、冷たい表情でウォーターは息を吐き出す。

「それに、ニックは死なないよ」

「たしかに、この戦闘では各部隊のリーダーに次ぐ高ポイントプレイヤーですが──」

「そうじゃない。関係ない。向こうが手加減してくれる」

　ウォーターは空を見上げる。その瞳に、蒸し暑い夜の冷たい月が映り込む。

「キドさんは、ニックを殺せないよ。なら負けのないギャンブルだ」

　ささやくように言って、ウォーターは笑う。

　楽しげな、少しだけ悲しげな、複雑な笑い方だった。

「どうしたんですか？」

「ちょっとね。友達が言いそうな台詞せりふだったから」

　どん、と遠くから、またなにかが壊れる音が聞こえる。

　壊れたものが人の命でなければいいなと、ウォーターは思った。


＊



　ニックはポケットに手を突っ込んで、顔を上げて歩く。

　蒸し暑い夜だが、それでも架見崎の空気は綺麗に澄んでいた。

　以前、キネマ俱楽部にいたころは、真夜中に映画館を抜け出してこんな風に歩いた。別に楽しい思い出じゃない。毎日が不安で寝つけなかっただけだ。今だってそう変わらないはずだが、なぜだろう、ひとりで夜道を歩くことはなくなった。

　端末は先ほどから繰り返し振動を続けている。

　ニックは仕方なくそれをポケットから取り出した。つらつらと、平穏な国の検索士サーチャーから届いたメッセージが並んでいる。

　キネマ俱楽部の連中は、小まめな移動と射撃を繰り返している。報告によれば、いわゆる「二人組の騎馬戦」の形をとっているようだ。つまり強化士ブースターが馬になり射撃士シューターや検索士サーチャーを担いで移動する。狙撃手シューターはその馬の背から後ろに向かって射撃を行う。威嚇射撃と逃亡の繰り返しで、どうにか時間を稼いでいる。

　現在、キネマ俱楽部は、データの上では九名のチームだ。だが新人ふたりはミケ帝国にいる。なら、実質的な戦力は七名。

　内訳はこうだ。強化士ブースター三人、射撃手シューター三人、検索士サーチャー一人。騎馬が三組できて、ひとり余る計算。余っているのはキドだ。キドは射撃手シューターだが、強化ブーストもそれなりに使える。とくに機動力が高い。つまり向こうには、強化士ブースターの速度で走り回る射撃手シューターが三人いるわけだ。一方で検索士サーチャー──リャマは先ほど、負傷したという。どの程度の怪我なのかは知らないが、たったひとりの検索士サーチャーを失うのは痛手だろう。

　どん、とそう離れていない場所で、着弾の音が聞こえた。

　みると通りの向こうで、射撃シュートの光線がちらちらと輝く。打ち合っているようだ。

　──さっさと、終わらせちまおう。

　ニックは端末を操作する。強化ブーストは自身の肉体を強化するだけの能力だが、ポイントでいくつかのモードを設定できる。ニックの場合、機動力に優れたモード、攻撃力に優れたモード、五感に優れたモードのみっつがある。機動力メインのアイコンを叩たたいた。

　強化ブーストを使う瞬間は、いつだって心地がいい。重力から解放される感覚。人間の肉体というものが、どれだけ不自由なのかを痛感する。視野がクリーンに広がって、反面、世界は狭く感じる。どこへだっていける。月にだって跳べる。もちろん錯覚だが、そんな感じがする。

　ニックはベルトに挟んでいた二本のナイフを、左右の手で握る。

　軽く右みぎ膝ひざを折り曲げ、足の指の付け根で地面を弾いた。高速で背後へと流れる景色が、静止画みたいに、コンマ一秒ごとにくっきりとみえた。アスファルトが遠く離れ、二階建ての家屋の屋根まで見下ろす。着地というより足の裏でタッチするように、その屋根を蹴けってさらに跳んだ。前へ。慣性がそのまま加算されて速度が上がる。身体からだは重力に引かれる間もなく、次の屋根の上にいる。まどろんだ夜の空気がニックの移動で風になる。もう二度、三度と跳ぶと、目的の景色がみえた。

　交戦中の二チーム。数は七対二五。ただし速いのはキネマ俱楽部の方だ。強化士ブースターの速度に追いつけるのは同等以上の強化士ブースターしかいない。もちろん平穏な国の中にも、キネマ俱楽部に対抗できる者は少なくないだろう。だがウォーターは一部の突出を許可していない。なら遅い方に合わせるしかない。キネマ俱楽部に追いつくのは難しい。とはいえ能力には使用回数があり、人の身体には限界がある。最終的にはローテーションを組んでいる平穏な国が押し切る。

　キネマ俱楽部の戦い方は、ただ苦しい時間が伸びるだけだ。

　──オレが終わらせてやる。

　キネマ俱楽部を。キドの悪あがきを。

　連中は平穏な国を引き離しつつあった。そちらに向かってニックは跳ぶ。屋根を蹴り、壁を蹴り、折れた電柱を蹴って接近する。

　目の前に、驚いた表情の藤永がいた。

　──よう。また会ったな。

　身体のすべてが、刃やいばになったような気分だ。手にしていたナイフを振るまでもない。ただ角度を合わせる。切っ先が藤永の首まで数センチに迫り、直後、ニックはその手を引いた。

　目の前を、白い線が走っている。

　射撃シュート。キド。さすがに、対応するか。

「逃げろ」

　とキドが叫ぶ。同時に射撃シュート。ニックは地を蹴り、距離を取る。

「予定通りだ。ようやく、ひとり釣れた」

　そう言ってキドは笑う。

　──予定通りなのは、こっちだよ。

　いらついて、舌打ちする。ひとりで飛び込めば、こいつらは逃げない。そうでなければこちらの戦力の削り様もない。

「気をつけて」

　と藤永が叫んだ。彼女を背負った馬役が走り去っていく。あの背中は、大おお原はらか。他の二組も同じように距離を取る。肩から血を流すリャマが、こちらをみて笑ったようだった。なにが面白いってんだよ？　またいらつく。

　キドだけは足を止めて、じっとこちらをみていた。

　ニックは顔をしかめる。

「一対一で、やってくれるんですか？」

「本当はやりたくない。二〇〇〇Ｐだけ譲ってくれないか？」

「それで、どうなるっていうんですか」

「どうやらうちが救われるらしい」

「まじっすか」

　そんなわけがない。たかだか二〇〇〇Ｐだ。いや、何ポイントであれ、ループ後のこのタイミングでは能力の強化は行えない。ただの数字でしかない。

　ニックは強引に笑う。

「四〇〇〇Ｐちょいなら、なんとかなりますよ」

「本当に？　助かるよ」

「ええ。オレ、八〇〇〇Ｐ越えてるんで。殺せば半分です」

　キドは首を振った。

「君は、大切な仲間だ」

　ニックは舌打ちする。

「そういうの、もうやめましょうよ。気持ちわりぃ」

　いや、違う。こっちがやめればいいんだ。

　軽く伸びをしながら、言った。

「殺してやりたかったんだよ。昔っから、あんたを」

　右手を軽く振る。手にしていたナイフがまっすぐにキドに向かって飛ぶ。ほとんど同時に、キドの手から射撃シュートが放たれる。ナイフと光がぶつかり合い、きぃん、と澄んだ音を立てる。ニックはもう地面を蹴っていた。左手のナイフを右手に持ち替える。キドはこちらに背を向けて駆け出している。速い。でも、こちらほどではない。追いつくことは容易たやすい。

　天才。あるいは、ジャグラー。

　キドはユニークな射撃士シューターだ。本質はむしろ強化士ブースターに近い。高速で移動しながらの中距離、あるいは近距離での戦闘を得意とする。ただし単調になりがちな強化士ブースターの攻撃を嫌い、射撃シュートの多彩な特殊弾を撃ちわける。

　その象徴が、手の中でくるくると位置を変える三つのハンドガンだ。銃身の長さがほんの一〇センチほどのそれは玩具のようにみえる。あれはポイントで獲得した特殊な銃で、登録している弾を発射する。端末での弾の使い分けではどうしても発生するタイムラグをなくすためのアイテムだ。

　──まずは、あのハンドガンの中身を知りたい。

　右手のひとつはもうみた。先ほど、ナイフを弾き飛ばした通常弾ノーマルだ。あとは左手にあるひとつと、ベルトについたひとつ。

　キドが駆け出し、ニックはその後を追う。彼は振り返りもせず、左手のハンドガンだけをこちらに向けて引き金を絞った。

　──反射弾。

　プレイヤー以外の物体にぶつかると、光が鏡で反射するように跳ね返る弾。射撃シュートは発動から発射までのタイムラグがあるが、光線自体はその名の通りに光速なので厄介だ。ニックは咄とっ嗟さに左に跳ぶ。背後の看板に当たって跳ね返った光の残像が、反対側を通過していた。二択で右を選んでいたならぶつかっただろうか。

　──あれは、やばい。

　キドは反射弾の使い方が上う手まい。だが外したなら、こちらのアドバンテージだ。左手のハンドガンが反射弾──いや、キドは本当にジャグラーのように、ひゅんひゅんと手の中のハンドガンをシャッフルする。だが強化ブーストは動体視力も強化する。右手が反射弾。左手が不明のひとつで、通常弾はベルトへ。

　キドが足を止めて、こちらを向く。その横顔が明かりに照らされている。みると彼が立っているのは映画館の前だった。ガラス戸から漏れる光がか細くて、なんだか泣きたくなる。あれは、スタンドライトか。まだ電球もねぇような生活をしてんのかよ。

　ニックはキドに向かって走る。キドは映画館の壁に背を預け、左手のハンドガンを撃っていた。着弾点はふたりの中間。ややニック寄り。

　──炸さく裂れつ弾だん。

　着弾点で爆発を起こす弾。くそ、位置がいい。突っ切るのは難しい。回避。右か？　左か？　どちらも想定しているだろう。

　ニックは強引に足を地面に叩きつけ、跳ぶ。急速に離れた地面を見下ろすと、爆発した地点を囲み、ひし形に反射する光がみえた。反射弾を瓦が礫れきにでも当てたのだろう。やはり左右どちらに躱かわしても間違いだった。遅れて届いた炸裂弾が弾ける音が、なんだかずいぶん間抜けに聞こえる。

　──意外と、王道的じゃねぇかよ。

　キドの動きはいちいちテクニカルだが、戦い方自体はスタンダードな強化士ブースター対射撃士シューターだ。それはしばしば道筋の攻防と表現される。弾に当たらず、射撃士シューターとの距離を詰め切れば強化士ブースターの勝ち。機動力に勝る強化士ブースターに射撃士シューターが弾を当てるのは困難だ。だから射撃士シューターは戦場に線を引く。射撃シュートで強化士ブースターの道筋を限定し、必殺の位置に誘い込む。

　その理屈じゃ、宙に跳ばされる、なんてのは最悪だ。身動きが取れない。次の攻撃をかわしようもない。炸裂弾が巻き上げたアスファルトの破片がニックの頰を掠かすめた。キドは右手の銃──反射弾だ──をこちらに向けている。

　──ニックの戦い方は綺き麗れいで、効率的だよ。

　なんて、キドは言っていたらしい。

　──でも、そうだね。少し読みやすい。

　ふざけんな、とニックは心の中で叫ぶ。こっちの台詞だ。こんなもん、キドの戦い方を知っていたら定石そのまんまみたいなもんだ。ニックは左手で端末をつかんでいた。設定していた画面を指先で叩く。目の前が、青白く輝いた。

　──シールド。

　元はアズチのその他能力オリジナル。

　その他能力オリジナルは架見崎にひとつだけしか存在できない。だが、アズチは死んだ。このループで、ニックは迷わず空席になったシールドを獲得した。もちろん大したポイントは使えない。安く買いたたいた。使用回数はただの一度で、強度も極めて低い。アズチのものとは比べ物にならないどころか、新人の射撃士シューターにさえ撃ち抜かれる。

　──でも、関係ねぇんだよ。

　キドが通常弾を腰に収めた時点で、勝負はついていた。今、彼の左右の手にあるのは、反射弾と炸裂弾。炸裂弾を近距離で撃つわけがない。自分自身も巻き込まれる。なら、キドは反射弾を使うしかない。反射弾は特別な弾だ。プレイヤー以外を傷つけず、ぶつかると跳ね返る。シールドはプレイヤーではない。

　キドの光線が、シールドの湾曲した面にぶつかり、夜空に吸い込まれる。

　その着弾点に気づき、ニックは顔をしかめる。

　──こいつ。

　わざと、外しやがった。

　まっすぐに撃つと、反射で自分自身がダメージを受けるから？　違う。そんな判断、人間の反射速度じゃできるわけがない。強化士ブースターのポイントで遥かに上回るニックにもできない。元々、こちらを殺すつもりがなかった。

　──ふざけんなよ。

　じゃあシールドなんか、関係ないじゃないか。この距離で。自分に向かってくる強化士ブースターを。射撃士シューターが外したなら。

　──そんなもん、死ぬしかねぇ。

　ニックの身体は地を蹴ったときのイメージ通りに、キドに吸い込まれていく。シールドが邪魔だ。端末を持つ左手を背後に回す。シールドは端末を中心に展開される。キドはその場に、左手のハンドガンを落としていた。銃の持ち替え？　間に合うはずがない。射撃シュートの起動から射撃までのタイムラグはおよそ〇・五秒。致命的だ。

　──簡単に、死のうとしてんじゃねぇよ。

　キネマ俱楽部を守るんじゃなかったのかよ。

　オレなら。オレなら。オレなら。──胸の中で同じ言葉を繰り返す。

　ニックはヒーローになりたかった。ピンチに駆けつけて、颯さっ爽そうと仲間を救うヒーローに。そうなってやるつもりだったんだ。キネマ俱楽部にいたころも。トリコロールを作ったときも。やばくなったら駆けつけて、言ってやるつもりだったんだ。

　──やっぱ、オレがいなきゃダメですね。

　キネマ俱楽部を愛していた。銀縁も、キドも。あのチームを守るのは自分なんだと思っていた。

　──でも、もう無理だ。

　トリコロールは、なす術すべもなく平穏な国に取り込まれた。それが現実だ。ニックひとりであれば、キドのように、つまらないこだわりに命を懸けられたかもしれない。でも隣に紫がいた。あいつまでは巻き込めない。平穏な国に従い、そこで足元を踏み固めていくしかない。

　──オレは、あんたとは違う。

　ずっと現実的だ。必要なら、悪役にだってなれる。

　右手で突き出したナイフの切っ先が、キドの胸の前で。

　きぃん、と甲高い音を立てた。

　目の前でなにが起こったのか、咄嗟には理解できなかった。キドが左手のハンドガンを落とし、つかんだものは端末だった。端末。決して、壊れないそれ。たしかに理屈じゃ、強化士ブースターのナイフも止める。だが、ここで、そんな。

　強化士ブースターの攻撃を止めるには、握力が足りなかったのだろう。キドの手から端末が勢いよく跳ね上がる。ハンドガンは端末から一定の距離──たしか、三メートルだったはずだ──離れると使用できなくなる。どちらにせよ状況は有利。圧倒的に有利だ。ニックの身体は、キドの右側に流れていた。強引に足を踏ん張り、ナイフの刃をキドに向けようとする。一瞬、キドと目があった。彼は笑っていた。

　──なぜ？

　キドは空っぽの手をこちらに向ける。ハンドガンも握っていない。端末も宙に浮いている。なんにもない手だ。なのに、その手が、光った。

　──発射のエフェクト。

　なら〇・五秒後に射撃シュートが来る。架見崎での生活で、本能に刷り込まれていた。ニックは射線から身を逃すため、その場に転倒する。ちょうど顔の真上をまっ白な光が伸びる。眩まぶしい。妙に綺麗にみえた。

　詐さ欺ぎにあった気分だ。もう、なにがなんだか、わからない。

　気がついたときには、ニックは割れたアスファルトに横たわり、目の前にハンドガンの銃口があった。空いていた彼の左手に、宙に浮かんでいた端末が落下し、納まる。弾かれたというより、力を受け流すために、意図的に手放していたのだろう。

「ばあん」

　とキドが、おどけた様子で言った。

　彼の手がまた光る。回避はできない。死んだ、と思った。だが射撃シュートの光はほんの一瞬、ニックの腹を照らし、あとは網膜に残影を刻みつけただけだった。

「これ、ただのライトなんだよ。なかなか便利でしょ」

　そう言ったキドは、やはり笑っていた。

　ニックはなんだか溢あふれそうになった涙を、顔をしかめてこらえる。

「オレじゃない」

「ん？」

「オレが読みやすいんじゃない。あんたが、読めないだけだ」

　けっきょく、負けるのかよ。なんだよこれ。どうして、殺す覚悟がある奴が、ない奴に負けるんだよ。

　アスファルトに寝転がったまま、ニックは口を開く。

「どうせ、本物は撃てないんでしょ？」

　キドは簡単に頷く。

「うん。撃てない」

　ほら。無意味だ。

「すぐに平穏な国の奴らがきますよ。やっぱり、あんたの負けだ」

　ニックひとりを倒しても仕方がない。そのニックにさえ、とどめを刺せない。

　ミケ帝国が参戦しなかったとき、キネマ俱楽部の敗北は決定した。

　キドは肩をすくめてみせた。

「だから困ってるんだ。二〇〇〇Ｐだけでいい。譲ってくれないかな？」

「それで、どうなるっていうんです？」

「ミケ帝国が助けてくれるらしい」

　あり得ないだろ、そんなの。

　ニックは息を吐き出した。

「いまさら、ミケ帝国は動けませんよ」

「わかってるよ」

　キドは月を背にして、息を吐き出す。それはため息というよりは、ただ呆あきれているようだった。

「うちの新人くんがやり手でね。ミケ帝国がオレらを匿かくまうよう、交渉してくれている。でもその話をまとめるには、もう少しだけポイントがいるらしい」

　彼らを君にも紹介したい。と、キドはつけたした。


＊




　ミケ帝国が動かないまま、平穏な国との戦闘になった場合




　なんとか、キネマ俱楽部の総ポイントを三万以上にしてください。

　あとは秋穂がまとめます。







　　　　　４






　──ま、よく頑張ったんじゃないですかね。

　と秋穂は内心でほほ笑む。

　キドのポイントが上昇し、キネマ俱楽部の総ポイントが三万を超えた。コゲがそのことを報告し、白猫は笑い、黒猫は顔をしかめた。

「この事態をどう考える？」

　と、黒猫が秋穂に向かって言った。

　秋穂は首をかしげてみせる。

「別に、どうも。手紙にあるままです」

　黒猫がため息をついた。

「案の作成者が、馬鹿だったということか」

　会議の焦点は、三万Ｐの一時的な譲渡だった。

　それはキネマ俱楽部の生命線だ。ミケ帝国内での安全を保障するものだ。なぜならキネマ俱楽部の全員を殺しても、ミケ帝国に戻ってくるポイントは三万を下回るから。キネマ俱楽部としては、この点だけは決して譲れず、だから黒猫はそこを崩したがっていた。最悪、皆殺しにすれば得をする、という状況で契約を結べば、その後はミケ帝国が一方的に主導権を握れる。

　互いにそのラインを譲れず、だから会議は動かない。はずだった。

　でも、たった今、事件が起こった。

　平穏な国との戦闘で、キネマ俱楽部の総ポイントが三万を越えたのだ。

　これで「三万ポイントの譲渡」はキネマ俱楽部を守るものではなくなった。領土内のキネマ俱楽部のメンバーを全員殺せば、ミケ帝国は預けた以上のポイントを手にできるのだから。条件はなにも動かないまま、状況がミケ帝国寄りに傾いた。

　秋穂は苦笑を浮かべる。

「うちが圧倒的に不利な契約になったことは事実ですが、このまま平穏な国と交戦を続けると負けがみえています。こちらは、いまさら契約内容の修正をお願いできる立場にはないかと思います」

　黒猫が顔をしかめる。

「よくわかってるじゃないか」

　隣で、白猫は楽しげだ。

「小こ賢ざかしい奴が、些さ細さいな失敗で躓つまずくのは愉快だな」

　小賢しい奴、というのは、香屋のことだろう。でも、だとすれば彼女の言葉は、まったくの的外れだ。香屋歩はもっと小賢しい。

　──これくらい準備すれば、秋穂なら話をまとめられるでしょ。

　と香屋は言った。

　──そんなのわかりませんよ。相手のことはなんにも知らないんだし。

　と秋穂は答えた。

　でも、顔を合わせてわかった。黒猫はそれほど、物事を客観的にみられるタイプではない。恐怖心が──想定外への疑いが足りない。

「では、いいな？」

　と白猫が、黒猫に確認する。

　彼女は頷く。

「ま、問題ないでしょう。これで奴らは、ただで領土を差し出しにやってくるようなものです」

「よし。では契約を結ぼう」

　白猫は端末を手に取った。

「三万Ｐは、私のものを貸してやる。ほら、端末を出せ」

　秋穂は神妙な顔で、「わかりました」と答えた。

　でもミケ帝国は根本的に勘違いしている。

　契約上、キネマ俱楽部はミケ帝国に逃げ込む権利を得ただけだ。それは義務ではない。

　そして「皆殺し」にできないなら、やはりミケ帝国はポイントで損をする。





　ミケ帝国に上手く逃げ込めた場合




　すみやかに、アズチ戦、平穏な国戦で得たポイントを香屋歩に譲渡してください。

　皆さんの命にかかわることですから、必ずお願いします。






　初めからこちらが隠したかったのはただの一点だ。あとはその一点をごまかすノイズでしかない。

　香屋歩は、ミケ帝国に逃げ込むつもりがない。

　それだけで単純な算数の式は、答えを変える。


＊



　端末が鳴る。リャマからだ。

　──ミケ帝国からのポイントの振込みを確認しました。契約、成立です。

「よし。オレは逃げる」

　とキドは手を振った。

　未いまだ、アスファルトに寝転がったままのニックが応える。

「死なないでくださいね」

「もちろん。君が戻ってくるまでね」

「なら、いつまでだって戻りませんよ」

　キドはそのまま足を踏み出す。だが、それは数歩で止まった。

　足音が聞こえたのだ。

　──大抵の相手なら、逃げ切れる。

　ミケ帝国はすぐそこだ。

　キドはハンドガンを手に、身体を捻ひねる。それから息を吐き出した。

「紫」

　彼女がひとりで立っていた。

「お疲れさま」

　と彼女は微笑ほほえむ。

　キドも笑った。

「仲良く話してるところをみられると、まずくないかな？」

「大丈夫でしょ。ニックくらいしかいないし」

「ま、そうだね」

　紫がこちらに歩み寄る。

「約束のこと、忘れてないよ」

「オレも」

　一〇ループ。そのあいだに、紫はニックを説得して連れ戻す。だからそれまで、キドは必ずキネマ俱楽部を守る。期限まであと二ループだ。

　キドの目の前で、紫は立ち止まる。

　彼女は右手を、キドの頰にそえた。

「でも、残念ね」

　その右手がずれ、強く、キドの首を絞めた。

　紫は強化士ブースターだ。強化士ブースターと射撃士シューターの勝負は距離で決まる。いかに距離を詰め切るか、が強化士ブースターの戦いだ。

「たぶん約束は、守ってもらえないかな」

　彼女の手の温度が理由だろうか、それとも、死が持つ特性のひとつだろうか。

　意識を失う直前、キドが感じたのは、奇妙な心地の良さだった。


＊



　ウォーターは軽自動車のボンネットで足を組み、その報告を聞いていた。

　キネマ俱楽部の面々が、ミケ帝国へと逃げ込んでいく。そんなところに逃げられてしまえば、この戦いは引き分けしかない。

　──別にそれでもいい。

　と思っていた。

　──でもやっぱり、なにもかもあいつの狙ねらい通りっていうのは悔しい。

　とも思っていた。

　そこで、できるだけ安全に、向こうのリーダーを手に入れることにした。

　架見崎の交戦は「どちらが先に敵リーダーを倒すか」の比べ合いだ。リーダーを置いていってもらえるなら、他のメンバーはいない方が楽だ。獲得ポイントは減るが、それこそ今はどうでもいい。

　想定通りに上手くいって、なんだか悲しくなる。

　ニックに釣られて、キドは綺麗に孤立した。そして簡単に紫に捕らえられた。きっと愛情の深い人なのだろう。その愛情を餌えさにするのは、好みのやり方じゃない。

　両方のチームで、死者はゼロ。

　そして、敵チームのリーダーを捕らえた。

　目的は完全に達成したが、好みを押し通せなかったのだから不満は残る。誰かに愚痴をこぼしたい気分だ。

「どうしますか？」

　とモノが言った。

　彼女はキネマ俱楽部の映画館に残されていた。

　確保して、すぐにこちらに来てもらった。友人のひとりだ。

　モノに尋ねる。

「彼は、まだプレゼントを持ってるの？」

　あの、通信機能付きのスマートフォンケース。

「はい。疑い深い性格のようですので、不思議ですが──」

「あいつはね、とても敏感なんだよ」

　だから、ほとんどないような匂いにでも反応する。

「キネマ俱楽部を相手にして、彼だけを狙い撃ちにするようなやり方は、自己紹介しているようなものだ」

　ウォーターは自身の端末に向かって、言った。

「やあ。久しぶり。そっちのリーダーは預かった。今回は君の負けでいいかな？」

　間もなく、返事が聞こえる。

「どこが？　みんな、予定通りだよ」

　香屋歩。

　──ああ。本当に、香屋だ。

　ウォーターは尋ねる。

「君に会いたい。出てきてくれる？」

「僕もそのつもりだよ。映画館で会おう。人払いを頼む」

「別にこっちは、鬼ごっこをしてもいい。君は、ミケ帝国には行けないだろ？」

　ポイントの移動をみていればわかる。

　香屋はミケ帝国に逃げ込むつもりがない。端末だけをミケ帝国にあずけて、生身の彼は別の場所に向かう。端末は本人にしか操作できないから、決して動かせないポイントが生まれる。それがキネマ俱楽部の生命線だ。

　──彼は、なんと答えるだろう？

　いくつかのパターンを想像する。

　でも、どれでもないひとつを、香屋の声が告げる。

「ＤＶＤプレイヤーのリモコンを預かった。渡して欲しければ、言う通りにするんだ」

　思わず笑う。これが、香屋だ。

　なんて素敵なんだろう。これからきっと、毎日、楽しい。

　それこそが、生きている意味だ。


＊



「狙い通りですか？」

　と、ネコがカエルに語りかける。

「私に狙いなんてものはないよ。わかっているだろう？」

　と、カエルがネコに答える。

　カエルはもちろんカエルではなく、ネコも当然ネコではない。今はマリオネットの身体さえ持たず、ただ架見崎を眺めている。

　ネコは否定する。

「こちらの認識では、貴方あなたには目的も意志もあります」

「香屋歩に意志があるように。他の、架見崎にいる全員に意志があるように」

「はい」

「でも、私は『彼』ではないよ」

　架見崎を生んだ者。より多くのものを──たとえば、アポリアを生んだ者。彼。

「同じでなくとも、同質のものです」

「どうだろうね。まったく同じだということはないはずだけれど」

　まあ、なんでもいい。

　カエルは自分自身について悩まない。それは意味のないことだから。カエルが何者であれ、すべきことは同じだから。

　ネコがまた尋ねる。

「香屋歩は、ゼロ番目のイドラになり得ますか？」

「わからないよ。そんなことが私にわかるなら、そもそも架見崎なんか生まれていない。とはいえ可能性はある」

「あの能力を選んだから」

「それだけじゃない。実例がある」

　ウォーター。トーマとも呼ばれるあの子が、今もまだ架見崎にいる。それはひとつの達成だ。あの、香屋歩という少年にはなんの自覚もなかったとしても、彼自身が成し遂げた確かな意味を持つ結果のひとつだ。

　カエルは笑わない。それもまた、意味のないことだから。でも、笑うような心地でネコに告げる。

「面白いね。世界というものは」

「どの世界ですか？」

「どこもかしこも。たったひとつの、この世界だよ」

「なにが、面白いのですか？」

「香屋くんがもし、上手に架見崎を終わらせられたなら、私たちが探していたものは彼じゃない。ゼロ番目のイドラ──その、感染源と呼ばれるべきものは、一本のアニメ作品だということになる」

　ウォーター＆ビスケットの冒険。

　世間的には、高い評価を得たわけでもないただのフィクション。そんなものが、世界を変えるというのだろうか。だとしたら、なんて──

　自身が思い浮かべた言葉が、意外だった。

　──ああ。たしかに私には、意志と呼べるものがあるようだ。

　ネコが言った通りに。

　ただのフィクションがこの世界を変えるなら、なんて痛快なのだろう。だってカエル自身も、言ってみれば、ひとつのフィクションに過ぎないのだから。「彼」に似たものとして生まれた、人工物のようなものだから。

　つまらなそうに、フクロウが言った。

「ともかく、八月にしてようやく、意味のあるデータを取れそうですね」

　どうだろう。これまでの七か月間が、無駄だったとは思わないけれど。

　このフィクションばかりが混じり合った世界が、その目的を果たすなら、カエルにとっても喜ばしいことだ。









　　　エピローグ






　いちばん不安だったのは、「ウォーター＆ビスケットの冒険」のＤＶＤが、架か見み崎さきに存在するのか、ということだった。

　もしなければ、前提が崩れてしまう。つまりトーマが、あのアニメを大画面でみるためにキネマ俱く楽ら部ぶの映画館を手に入れようとしているのだ、という前提が。

　どうしても不安だったから、それを運営者への質問に選んだ。ＤＶＤは、きちんとあった。平穏な国の領土内のレンタルショップ──トーマなら、間違いなくそれを手にいれている。そのためだけに平穏な国に所属したのだとしても不思議はない。

　なら、ずいぶん状況が見通せる。

　トーマの思考を元に、計画を立てられる。


＊



　香か屋や歩あゆむが映画館に戻ったときにはもう、平穏な国のメンバーは引き上げていた。

　ただ客席の真ん中に、トーマがひとり座っていた。映写機はスクリーンに、ＤＶＤプレイヤーの起動画面を映している。その光がトーマの顔をぼんやり照らしている。

　トーマの隣に、香屋は腰を下ろした。

「なに、その恰好」

「ウォーターに似てる服を、架見崎中から探した」

「さすがにコスプレは引くな」

「意思表示だよ。覚悟の象徴」

「覚悟は胸の中だけでするものだ。口に出すのは、自分への脅迫だ」

　一二話、「盲導犬が吠ほえるのはただ一度」の台詞せりふだ。

　トーマが笑う。

「いい話だった。トトの目が綺き麗れいでね。あいつはやっぱり、主人が死んだことを知ってたんじゃないかな」

「うん。僕もそう思う」

　泣き出しそうだ。香屋は、下唇を嚙かむ。

　今、隣に、トーマがいる。なんど夢みたかわからない。

「リモコンを持っていくのはひどい」

　とトーマは、おどけた調子で言った。

「手下に再生ボタンを押させればいい」

「オレに手下なんかいない。仲間がいるだけだ」

「なんだよ、オレって」

「ウォーターに合わせた。似合わないかな？」

「まったく似合わない」

　香屋はリモコンを、トーマに差し出す。

　それを受け取って、映写室の方に向けて、でもトーマは首をかしげる。

「やっぱり気になるな。先に、答え合わせをしておこう」

「なんの？」

「キドさんのことだよ。本当に、予定通りだったの？」

　トーマがキドを捕えたこと。実のところ、予定通り、というのは言い過ぎた。

　でも想定していたことのひとつではある。

「君ならそれほどひどくは扱わないでしょ。僕はキネマ俱楽部の存続なんかに、なんの興味もないからね。ミケ帝国より安全だと思ってた」

「どうして？　ミケ帝国は信用できない？」

「というか、平穏な国を読み切れない」

　キネマ俱楽部の面々がミケ帝国に逃げ込んで、それで諦あきらめてくれるのかわからない。次はミケ帝国に対して宣戦布告するかもしれない。でもキドが平穏な国側の手に落ちていたら、話は変わる。平穏な国は、もっと穏便に話を進めるだろう。ミケ帝国はそれなりに強いチームだ。ＰＯＲＴという大手と争っている平穏な国は、簡単には動けないはずだ。

「なるほど」

　トーマが頷うなずく。満足した様子で、続けた。

「やっぱりなかなか、君には勝ちきれないね」

「なに言ってんだよ。七対三くらいで、僕が負け越してるだろ」

「まさか。四割は君が勝ってる。自分を低く見積もるのは、君の悪い癖だ」

　そうだっただろうか。以前はつまらないことで何度も勝負をしたけれど、正確な勝敗なんか覚えていない。正直、どうでもいいことだ。

　こちらをみて、トーマが微笑ほほえむ。

「じゃあ、七割二分。これがなんの成績だか、わかる？」

「まったく。数字は秋あき穂ほに聞いてくれ」

「彼女も知らないよ。オレが絶対に負けたくないと思っていたときの、君の勝率だ」

「そんなのわかるわけない」

　正直、こいつにとって負けてもいい勝負があるなんて考えもしなかった。

　くすりと、トーマが笑う。

「君とは、本気でやればやるほど、勝てない。どうでもいいことなら勝てるのに、本当に勝ちたいところじゃ勝てない」

　まったく説得力がない、と香屋は思う。

　本気のトーマに、勝てるとは思えない。

「たとえば？」

「ん？」

「たとえばトーマは、どんな勝負で負けたくなかったの？」

「ビスケットのバッジとか」

　香屋は眉まゆを寄せる。まったく思い当たらない。

　それをみて、トーマが続けた。

「ほら、小学三年生の、三学期が始まってすぐだよ。秋穂が失なくしたビスケットのバッジをみつけたのも、君だっただろ」

　それはおぼろげに覚えている。でも、トーマと争っていた記憶はない。ただ失くしものを一緒に探しただけだ。

　トーマは再び、リモコンを映写室に向ける。今度は再生のボタンを押した。

「君は、オレよりもよく秋穂をみていた」

「そんなことないよ。ただの運だ」

「どうかな」

　スクリーンが青く染まる。妙に丸まった、古臭いゴシック体で、よくある警告文が表示される。──このＤＶＤビデオの複製および、家庭で視聴する他の目的での使用は法律で固く禁じられています。

「今もオレは、本気で君に勝とうとしている。だから、これもオレの負けで──」

　トーマの身体からだが、こちらに傾いた。その頭から特徴的な、カウボーイハットが滑り落ちる。直後、悪お寒かんが走り、それは間もなく激痛に変わった。

　香屋は視線を下ろす。トーマがその手にナイフを握っている。ナイフの刃は、香屋の腹にめり込んでいる。

「みんな、君の思惑通りなのかもしれないね」

　スクリーンでは、ウォーター＆ビスケットの冒険の、オープニングが流れていた。

　あの曲が聞こえる。ウォーター＆ビスケットのテーマと題された曲だ。本編と同様に、生きることの尊さを切実に歌い上げる曲だ。

　胸の中で叫ぶ。

　──死んで、たまるか。

　この数日はずっと震えていた。架見崎を訪れて。そこでは殺し合いをしていて。目の前でアズチが死んで。ほとんど、香屋が殺したようなもので。無意味な争いに巻き込まれて、知り合った人たちが殺し合いをして、それを止める方法もみつからなくて、こんな場所は本当に嫌いで。ようやくトーマに再会して、刺された。

　そんなものみんな、死ぬ理由には足りない。

　この世界に、どの世界でも、死んでいい理由なんかひとつもない。

　香屋歩は顔を上げる。

　映像の、くるくると変わる光に照らされて、トーマは──冬とう間ま美み咲さきは、微笑む。それほど頻繁には目にできない、でも記憶にこびりついている、柔らかで優しい笑みだ。

　彼女がさらに、なにか言った気がしたけれど、香屋にはもう聞き取れなかった。







　　　　　　　本書は平成二十九年九月ＫＡＤＯＫＡＷＡより河端ジュン一氏との共著『ウォーター＆ビスケットのテーマ』として刊行された。

　　　　　　　新潮文庫での刊行に際し、大幅改稿の上、改題を行い、単著とした。
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